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現在の医学部本館



医
学
部
本
館（
大
森
キ
ャ
ン
パス
）

　

東
邦
大
学・大
森
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
医
学
部
本
館
は
、

戦
前
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
学
校
・
病
院
建
築
を

得
意
と
し
た
増
田
清
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、１
９
２
９

年
に
南
側（
正
面
）地
上
３
階
建
て
部
分
、１
９
３
３
年

に
北
側（
後
方
）地
下
１
階
地
上
４
階
建
て
部
分
が
竣
工

し
た
。
外
壁
に
は
一
面
に
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
が
使
用
さ

れ
、中
庭
の
壁
面
上
部
に
は
幾
何
学
的
な
意
匠
が
施
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、３
階
の
大
学
院
講
堂
内
部
に
は
、増
田

の
建
築
の
特
徴
で
あ
る
ア
ー
チ
構
造
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。１
９
３
５
年
に
開
催
さ
れ
た「
大
東
京
建
築
祭
」の
記

念
出
版
物『
建
築
の
東
京
』（
都
市
美
協
会
編
、１
９
３
５

年
）に
は
、耐
震
性・耐
火
性
の
高
い
建
築
の
一
つ
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
。

　

東
邦
大
学
の
前
身
と
な
る
帝
国
女
子
医
学
専
門
学
校

は
、１
９
２
５
年
に
医
師
の
額
田
豊
・
晉
兄
弟
に
よ
っ
て
東

京
・
大
森
の
地
に
創
立
し
た
。当
初
は
２
階
建
て
の
木
造

校
舎
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、開
校
２
年
後
の
薬
学
科
併

設
な
ど
を
経
て
学
校
の
規
模
が
拡
大
す
る
と
、鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
校
舎
建
設
が
決
定
し
た
。
戦
前
は
医
学

科
だ
け
で
な
く
薬
学
科
も
使
用
し
て
い
た
た
め
、こ
の
建

物
は「
本
館
」と
呼
ば
れ
た
。

　

１
９
４
５
年
４
月
15
日
、工
場
の
密
集
す
る
東
京
の
城

南
地
区
が
空
襲
の
標
的
と
な
っ
た
際
に
は
、本
館
は
焼
失

の
危
機
に
晒
さ
れ
た
。こ
の
空
襲
に
よ
っ
て
校
舎・付
属
病

院
な
ど
大
部
分
の
施
設
が
焼
失
し
た
が
、当
時
、本
館
に

取
り
残
さ
れ
て
い
た
薬
学
科
と
理
学
専
門
学
校
の
学
生・

教
職
員
ら
数
名
が
消
火
活
動
を
行
い
、本
館
へ
の
類
焼
が

阻
止
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。終
戦
直
後

の
学
校
再
開
時
に
は
、本
館
で
各
学
科
の
講
義
が
午
前
・

午
後
の
２
部
制
に
分
け
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、学
校
の
戦

後
復
興
を
担
う
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、「
医
学
部
本
館
」の
名
称
で
法
人
本
部
と
医

学
部
が
使
用
し
て
お
り
、東
邦
大
学
の
歴
史
を
象
徴
す

る
建
物
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
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創
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1
0
0
周
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、そ
の
先
へ 
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
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内

二
郎

座
談
会
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
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原
保
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浦
太
郎
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田
上
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範
／
早
川
和
宏
／（
司
会
）音
好
宏

特
集
　
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
こ
れ
か
ら

　「
学
生
の
ボ
ラ
セ
ン
」を
目
指
し
て

　
　
―
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
20
年
―
　
猪
瀬
浩
平

　「
ピ
ア
」精
神
に
基
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
矢
野
泉

　
人
権
意
識
と
自
治
意
識
を
持
つ
市
民
を
育
て
る

　
　
―
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
視
点
と
は
―
　
筒
井
の
り
子

　
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　

　
　
―
桜
美
林
大
学
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
課
題
―
　
牧
田
東
一

　
震
災
か
ら
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
　
菱
河
亮
平

　
手
さ
ぐ
り
の
中
か
ら
一
歩
で
も
前
へ

　
　
―「
わ
ざ
わ
い
」の
下
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
―
　
光
田
剛

ず
い
そ
う
　
大
学
の〝
存
在
価
値
〞を
再
吟
味
し
よ
う
　
安
田
隆
二

小
特
集
　
　
　
　
　
　 
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
心
の
ケ
ア

　
学
生
相
談
の
新
し
い
様
式
へ 
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
学
生
相
談
学
会
の
取
り
組
み
―
　
日
本
学
生
相
談
学
会

　
い
ま
大
学
学
生
相
談
室
に
で
き
る
こ
と
　
安
藤
寿
康

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
相
談
の
模
索 
―
学
内
連
携
の
も
と
で
―
　
井
口
知
子

1016323440465256606466687482

座
談
会
連
動
企
画

小
特
集
連
動
企
画



寄
稿
　
大
学
生
が
狙
わ
れ
る
危
険
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
―
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
目
指
す
活
動
の
展
開
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
田
謙
太
郎
／
村
上
大
和
／
高
森
裕
子

私
の
授
業
実
践
〜
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら
〜

　
歴
史
の
授
業
で
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
使
って
み
た

　（
結
局
は
、 

歴
史
と
は
何
か
を
本
気
で
教
え
て
い
た
）　 

吉
江
弘
和

明
日
へ
の
試
み

　
共
立
女
子
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
A
I
時
代
に
生
き
残
る
力
を
身
に
付
け
る
　
植
田
和
男

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ《
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
編
》

　
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
地
域
連
携

　
―
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
事
例
―
　
西
村
美
佳

　
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
作
成
に
見
る
広
報
隊
活
動
　
中
山
惠
子

　
学
生
に
よ
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
企
画

　
―
甲
南
大
学
図
書
館
の
取
り
組
み
―
　
笹
倉
香
奈

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
指
導
者 

高
倉
麻
子
さ
ん
に
聞
く
　（
聞
き
手
）川
島
葵

新
会
員
代
表
者
紹
介
　
日
本
大
学

新
学
長
紹
介
　
関
西
大
学

執
筆
者
・
出
席
者
の
ご
紹
介（
掲
載
順
）

私
大
連
ニ
ュ
ー
ス

編
集
後
記

869296100102104106114115117118

表 紙 ： モミジバフウ（下）とハンノキ（上）
モミジバフウはフウ科の落葉高木。日本では公園や街路
によく植えられており、秋になると美しく紅葉します。ハン
ノキはカバノキ科の落葉高木。日本全土の湿気のある山
野に生えています。モミジバフウの実とハンノキの実は、
クリスマスリースの飾りとしても多く用いられています。



大学点描

　豊田工業大学は、発明王 豊田佐吉翁の遺訓「研究と創造に心を致し、
常に時流に先んずべし」を建学の理念とし、2021年に開学40周年を
迎えます。
　トヨタ自動車の創業者である、佐吉翁の長男・豊田喜一郎は「人材育
成を通じ、社会に貢献したい」との夢を抱き、その思いが受け継がれ、
1981年にトヨタ自動車による社会貢献活動の一環として開学しました。
　モノづくりの発展に貢献してきた先人の強い志と情熱を受け継ぎ、
未知の分野に果敢にチャレンジし、新しい道を切り拓いていく国際
的視野を持った開発型技術者・研究者の育成を目指しています。

　教員 1名あたり学生約 10名という恵まれた教育・研究環境にあり、
開学以来、学部 1 年次全寮制を実施している本学では、多くの仲間と
の共同生活を通じ、自主性や自立心、協調性やリーダーシップなど
の社会人基礎力を育成しています。
　少人数環境であることや、多くの研究室が充実した研究設備・装
置を保有していることなどから、研究室配属後は、学生は時間の制
約を受けることなく、これらの設備・装置を利用して研究に打ち込み、
効率よく高度な知識・技術を身につけることができます。
　6 年間に及ぶリニューアル工事が完了し、今年新キャンパスが誕生
しました。学内外のコミュニケーションや連携が一層深まるよう設計
され、自由闊達、談論風発、活気にあふれたキャンパスとなるよう
期待されています。

恵
ま
れ
た
教
育
・
研
究
環
境

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た

志
と
情
熱
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　工学部 先端工学基礎学科は単一学部・単一学科であることから、
全員が同学科に在籍し、1年次には外国語・教養科目と工学基礎科
目を中心に学びます。2年次では、機械システム・電子情報・物質
工学の基幹となるそれぞれの専門基礎科目を学びます。3年次にな
ると3分野から主専攻を選択するとともに、副専攻として他分野の
科目も履修することで、幅広い専門知識の修得を可能としています。
4年次には研究室に所属して研究に取り組み、卒業後は半数以上の
学生が大学院に進学します。
　工学を多角的に理解することで、単一分野の知識だけでは解決
できない課題にも果敢に挑める、広い学識を持った創造性豊かな
人材を育成しています。　　

豊
田
工
業
大
学
で
の
学
び
、

幅
広
い
基
礎
と
複
数
分
野
を
学
ぶ



　近年、社会の仕組みが急速に高度化・複雑化し、工学が社会に果た
すべき役割は多大となっています。産業界との結びつきが強い本学で
は、産学連携を通じ、社会の発展に寄与しています。
　教育面においては、企業の製造・研究開発部門に赴く学外実習を
1・3年次の必修科目として実施。企業より与えられた個別の課題に
取り組む本格的な実習を行います。また、企業派遣講師による「トヨタ
生産方式」を学ぶ講義や実習など豊富な体験教育を行い、実践力を養っ
ています。
　研究面においては、複数の共同・受託研究や、大学附属の「スマート
ビークル研究センター」「スマートエネルギー技術研究センター」「ス
マート光・物質研究センター」などを柱に、社会と一体となりイノベー
ションの創出を目指しています。

理
学
は
真
理
と
語
ら
い
、

工
学
は
社
会
と
語
ら
う



開学30周年を機にキャンパス刷新の計画を進め、
2014年から6年間のリニューアル工事を経て、今年
ついに新キャンパスが完成しました。

学校法人トヨタ学園

◆工学部　先端工学基礎学科

〒468-8511　
愛知県名古屋市天白区久方二丁目12-1
https://www.toyota-ti.ac.jp/

2020年、
キャンパスが生まれ変わりました



新
キャン
パス
の
完
成
を
機
に

保
立 

和
夫
　
豊
田
工
業
大
学
学
長

　
本
学
は
、ト
ヨ
タ
自
動
車
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
１
９
８
１
年
に
開
学
し
た
。建
学
の
理
念
は
、

豊
田
佐
吉
翁
の
遺
訓「
研
究
と
創
造
に
心
を
致
し
、

常
に
時
流
に
先
ん
ず
べ
し
」で
あ
る
。一
学
年
90
名
と

い
う
小
規
模
大
学
で
あ
る
が
、教
員
１
人
当
た
り
の

学
生
数
10
名
な
ど
、密
度
の
高
い
教
育・研
究
が
可
能

な
設
計
図
の
も
と
に
活
動
し
て
い
る
。

　
本
年
夏
に
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
た
。

充
実
し
た
環
境
で
学
生・教
職
員
一
丸
と
な
り
、工
学

を
基
盤
に
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
に
邁
進

し
、「
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
辛
い
」存
在
感
を
高
め

て
ゆ
き
た
い
。

大学時報
University Current Review
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１
． 

大
東
文
化
大
学
、１
０
０
年
の
歩
み

　
大
東
文
化
大
学
は
、東
京
都
板
橋
区
高
島
平
と
埼
玉
県
東
松

山
市
岩
殿
の
２
カ
所
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、８
学
部
20

学
科
と
大
学
院
７
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。２
０

２
０（
令
和
２
）年
５
月
時
点
で
の
在
籍
者
数
は
１
万
１
３
０
８

名
で
、在
籍
者
規
模
で
い
え
ば
、全
国
私
大
の
30
位
ほ
ど
に
位
置

し
て
い
る
。ま
た
こ
れ
ま
で
約
13
万
人
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り

出
し
て
き
た
。

　
本
学
の
ル
ー
ツ
は
、１
９
２
３（
大
正
12
）年
、と
き
の
帝
国
議
会

に
お
け
る「
漢
学
振
興
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」に
よ
って
設
置
さ
れ
た

大
東
文
化
学
院
に
遡
り
、３
年
後
の
２
０
２
３（
令
和
５
）年
に
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
新
制
大
学
令
に
よ
り
、東
京
文
政
大

学
と
し
て
再
出
発
し
、１
９
５
３（
昭
和
28
）年
に
は
校
名
を
元
々

の
大
東
文
化
学
院
に
由
来
す
る
大
東
文
化
大
学
と
改
称
し
た
。

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
に
現
在
の
板
橋
区
高
島
平
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
し
、翌
年
に
は
、文
政
学
部
が
文
学
部
と
経
済
学
部
に
分
離

独
立
し
た
。ま
た
１
９
６
７（
昭
和
42
）年
に
は
東
松
山
に
広
大
な

敷
地
を
獲
得
、教
養
部
を
移
設
し
た
ほ
か
、各
種
体
育
施
設
の
充

実
を
図
っ
た
。以
後
、高
度
成
長
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
学
部・学
科
増
設
を
行
って
き
た
。最
も
新
し

い
学
部・学
科
は
、２
０
１
８（
平
成
30
）年
に
創
設
さ
れ
た
社
会

学
部
、ス
ポ
ー
ツ・健
康
科
学
部
看
護
学
科
、そ
し
て
文
学
部
歴
史

文
化
学
科
で
あ
る
。

　
ま
た
本
学
は
、課
外
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
で
も
全
国
的
に
名
前

を
知
ら
れ
て
い
る
。特
に
箱
根
駅
伝
を
は
じ
め
と
し
た
陸
上
長
距

創
立
１
０
０
周
年
、そ
の
先
へ

　
　

―

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て―

視
点

内　

 

二
郎
　
大
東
文
化
大
学
学
長
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離
の
分
野
で
は
、多
く
の
歴
史
を
作
って
き
た
。ま
た
ラ
グ
ビ
ー
部

も
３
度
の
大
学
日
本
一
を
達
成
し
、名
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
を
輩
出

し
て
き
た
。近
年
で
は
、テ
コ
ン
ド
ー
や
女
子
の
陸
上
長
距
離
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
も
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、全
国
的
に
大
東
文
化
大
学
の
名
前
を
知
ら
し
め
て
い

る
の
が
、書
道
で
あ
る
。そ
も
そ
も
漢
学
振
興
と
い
う
目
的
で
創

設
さ
れ
た
本
学
で
は
、開
学
当
初
よ
り
書
の
研
究
、教
育
が
重
視

さ
れ
て
き
た
。戦
前
は
授
業
の
ノ
ー
ト
を
取
る
の
も
答
案
の
作
成

も
、鉛
筆
や
ペ
ン
で
は
な
く
、筆
で
行
って
い
た
。戦
後
は
、日
本
を

代
表
す
る
書
家
の
青
山
杉
雨
を
中
心
に
１
９
６
９（
昭
和
44
）年

に
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、そ
の
後
、書
道
研
究
所
、そ

し
て
文
学
部
書
道
学
科
創
設
と
発
展
し
て
き
た
。「
平
成
」や

「
令
和
」の
元
号 

き 

ご
う

揮
毫
も
本
学
で
書
を
学
ん
だ
卒
業
生
の
筆
に
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。書
道
学
科
の
充
実

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、課
外
活
動
で
の
書
道
部
の
活
躍
も
全
国
的

で
あ
る
。

　
教
学
組
織
の
中
心
で
あ
る
学
部
学
科
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、教
育・研
究
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
セ
ン
タ
ー
組
織
も
整
って

い
る
。全
学
的
な
情
報
設
備
を
管
理・運
営
し
、情
報
教
育
の
充
実

を
担
う
学
園
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
、教
員
志
望
の
学
生
に
対
し
て

板橋キャンパス３号館の書道研究所ギャラリー
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免
許
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
、留
学
生
の
受

け
入
れ・送
り
出
し
を
担
う
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、体
育
実
技
科

目
や
40
以
上
に
上
る
運
動
部
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
、そ
し
て
入
試
広
報
業
務
を
担
う
入
学
セ
ン
タ
ー
が
そ

れ
で
あ
る
。加
え
て
大
東
文
化
歴
史
資
料
館
、ビ
ア
ト
リ
ク
ス・ポ

タ
ー
資
料
館
と
い
う
２
つ
の
資
料
館
、創
設
時
以
来
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
東
洋
研
究
所
を
有
し
て
い
る
。

２
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
本
学
の
対
応

　
本
学
は
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
４
月
か
ら
新
し
い
執
行
部
体

制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、３
年
後
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
本

格
的
な
準
備
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。し
か
し
、そ
の
最
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
を
襲
っ
た
。

３
月
に
は
急
遽
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、新
旧
執
行
部
の
連
携
の

下
で
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。卒
業
式
も
入
学
式
も
中
止
と
し
、学

生
や
教
職
員
の
入
構
禁
止
措
置
を
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

し
か
し
、教
育
と
研
究
活
動
は
、大
学
の
根
幹
で
あ
る
。こ
れ
を
止

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。学
生
の
入
構
を
禁
止
し
て
授
業
を
行
う

に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る

ほ
か
な
か
っ
た
。し
か
し
、受
講
す
る
側
の
学
生
に
そ
の
準
備
は

あ
る
の
か
、教
員
側
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。

　
本
学
は
、４
月
の
開
講
時
期
を
５
月
の
大
型
連
休
明
け
に
ず
ら
し

（
主
と
し
て
１・２
年
生
が
通
う
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
さ
ら
に
そ
こ

か
ら
２
週
間
遅
ら
せ
）、準
備
を
行
っ
た
。前
期
日
程
の
終
わ
り
を

睨
ん
で
の
ギ
リ
ギ
リ
の
開
講
延
期
措
置
で
あ
っ
た
。準
備
期
間
に

考
え
、実
行
し
た
こ
と
は
大
き
く
２
つ
あ
っ
た
。１
つ
は
、こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
全
く
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
やっ
た
こ
と
の
な
い
教
員
に
対

し
て
の
サ
ポ
ー
ト
と
フ
ォロ
ー
で
あ
る
。幸
い
に
し
て
本
学
は
、数
年

前
か
ら
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
ネ
ッ
ト
が
提
供
す
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ（Learning 

M
anagem

ent System

）で
あ
るｍａｎａ
ｂａ
を
導
入
し
、ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
環
境
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、そ
の
本
格
的
運
用
を
前

倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
って
、円
滑
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
型

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た

Ｚｏｏｍ
を
用
い
て
の
同
時
双
方
向
方
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施

を
希
望
す
る
専
任・非
常
勤
教
員
に
は
、急
遽
、そ
の
ア
カ
デ
ミッ
ク・

ア
カ
ウ
ン
ト
を
確
保
し
て
配
布
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
、学
生
への
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。本
学
で
は
、学
生
に

「
大
東
学
生
特
別
支
援
給
付
金
」５
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
を
決

め
、実
行
し
た
。こ
の
支
援
金
は
学
生
の
受
講
環
境
を
整
え
る
の
に
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大
い
に
役
立
っ
た
。し
か
し
、そ
れ
で
も
不
十
分
な
学
生
に
対
し
て

は
、３
０
０
台
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
与
す

る
な
ど
の
措
置
を
迅
速
に
行
っ
た
。

　
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、こ
の
２
つ
の
措
置
を

取
っ
た
こ
と
に
よ
って
、学
生
の
受
講
環
境
は
一
応
整
備
さ
れ
、何

と
か
８
月
半
ば
ま
で
の
前
期
授
業
を
大
過
な
く
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
。そ
の
後
、学
生
への
前
期
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
や
、全
教
員
を
対
象
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
全
学

Ｆ
Ｄ（Faculty D

evelopm
ent

）研
究
会
を
実
施
、３
０
０
名

近
く
の
参
加
が
あ
り
、好
評
を
博
し
た
。

　
後
期
は
少
人
数
規
模
の
ゼ
ミ
な
ど
の
授
業
を
中
心
に
、で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
対
面
式
授
業
を
再
開
さ
せ
、基
本
的
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る（
９
月
時
点
）。

３
． 

新
し
い
大
学
教
育
の
可
能
性

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
は
、社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。た
と
え
現
在
の
状
況
が
多
少
は
改
善
し
た
と
し

て
も
、今
後
、「
新
し
い
生
活
様
式
」で
の
対
応
は
、必
須
と
な
って

く
る
で
あ
ろ
う
。大
学
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。

　
本
学
で
は
既
に
来
年
度
以
降
の
教
育
の
新
し
い
可
能
性
を
、オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
方
向
で
探
り
始
め
て
い
る
。

本
年
度
前
期
は
、急
場
し
の
ぎ
の
対
応
と
い
う
側
面
が
否
め
な

かっ
た
が
、そ
の
中
で
も
問
題
点
と
可
能
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

き
た
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、か
つ
後
期
の
授
業
も
進
め
つ
つ
、よ
り

良
い
高
等
教
育
の
提
供
を
行
って
い
く
道
筋
を
見
つ
け
出
す
の
が
、

大
学
が
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
使
命
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
の
気
付
き
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
学
が
実
現
す
る
べ
き
全
て

の
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。当
然

と
言
え
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、大
学
で
の「
学
び
」は
、授
業
を
通

じ
て
の
み
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。図
書
館
で
ナ
マ
の
資
料
に
触

れ
た
り
、ゼ
ミ
が
終
わ
っ
た
後
に
友
人
同
士
で
語
ら
っ
た
り
、課
外

活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
多
い
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
前
に
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
気
が
付
か
な
か
っ
た
こ

と
が
、今
回
の
事
態
で
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
、教
職
員

に
とって
も
学
生
に
とって
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。

　
第
二
の
気
付
き
は
、慣
れ
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
も
工
夫
を

す
れ
ば
、か
な
り
の
教
育
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。特
に
授
業
の
規
模
や
そ
の
内
容
に
よって
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
方
が
む
し
ろ
効
果
的
で
あ
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
こ
と
は
発
見
で
あ
っ
た
。先
に
も
述
べ
た
前
期
末
に
実
施
し
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た
全
学
Ｆ
Ｄ
研
究
会
で
は
、そ
う
し
た
事
例
が
い
く
つ
か
紹
介
さ

れ
た
。研
究
会
自
体
は
、Ｚｏｏｍ
で
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、そ
の
中

で
も
課
題
と
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。通
常
の
Ｆ
Ｄ
研

究
会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
数
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
プ
ラ
ス
効
果
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
気
付
き
に
基
づ
き
、来
年
度
以
降
は
、新
し
い
大
東

文
化
大
学
の
教
育
メ
ソ
ッ
ド
を
構
築
し
、推
進
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。新
し
い
メ
ソ
ッ
ド
の
第
一
は
、対
面
式
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、

Ｚｏｏｍ
やｍａｎａ
ｂａ
を
効
果
的
に
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授

業
で
あ
る
。例
え
ば
、受
講
生
は
、自
宅
な
ど
場
所
を
問
わ
ず
に
配

布
さ
れ
た
教
材
等
を
用
い
て
学
習
し
、必
要
に
応
じ
て
教
室
で
の

対
面
式
授
業
に
臨
む
。そ
こ
で
は
あ
ら
か
じ
め
自
学
自
習
し
た
内

容
に
基
づ
き
、議
論
や
質
疑
応
答
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
、ま

さ
に
対
面
で
な
く
て
は
難
し
い「
学
び
」を
実
践
し
て
い
く
。

　
第
二
の
メ
ソッ
ド
は
、時
間
や
空
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型
の
授
業
方
法
で
あ
る
。学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
分

か
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
、教
員
の

説
明
な
ど
が
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。従
来

の
大
教
室
で
の
一
方
通
行
の
授
業
で
は
、ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
な
ど

に
必
死
に
な
り
、か
え
って
授
業
の
内
容
が
頭
に
入
って
こ
な
かっ
た

東松山キャンパスのアクティブラーニング教室
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り
、大
人
数
で
あ
る
が
ゆ
え
に
一
部
の
私
語
を
す
る
受
講
生
の
せ
い

で
集
中
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
起
こって
い
た
。し
か
し
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
授
業
で
は
そ
う
し
た
弊
害
が
全
く
な
く
な
る
。成

績
評
価
の
問
題
な
ど
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、こ
う
し
た
オ
ン
デ
マ

ン
ド
型
授
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、重
要
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、大
学
は
こ
の
新
し
い
メ
ソッ
ド
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、よ
り
一
層
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
、パ
ソ
コ
ン
環
境
の
充
実
を

図
って
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
教
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
作
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
的
な
支
援
体
制
整
備
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

４
． 

１
０
０
周
年
＋
10
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
さ
て
前
述
し
た
通
り
、本
学
は
３
年
後
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
。今
年
は
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
若
干
遅

れ
が
生
じ
て
は
い
る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
の
進
捗
状
況
と
本
学
の
こ

れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
述
べて
お
き
た
い
。

　
創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、

２
０
１
８（
平
成
30
）年
、当
時
の
学
長
室
が
主
体
と
な
って
行
って

い
た
新・中
期
経
営
計
画
策
定
と
連
動
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。創
立

１
０
０
周
年
事
業
の
核
と
な
る
プ
ロ
ジェク
ト
は
、「
１
０
０
周
年
＋

10
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジェク
ト
」と
名
付
け
ら
れ
、本
学
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
総
括
し
、そ
の
先
に
向
け
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、偏

差
値
だ
け
で
な
い
独
自
の
魅
力
に
よって
本
学
への
期
待
醸
成
の
機

会
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
の
検
討
過
程
の
中
で
、具
体
的
に
目
指
す
ビ
ジ
ョン
と
し

て「
視
野
を
広
げ
、価
値
観
を
磨
く『
地
域・領
域・時
代
を
超
え

た
多
彩
な
出
会
い
』を
生
み
出
す
文
化
の
研
究・交
流
拠
点
へ
」が

定
め
ら
れ
、こ
の
ビ
ジ
ョン
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
本
年

度
以
降
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、こ

の「
多
彩
な
出
会
い
」の
場
を
い
か
に
形
成
し
て
い
く
か
で
あ
る
。

　
周
年
事
業
は
、と
も
す
れ
ば
一
過
性
の
お
祭
り
に
終
わって
し
ま

う
危
険
性
が
あ
る
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
持
続
可
能
な
場
の

形
成
が
重
要
な
の
で
あ
る
。現
在
、こ
の
場
を
い
か
に
形
成
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
、「
１
０
０
周
年
＋
10
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジェク
ト
」に
お

い
て
集
中
的
に
討
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、こ
の
原
稿
が

活
字
に
な
る
頃
に
は
本
学
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、新
た
な「
多

彩
な
出
会
い
」の
場
と
し
て
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
と
思
う
。恐
ら
く
今
ま
で
の
大
学
の
周
年
事
業
と
は
ひ

と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
、研
究・交
流
の
拠
点
が
提
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。本
学
に
関
心
を
持
つ
皆
さ
ま
に
は
、是
非
、ご
覧

に
なって
い
た
だ
き
た
い
。
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＊
本
企
画
と
併
せ
て
、小
特
集（
Ｐ
66
〜
）も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

杉
原 

保
史

西
浦 

太
郎

田
上 

正
範

早
川 

和
宏

音
　 

好
宏

甲
南
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
、

学
生
相
談
室
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、

教
授

司
会

追
手
門
学
院
大
学

基
盤
教
育
機
構
准
教
授

東
洋
大
学
副
学
長
、

学
生
部
長
兼
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長

上
智
大
学
文
学
部
教
授
、

広
報
・
情
報
委
員
会

大
学
時
報
分
科
会
委
員
長

MEMBER

座
談
会

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
生
の
心
の
ケ
ア

小
特
集
連
動
企
画
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新
た
な
生
活
様
式
の
中
で

注
目
さ
れ
る
学
生
の
心
の
ケ
ア

音 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

現
在
、多
く
の
大
学
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
、友
人
と
も
会
え
な
い
と
い
う

状
況
の
中
、学
生
の
心
の
ケ
ア
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
１
年
生
に
関
し
て
は
、一
度
も
キ
ャン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ

な
い
ま
ま
今
に
至
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、大
学
に
対
す
る
帰
属

意
識
を
持
て
な
い
ま
ま
、孤
独
感
を
募
ら
せ
、精
神
的
な
不
調
な
ど

を
訴
え
る
学
生
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
各
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
メ
ン
タ
ル

ヘル
ス
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
は
そ
の
在
り
方
、サ
ポ
ー
ト
の
方
法
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
対
応

が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
、こ
う
し
た
領

域
に
つ
い
て
の
ご
専
門
の
先
生
方
、そ
し
て
、学
生
の
声
を
直
接
聞
い

て
い
る
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。先
生
方
に
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
を
伺
い
、ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の
、大
学
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
メ
ン
タ
ルヘル
ス
ケ
ア
の
在
り
方
につ
い
て
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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杉
原 
私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
生・在
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
現
状
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

杉原 保史氏
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 
本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
駆
使
し
た

相
談
窓
口
と
ケ
ア
の
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
特
性
と

先
輩
学
生
の
サ
ポ
ー
ト

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
報
収
集
と
ケ
ア
の
難
し
い

留
学
生
に
つ
い
て
の
対
応
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授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 
留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生
に

ど
の
よ
う
に
手
を
差
し
伸
べ
る
か

西浦 太郎氏

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

顔
の
見
え
な
い
状
況
か
ら

学
生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
く
仕
組
み

田上 正範氏
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

組
織
と
し
て
柔
軟
に
駆
使
し
な
が
ら

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

後
期
に
向
け
て
対
面
の
授
業
や
相
談
を

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か

早川 和宏氏
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く

状
況
に
合
わ
せ
て
学
び
の
場
を
整
え
る

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 
こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス・リ
ス
ク
を
抱
え
る

学
生
の
声
を
積
極
的
に
捉
え
る
努
力

ハ
ー
ド
面
ソ
フ
ト
面
の

両
方
を
整
え
て
い
く
必
要
性

28



杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
全
体
で
学
生
一
人
一
人
に

向
き
合
う
力
を
磨
い
て
い
く

音 好宏氏

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら
見
え
て
き
た

授
業
や
相
談
窓
口
の
在
り
方

30



杉
原 

私
は
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
な

が
ら
、学
生
相
談
室
で
学
生
の
悩
み
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、本
学
で
も
非

常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。現
場
の
実
感
と
し
て
も
、全

学
的
に
学
生
が
抱
え
て
い
る
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、人
付
き
合
い
が
で
き
な
い
、特
に
新
入

生
に
と
って
は
大
学
で
の
友
人
が
い
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、何

人
も
の
学
生
か
ら「
も
う
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
」「
毎
日
泣
い
て
い
ま

す
」と
い
う
よ
う
な
声
が
上
がって
い
ま
し
た
。

　
新
入
生
に
お
い
て
は
、た
だ
で
さ
え
課
題
が
多
い
と
言
わ
れ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
加
え
て
、周
り
の
学
生
が
ど
の
く
ら
い
勉
強

し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、過
剰
に
勉
強
に
取
り

組
み
す
ぎ
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
浦 

全
学
的
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
生
活
や
学
業

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、特
に
就
職
活

動
を
行
って
い
る
学
生
は
、初
め
て
の
就
職
活
動
な
の
に
そ
の
対
策

が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
、Ｗｅ
ｂ
面
接
で
は
ど
こ
を
見
て
受
け

答
え
を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
、多
く
の
戸
惑
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、新
入
生
に
関
し
て
は
、履
修
登
録
の
方
法
や
勉
強
の
仕

方
な
ど
普
段
で
あ
れ
ば
先
輩
や
友
人
に
聞
け
る
よ
う
な
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
学
生
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
上 

私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
場
の
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
る
立
場
か
ら
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、普
段
接
し
て
い
る
学
生

か
ら
多
く
聞
か
れ
た
声
は
、や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て

レ
ポ
ー
ト・課
題
が
多
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
で
し
た
。し
か

し
、後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
可
能
性
を
広
げ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
、私
は
捉
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
学
に
は「
先
輩
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
も
と
も
と
入
学
前
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、例
年
３
月

に
、在
学
生
が
高
校
３
年
生
に
対
し
て
大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
り
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
り
す
る
学
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
今
年
は
コロ
ナ
の
影
響
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
に
所
属
し
て
い
る
学
生
た
ち
が
、新
入
生
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５
カ
月

間
、オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。在
学
生
が

主
体
的
に
新
入
生
に
手
を
差
し
伸
べて
く
れ
た
の
で
す
。

音 

大
学
で
整
備
し
た
環
境
に
加
え
て
、先
輩
た
ち
の
主
体
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

田
上 

そ
の
通
り
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ツ
ー
ル

は
、教
職
員
よ
り
も
学
生
の
方
が
早
く
、柔
軟
に
扱
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

早
川 

私
は
ウ
ェル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
役
割
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
入
生
に
関
し
て
お
話
し
す
る
と
、通
常
で
あ
れ
ば
学
生

相
談
室
に
来
て
相
談
と
い
う
形
を
と
る
の
で
す
が
、そ
れ
が
で
き

な
い
た
め
、電
話
と
ビ
デ
オ
会
議
方
式
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

し
た
。し
か
し
、大
学
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
い
き
な
り
相
談

室
に
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、心
理
的
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
よ
う

で
、相
談
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、学
内
全
体
で
は
履
修
、学
修
、就
学
に
関
す
る
内
容
の
相

談
が
多
か
っ
た
の
が
今
年
の
特
徴
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
解
雇
さ
れ
て
困
って
い
る
な
ど
、経
済
的
な
相
談
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

音 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
専
門
で
あ
る
西
浦
先
生
か
ら
、新
入

生
や
在
学
生
の
メ
ン
タ
ルへの
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
浦 

新
入
生
に
関
し
て
は
、本
学
で
も
相
談
室
と
学
生
が
つ
な
が

り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
学
生

に
我
々
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
学
内
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、特
設
サ
イ
ト
と
し
て
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
０
０
０
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
サ
イ
ト
か
ら
、さ
ら
に「
辛
い
」「
し
ん
ど
い
」な
ど
の
反
応
が

あ
れ
ば
、学
生
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、電
話
と
Ｚｏｏｍ
、そ
し
て
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
た

上
で
対
面
で
の
相
談
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

杉
原 

本
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言
後
、対
面
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
中
止
し
、Ｚｏｏｍ
や
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
、電
話
に
よ
る
遠
隔
の
相
談
に

切
り
替
え
ま
し
た
。基
本
的
に
は
今
も
そ
の
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
が
、遠
隔
の
相
談
に
よ
る
一
番
の
問
題
点
は
、プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
、相
談
に
集
中
す
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
実
家
で
暮
ら
す
学
生
の
場
合
、家
か
ら
電
話
や
Ｚｏｏｍ
で
相
談

す
る
と
家
族
に
聞
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、下
宿
に
よ
って
は
通
信

環
境
が
不
安
定
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。Ｚｏｏｍ
で
も
、

チ
ャッ
ト
機
能
だ
け
を
駆
使
し
て
相
談
し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し

た
。周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
人
の
い
な
い
公
園
や
、W

i-Fi

が
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
り
す
る
な

ど
、非
常
に
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
は
、

一
人
一
人
の
表
情
や
視
線
が
読
み
取
り
に
く
く
、こ
ち
ら
が
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
少
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
相
談
し
や
す
い
と
い
う
学
生
も
い
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
い
い
の
か
、対
面
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、個
々

に
よって
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
。

田
上 

本
学
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
対
面
で
の
授
業
は
一
切
な

く
、完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
。４
月
の
段
階
で
は
、課
題
や
レ

ポ
ー
ト
が
増
え
、学
生
た
ち
が
そ
れ
に
追
い
付
け
ず
に
い
る
と
い
う

声
も
上
がって
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
あ
た
ふ
た
し
た
り
も
し
ま
し
た
が
、意
外
に
も
授
業
は

ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
で
逆
に
集
中
力
や
成

績
が
伸
び
た
学
生
も
い
ま
す
。対
面
授
業
で
あ
ま
り
目
立
た
な

か
っ
た
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
よ
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

早
川 

本
学
で
は
、学
生
サ
ポ
ー
ト
室
、保
健
管
理
室
、ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
室
な
ど
が
連
携
し
て
お
り
、メ
ー
ル
な
ど
で
も
さ
ま
ざ
ま
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
生
に
は
日
々
多
く
の

メ
ー
ル
が
届
く
の
で
、私
た
ち
の
情
報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
、学
生

が
そ
れ
に
気
付
け
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
相
談
室
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
を
ケ
ア
し
て
く

れ
た
の
が
、４
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
相
談
に

乗
り
ま
す
」と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
、大
学
に
聞
く
ま
で
も
な
い

ち
ょっ
と
し
た
新
入
生
の
悩
み
な
ど
に
先
輩
が
乗
って
く
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

音 

学
生
の
感
覚
で
、新
入
生
の
悩
み
を
先
輩
が
聞
い
て
く
れ

る
と
い
う
場
は
大
切
で
す
ね
。具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
相
談
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

早
川 

一
例
を
挙
げ
る
と「
セ
メ
ス
タ
ー
っ
て
何
で
す
か
」と
か
、

「
Ｇ
Ｐ
Ａ
って
何
で
す
か
」な
ど
履
修
要
覧
に
書
い
て
は
あ
る
け
れ

ど
、よ
く
分
か
ら
な
い
、し
か
し
、大
学
に
聞
く
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
よ
う
な
さ
さ
い
な
困
り
事
で
す
。

　
新
入
生
は
ち
ょっ
と
し
た
不
安
を
多
く
抱
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

教
職
員
に
は
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
を
在
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。大
学
に
は
聞
き
に
く
い
け
れ
ど
、先
輩
に
な
ら
聞
き

や
す
い
と
い
う
相
談
事
も
多
く
、我
々
も
非
常
に
大
き
な
気
付
き

と
な
り
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

音 

大
学
側
に
と
っ
て
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ

と
も
難
し
い
留
学
生
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
、母
国
に
帰
れ
な
い
な
ど
渡

航
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、経
済
面
、言
語
面
な
ど
多
重
に
問
題
を

抱
え
る
留
学
生
は
多
い
で
す
。

　
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
日
本
人
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
異
文
化

を
学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、部
屋
に
こ
も
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

授
業
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
も
、日
本
人
の
学
生
以
上

に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。留
学
生
に
対
す
る
ケ
ア

は
、こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

早
川 

留
学
生
への
対
応
は
本
学
で
も
問
題
と
な
って
い
ま
す
。そ

も
そ
も
入
国
で
き
て
い
な
い
留
学
生
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
相
談

を
、本
学
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
な
の
か
。母
国
で
受
け
た
方

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

杉
原 

そ
れ
は
コロ
ナ
以
前
か
ら
難
し
い
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
文
化
的
背
景
と
心
理
支
援
は
極
め
て
関
わ
り
が
深
い
も
の
な
の

で
、母
国
で
ケ
ア
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
な
が

ら
、世
界
中
の
大
学
間
の
国
際
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、１
大

学
で
は
決
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
国
際
的
に

検
討
さ
れ
て
い
く
分
野
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

具
体
的
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実
践
と
し
て
、ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
学
生
を
、大
学
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
形
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

先
ほ
ど
、早
川
先
生
や
西
浦
先
生
の
お
話
に
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、な
か
な
か
学
生
が
相
談
窓
口
に
つ
な
が
って
こ
な
い
と
い
う

の
は
、悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
い
え
ば
７
月
末
ま
で
の
相
談
件
数
は
、例
年
と
比
較
す

る
と
７
割
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、発
信
す
る
情
報
も

埋
も
れ
が
ち
に
な
って
し
ま
い
、十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

西
浦 

多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
て

い
ま
す
。例
え
ば「
休
学
し
た
い
」と
い
う
学
生
につ
い
て
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォロ
ー
と
し
て
、次
の
年
に
リ
ス
タ
ー
ト
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
な

ど
、大
学
と
し
て
取
り
組
む
課
題
も
多
く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

音 

学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
辺
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

普
段
で
あ
れ
ば
、授
業
を
受
け
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、学

生
の
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
た
り
、学
生
同
士
で「
辛
か
っ
た
ら
相
談

室
に
行
っ
た
方
が
い
い
よ
」と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、前
期
が
終
了
し
た
の
で
履
修
状
況
の
悪
い

学
生
に
つ
い
て
個
別
に
確
認
し
、連
絡
を
取
って
い
た
だ
く
よ
う
、

後
期
に
向
け
て
各
先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

教
職
員
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
状
況
を
あ
る
程
度
把

握
し
、臨
機
応
変
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

杉
原 

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
々
に
よ
って
状
況
は
大
き
く
変
わ
って

く
る
と
思
う
の
で
、個
々
の
学
生
に
と
って
安
心
し
て
相
談
で
き
る

方
法
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、そ
の
都
度
探
って
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

西
浦 

大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
、緊
急
対
応
が
必
要
に
な
る
可

能
性
の
高
い
学
生
に
つ
い
て
は
、な
る
べ
く
対
面
で
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
早
期
の
段
階
か
ら
、予
防
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
上 

現
場
を
見
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、１
年
生
に
と
っ
て
は

サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
一
つ
と
って
も
、大
学
生
活
を
全
く
知
ら
な

い
わ
け
で
す
か
ら
、そ
も
そ
も
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
と
い
う
モ

デ
ル
が
な
い
わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、先
ほ
ど
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
な「
大
学
に
相
談
す

る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
話
」を
学
生
同
士
で
ケ
ア
し
合
え
る
場
は
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
室
への
ア
ク
セ
ス
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
や
在
学
生
の
力
も
素
直

に
借
り
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
い
方
が
良
い
と
い
う
の
は
、今
回
の
コロ
ナ

禍
で
実
感
し
て
い
ま
す
。学
生
が
相
談
室
に
来
て
く
れ
れ
ば
、我
々

が
対
応
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、授
業
で
困
っ
て
い
た
ら
相
談
は
教
務
課
に
行
く
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
相

談
な
ら
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
行
く
で
し
ょ
う
。ど
こ
に
相
談

が
い
っ
た
場
合
で
も
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
学
生
の
状
況
や
情
報
を

踏
ま
え
て
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
こ
と
で
、学
内
で
そ
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で

き
、非
常
に
安
心
し
ま
し
た
。何
が
何
で
も
相
談
室
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、学
生
の
情
報
を
キ
ャッ
チ
で
き
た
場
所
か
ら
情
報
共
有

を
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

大
学
側
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
が
で
き
る
こ
と
、組
織
と
し

て
の
柔
軟
性
が
改
め
て
問
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

誰
に
と
って
も
初
め
て
と
い
う
今
回
の
よ
う
な
場
合
は
、そ

の
時
々
で
対
応
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、柔
軟
性

と
い
う
の
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

音 

こ
れ
ま
で
伺
っ
て
き
た
お
話
で
も
、直
接
会
っ
て
話
を
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
秋
以
降
、大
学
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が

ら
も
対
面
で
の
授
業
や
相
談
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の

が
望
ま
し
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

後
期
に
向
け
て
、対
面
の
授
業
を
部
分
的・限
定
的
に
で
も

導
入
し
て
い
く
準
備
は
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。授
業
が
対
面
で
と

な
って
く
れ
ば
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
生
支
援
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
対
面
で
の
支
援
を
行
って
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

　
実
際
に
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
って
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、立

ち
寄
っ
た
つ
い
で
に
相
談
に
来
た
い
と
い
う
学
生
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、相
談
室
だ
け
で
は
な
く
、学
生
同
士
が
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
の
辺
り
は
、感
染
に
十
分
注
意
を
払
い
な
が
ら
導
入
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
浦 

本
学
で
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
ず
っ
と
対
面
で
行

う
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。た
だ
、新
入
生
に
関
し
て
言
え
ば
、４

月
の
時
点
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
固
ま
り
、ス
リ
ー
プ
し
て
し
ま
っ

て
い
る
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
状
態
か
ら
、後
期
に
な
って
急
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、そ
れ
は
そ
れ
で
負
荷
が
大
き
い
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
ケ
ア
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に

な
って
く
る
で
し
ょ
う
。

田
上 

本
学
で
は
ク
ラ
ス
の
定
員
が
１
０
０
人
を
超
え
る
授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、１
０
０
人
以
下
の
も
の
は
対
面
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い

う
基
準
を
設
け
、そ
れ
に
従
って
ど
の
ク
ラ
ス
を
対
面
に
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
、８
月
中
に
ま
と
め
て
学
生
に
も
開
示
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、や
は
り
学
生
が
集
ま
る
と
密
な
状
況
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、感
染
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
物
事
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

教
職
員
の
間
で
も
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

音 

感
染
拡
大
防
止
策
を
考
え
な
が
ら
、い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

田
上 

対
面
授
業
の
大
切
さ
は
感
じ
つ
つ
、一
方
で
遠
隔・オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
得
意
で
力
を
発
揮
し
て
く
る
学
生
も
い
る
こ
と

が
分
かって
き
て
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
不
得
意
や
個
性
に
よ
って
ど
ち
ら
が
良
い
か

と
い
う
こ
と
は
一
律
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
う
ま
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、学
生
が
発
言
や
活
動
を
し
や
す
い
ス
タ

イ
ル
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
設
備
投
資
も
必
要
に
な
って
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

本
学
の
場
合
、キ
ャ
ン
パ
ス
が
５
つ
あ
る
た
め
、キ
ャ
ン
パ
ス

ご
と
に
取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
７
学
部
で
２
万
人
を
超
え
る
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、受
講
者
が
２
０
０
人
以
上
の
授
業
は
大
教
室
を
使
って
も
３

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。ま
た
、２
０
０
人
未
満
の
授
業
は
、学
部
ご
と
に
授
業
日

を
設
定
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
滞
在
す
る
総
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
よ
う
に
、工
夫
を
し
な
が
ら
対
策
を
取
って
い
ま
す
。

音 

常
に
そ
の
時
の
状
況
を
柔
軟
に
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

早
川 

そ
の
通
り
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
面
相
談
に
つ
い
て

は
、本
学
で
は
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

学
生
相
談
の
ブ
ー
ス
が
５
つ
あ
る
の
で
す
が
そ
の
う
ち
の
４
部
屋

が
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
ド
ア
を
開
け
て
し
ま
え
ば
外
に
声
が
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、予
約
制
に
し
、比
較
的
広
い
部
屋
を
一
つ
だ
け
稼
働
さ
せ

て
学
生
相
談
を
行
って
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

西
浦 

学
生
相
談
室
の
方
で
は
、学
生
が
よ
り
参
加
し
や
す
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
も
必
要
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
一
対
一
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
、グ
ル
ー
プ
で
気
軽

に
参
加
で
き
た
り
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
利
用
し
た
交
流
会
を
開
い

た
り
す
る
な
ど
、よ
り
多
様
な
相
談
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

早
川 

授
業
に
関
し
て
も
、対
面
で
行
わ
れ
る
授
業
も
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
を
し
、地
方
の
実
家
な
ど
に
い
た
と
し
て
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、そ
し
て
準
対
面
の
よ
う
な
形
を
ど
れ
で

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

音 

お
聞
き
し
て
い
る
と
、コロ
ナ
と
い
う
状
況
、そ
の
影
響
で
学
生

一
人
一
人
に
関
し
て
も
、大
学
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
る
学
生
も
い

れ
ば
、実
家
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
学
生
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

大
学
と
し
て
の
対
応
は
、ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。今
後
を

見
据
え
る
と
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
原 

こ
れ
ま
で
の
日
常
が
ど
の
程
度
戻
って
く
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、現
状
の
よ
う
に
ウ
ィ
ズ
コロ
ナ
の
状

況
で
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
日
常
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
長
く
続
く
と
す
る
と
、や
は
り
、リ
ス
ク
を
抱
え
る
学

生
への
気
配
り
、目
配
り
が
非
常
に
大
事
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
は
相
談
室
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く
、何
か
し
ら
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
を

探
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

西
浦 

悩
ん
で
い
る
学
生
の
声
が
ど
う
し
た
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
届
い
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、貪
欲
に
開
拓
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
対
面
と
い
っ
た
実
情
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に

と
って
、ど
ち
ら
の
方
が
使
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
異
な
る
と
思

う
の
で
、そ
の
活
用
方
法
も
大
学
に
と
って
は
大
き
な
課
題
で
す
。

西
浦 

授
業
に
は
き
ち
ん
と
出
席
し
て
い
る
け
れ
ど
、ど
う
も
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
と
いっ
た
学
生
と
、先

生
方
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
け
る
か
と
い
う
の
も
重
要
に

な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
感
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
。

音 

そ
れ
は
、ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
と
相
談
室
な
ど
が
情
報
の
や
り

取
り
を
よ
り
緊
密
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

西
浦 

そ
う
で
す
ね
。学
生
相
談
室
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

そ
こ
に
届
い
て
こ
な
い
声
と
い
う
も
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
い

ま
す
。各
学
部
学
科
の
先
生
方
と
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

生
に
向
き
合
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

田
上 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
非
常
に
活
発
に
発
言
し
、成
績
も
優

秀
だ
っ
た
学
生
が
見
え
な
い
部
分
で
問
題
を
抱
え
て
い
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
対
面
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
見
え
や

す
い
こ
と
な
ど
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、埋
も
れ
が
ち
な
悩
み

や
問
題
も
見
つ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
術
を
磨
い
て
い
く
こ
と
も
、大
学

と
し
て
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

杉
原 

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
学
生
に
積
極
的
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
、相
談
室
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、

所
属
学
部
や
研
究
科
、あ
る
い
は
教
務
担
当
の
教
職
員
が
一
人
一
人

の
学
生
と
向
き
合って
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
学
が
や
って
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
総
動
員
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
勢
が
こ

れ
か
ら
は
必
要
に
な
って
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

音 

本
日
の
お
話
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
フ
ラ
イ
ン
の
授
業
や
相

談
窓
口
の
在
り
方
な
ど
の
新
た
な
可
能
性
が
見
え
た
気
が
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田
上 

今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
初
め
て
遠
隔
授
業
を

全
学
的
に
行
って
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
行
って
み
る
と
、対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、こ
れ

か
ら
は
ど
ち
ら
か
で
は
な
く
、ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
く
べ
き
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
た

か
ら
こ
そ
見
え
た
学
生
の
個
性
や
底
力
も
見
え
て
き
ま
し
た
の
で
、

こ
の
環
境
を
う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

音 

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
、両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
学
び
の
環
境
を
整
え
、学
生
た
ち
に
丁
寧
に
寄
り

添
って
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

早
川 

見
え
て
き
た
課
題
と
い
う
の
は
、や
は
り
相
談
室
単
体
で
は

な
く
、教
務
課
や
就
職
キ
ャ
リ
ア
相
談
な
ど
様
々
な
窓
口
が
連
携

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
大
学
全
体
と
し
て
、困
り
ご
と
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
を

ケ
ア
し
て
い
く
姿
勢
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

音 

今
回
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。お
話
の
内

容
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
、こ
れ
か
ら
の
授
業
の

在
り
方
や
大
学
が
抱
え
る
課
題
な
ど
も
見
え
た
重
要
な
機
会
と

な
り
、多
く
の
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
得
た
も

の
を
、こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
に
と
っ
て
の
こ
れ
か
ら
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
課
題

座 談 会 コロナ禍における学生の心のケア
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大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
こ
れ
か
ら

C
O

N
T
E
N

T
S

「
学
生
の
ボ
ラ
セ
ン
」を
目
指
し
て

―

明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
20
年―

猪
瀬 

浩
平

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

「
ピ
ア
」精
神
に
基
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

矢
野 

泉

広
島
修
道
大
学
副
学
長

ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
長

特 集 Specia
l fea

ture

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
も
い
わ
れ
る
１
９
９
５（
平
成
７
）

年―

こ
の
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神・淡
路
大
震
災
に
お

け
る
多
く
の
市
民
の
参
加
や
協
力
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
広
が
る
きっか
け
と
なっ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
拡
大
も
、ボ
ラ
ン

テ
ィア
元
年
が
契
機
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、25
年
が
経
過
す

る
に
至
って
い
る
。そ
の
活
動
は
、い
わ
ゆ
る
被
災
地
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、学
内
に
お
け
る
各
種
活
動
、地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
、さ
ら
に
は
国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開

を
見
せ
て
お
り
、活
動
範
囲
や
そ
の
量・質
と
も
に
拡
大
を

続
け
て
い
る
。し
か
し
現
在
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、そ
の
活
動
を
縮
小・休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

Volunteer Coo rdination
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人
権
意
識
と
自
治
意
識
を
持
つ
市
民
を
育
て
る

―

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
本
的
視
点
と
は―

筒
井 

の
り
子

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー
長

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

―

桜
美
林
大
学
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

　
機
能
と
課
題―

牧
田 

東
一

桜
美
林
大
学

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
セ
ン
タ
ー
長

手
さ
ぐ
り
の
中
か
ら
一
歩
で
も
前
へ

―

「
わ
ざ
わ
い
」の
下
で
の
ボ
ラ
ン
ン
テ
ィ
ア
支
援―

光
田 

剛

成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィア
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

震
災
か
ら
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

菱
河 

亮
平

東
北
学
院
大
学
総
務
部
地
域
連
携
課
係
長

東
北
学
院
大
学

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィア
ス
テ
ー
ション

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
立
拡
大
の
背
景
に
は
、大
学
が
被
災
時
の
避

難
場
所
と
なった
経
験
や
地
域
を
越
え
た
大
学
間
協
力
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
の
変
化
と
共
に
、文
部
科

学
省
の
政
策
的
背
景（
例
え
ば
、特
色
あ
る
大
学
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
特
色
Ｇ
Ｐ
）な
ど
）の
後
押
し
な
ど
も
あ

り
、セ
ン
タ
ー
設
置
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
な
展
開
等
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
で
あ
り
主
役
と
も
言
え
る
学
生
に

目
を
向
け
て
み
る
と
、１
９
９
８（
平
成
10
）年
に
学
習
指

導
要
領
に
初
め
て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
い
う
言
葉
が
登
場

し
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
学
校
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
なっ

て
き
た
。学
生
た
ち
は
初
等
中
等
教
育
段
階
か
ら
す
で
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィア
に
触
れ
、育
って
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　
そ
こ
で
、こ
の
機
会
に
、大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、活
動
に
参
加
す
る
学
生
と

いっ
た
諸
側
面
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、そ

の
成
果
と
課
題
を
明
瞭
に
し
、今
後
の
活
動
を
展
望
す
る

機
会
と
し
た
い
。

Volunteer Coo rdination
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Volunteer  Coordination

　
１
９
９
５
年
に
起
き
た
阪
神・淡
路
大
震
災
と
そ
れ
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
被
害
に
接
し
、明
治
学
院
大
学
で
も
多
く
の
学
生
た
ち
が

ボ
ラ
ン
テ
ィア
に
立
ち
上
がった
。学
生
た
ち
は
明
治
学
院
と
縁
が
深

い
賀
川
記
念
館（
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
）を
拠
点
に
活
動
を
展
開

し
、大
学
に
残
っ
た
学
生・教
職
員
の
有
志
が
そ
れ
を
支
え
た
。一
連

の
活
動
を
経
る
中
で
、明
治
学
院
内
部
で
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
、１
９
９
８
年
に
学
校
法
人
明

治
学
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。同
セ
ン
タ
ー
は
、

翌
年
に
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
た
。

　
本
学
の
創
設
者
ヘ
ボ
ン
は
幕
末
の
日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
い
て
無
償
の
医
療
活
動
や
、「
ヘ
ボ
ン
塾
」で
の
教
育
活
動
、聖

書
翻
訳
、和
英
辞
典
の
編
纂
な
ど
の
数
多
く
の
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
た
。こ
の
よ
う
な
ヘ
ボ
ン
の
志
が
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く

本
学
の
人
格
教
育
を
通
じ
て
、賀
川
豊
彦
を
は
じ
め
と
す
る
明
治

学
院
で
学
ぶ
多
く
の
学
生
た
ち
に
引
き
継
が
れ
た
。そ
し
て
阪
神・

淡
路
大
震
災
に
か
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

促
さ
れ
る
形
で
、学
生
た
ち
の
自
発
的
活
動
を
支
え
る
拠
点
と
し

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
構
想・設
立
さ
れ
た
。

　
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、ま
ず
横
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
。教
員
が
兼
務
す
る
セ
ン
タ
ー
長
と
、専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
、学
生
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
に
あ
た
っ
た
。

２
０
０
１
年
に
は
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
た
。

　
学
生
ス
タ
ッ
フ（
後
に
学
生
メ
ン
バ
ー
に
改
称
）は
当
初
、学
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
一
般
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
サ
ポ
ー
ト

「
学
生
の
ボ
ラ
セ
ン
」を

目
指
し
て

―
明
治
学
院
大
学

  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
20
年―

猪
瀬 

浩
平

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

2 

明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
2 0
年

1 

明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯
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す
る
役
割
を
担
って
い
た
。や
が
て
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
内
の
学
生
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、横
浜・

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
地
域
で
の
活
動
や
、学
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
と
連
携
し
た
活
動
を
始
め
て
いっ
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
１
年
か
ら
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
と
連
携
し
た「
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィア
ファン
ド
」の
運
営
や
、２
０
０
５
年
か
ら
は
横
浜
に
拠

点
を
置
く
国
際
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る「
国
際

交
流・協
力
機
関
体
験・研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
現「
国
際
機
関
実
務
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）の
運
営
を
行
う
な
ど
、学
外
の
組
織
と
の
連
携
業

務
を
展
開
し
て
き
た
。２
０
０
７
年
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィア
ファン
ド
学

生
チ
ャレ
ン
ジ
賞
を
創
設
し
た
。こ
れ
は
本
学
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
支
援
し
、自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

助
成
金
で
あ
る
。大
学
ロ
ゴ
の
入
っ
た「
明
学
グ
ッ
ズ
」の
売
上
金
の

10
％
を
原
資
と
し
、学
生
が
企
画
し
た
社
会
貢
献
プ
ロ
ジェク
ト
に

対
し
て
奨
励
金
を
支
出
す
る
と
共
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
プ
ロ
ジェク
ト
の
実
施
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

　
２
０
１
１
年
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
と
、発
生
直
後
か

ら
岩
手・宮
城
の
両
県
で「D

o for Sm
ile

＠
東
日
本
」プ
ロ
ジェ

ク
ト
と
し
て
緊
急
支
援
活
動
を
始
め
た
。そ
の
後
、岩
手
県
大
槌

町
で
は
吉
里
吉
里
地
区
を
拠
点
に
、子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
、学

習
支
援
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
支
援
な
ど
の
活
動
を
展
開
し

て
き
た
。同
じ
く
陸
前
高
田
市
で
は
小
学
生
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
を
企
画
す
る
と
と
も
に
、地
元
の
祭
の
運
営
を
手
伝
う
な
ど

の
地
域
活
動
を
行
っ
た
。宮
城
県
気
仙
沼
市
で
も
復
興
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
た
。

　
２
０
１
１
年
秋
に
は
、１
日
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

「1 D
ay for O

thers

」が
始
ま
り
、初
年
度
は
23
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
４
５
名
が
参
加
、以
後
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
拡
充
し
、２
０
１
９
年
度
に

は
82
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、６
６
２
名（
延
べ
）が
参
加
し
て
い

る
。当
初
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・ス
ピ
リッ
ト
」と「
社
会

課
題
の
解
決
」で
あ
り
、学
生
の
受
け
入
れ
先
は
ボ
ラ
ン
テ
ィア
団
体

や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、社
会
起
業
や
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組

む
企
業
も
派
遣
先
と
なって
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
と
大
学
教
育
を
融

合
さ
せ
る
全
学
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
明
治
学
院
大
学
教
育

連
携・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム（
以
下
、サ

3 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
と
大
学
教
育
と
の
連
携

Special feature

35



テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
）」が
始
まっ
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

①
１
３
５
時
間
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
、②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

践
と
結
び
付
け
て
学
び
を
深
め
た
授
業
の
単
位
取
得
、③
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
践
と
、大
学
で
の
学
び
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
手
掛
か
り

を
つ
く
る「
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」を
受
講
し
た
学
生
に
サ

テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト（
修
了
証
）を
授
与
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。学
生
の

自
発
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
自
体
の
単

位
化
は
せ
ず
、す
で
に
大
学
で
提
供
さ
れ
て
い
る
教
育
と
の
つ
な
が

り
を
強
化
す
る
こ
と
で
、学
生
自
身
の
大
学
教
育
の
中
で
の
学
び

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
双
方
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
に
つ

い
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
務
め

る
学
部・教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
と

大
学
の
学
び
を
融
合
さ
せ
る
た
め
の
指
導
を
、そ
れ
ぞ
れ
行
う
。認

証
初
年
度
で
あ
る
２
０
１
８
年
度
に
は
12
名
、２
０
１
９
年
度
に
は

11
名
が
認
証
を
受
け
た
。ま
た
、サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
連
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
学
で
の
学
び
を
結
び
つ
け
た
学
生

の
成
果
を
発
表
す
る「
学
び
に
基
づ
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
」も
２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
。

　
サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
イ
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
中
で
、参
加
す
る

学
生
同
士
が
学
年
を
超
え
て
学
び
と
実
践
の
双
方
で
刺
激
し
合

う
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
直
接
的
な
関

わ
り
の
な
か
っ
た
教
員
た
ち
と
も
連
携
す
る
体
制
が
徐
々
に
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
学
教
育
の
融
合
を
教
員
自
身
が

考
え
て
い
く
こ
と
は
、本
学
の
教
育
理
念D

o for O
thers

を
具

現
化
し
て
い
く
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、設
立
当
時
か
ら
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
専
門
職
員
と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
る（
２
０
２
０
年
９
月
現
在
、常
勤
２
名
、非
常
勤

１
名
）。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、専
門
的
知
見
を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
す
る
学
生
の
企
画
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な

く
、外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ・Ｎ
Ｇ
Ｏ
、行
政
な
ど
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
、学
生
た
ち
が
実
践
を
通
じ
た
学
び
を
深

め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を「
良
い
こ
と

を
し
た
」で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
な
ぜ

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、そ
の
活
動
が
解
決
を
図
る
社
会
課
題
は
ど
ん

な
背
景
の
中
で
生
ま
れ
て
い
く
の
か
、そ
の
活
動
の
支
援
が
届
い
て

{ 

現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
体
制
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い
な
い
人
は
い
な
い
か―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
の
中
で
生
ま
れ
る

問
い
は
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、ま
た
そ
の
問
い
に
向
き
合
い
続
け
る

中
で
世
界
に
対
す
る
問
題
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
、と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
中
で
、

事
務
職
員
も
増
員
さ
れ
て
き
た
。大
学
全
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
広
報
、キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
の
専
門
性
を
も
っ
た

ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
動
は
、大
学
全
体
の

活
動
と
の
有
機
的
な
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
長
や
セ
ン

タ
ー
長
補
佐
は
教
員
が

務
め
る
と
と
も
に
、各
学

部・教
養
教
育
セ
ン
タ
ー

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の

運
営
委
員
が
出
さ
れ
、

重
要
事
項
に
つ
い
て
審

議
を
し
て
い
る
。ま
た
、

外
部
の
有
識
者
に
活
動

推
進
委
員
と
し
て
の
助
言
を
受
け
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
たって
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、２
０
１
８
年
度
の
基
本
方
針
と
し

て
以
下
を
定
め
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
無
償
奉
仕
活
動
へ

の
参
加
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。あ
ら
ゆ
る
職
業
、研
究
・
勉

学
、日
常
生
活
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
要
素
は
存
在

す
る
。社
会
生
活
の
多
様
な
場
面
で
他
者
へ
の
貢
献
を
考
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
材
育
成
こ
そ
、本
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
。

こ
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、大
学
内
外
の
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が「
他
者
へ
の
貢
献
を
考
え
る
」こ
と
に
つ
い
て
交
流
・

活
動
す
る
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
に
よ
り
、一
人
一
人

が
社
会
課
題
と
出
会
い
、向
き
合
い
、と
も
に
考
え
る
中
で
、

自
分
が
変
わ
り
、社
会
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
す

る
一
方
で
、私
た
ち
の
意
識
が
ど
こ
か
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
学
生
を
囲
い
込
む
形
に
な
って
い
た
。こ
の
点
を
反
省
し
、「
ボ
ラ

x 

ボ
ラ
セ
ン
の
学
生
を
増
や
す
の
で
は
な
く

20周年 パネル展示
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Volunteer Co ordination セ
ン
の
学
生
」を
増
や
す
の
で
は
な
く
、「
学
生
の
ボ
ラ
セ
ン
」と
な

る
こ
と
、さ
ら
に
教
職
員
や
、卒
業
生・修
了
生・地
域
の
方
々
に

とって
の
ボ
ラ
セ
ン
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
本
学
に
お
い
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
生
セ
ク
シ
ョン
以

外
に
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。そ
れ
ば
か
り
で

は
な
く
、20
周
年
の
記
念
行
事
を
準
備
す
る
過
程
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
活
動
目
的
と
し
な
い
多
く
の
体
育
会
系・文
化
系
サ
ー
ク
ル

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
って
い
る
こ
と
や
、ゼ
ミ
な
ど
が
授
業

を
通
じ
て
社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。こ
の
よ
う
な
、明
治
学
院
大
学
全
体
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
力
」を

可
視
化
し
、ま
た
そ
の
連
携・協
働
を
促
す
こ
と
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
担
う
べ
き
役
割
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、２
０
１
９
年
度
に「
い
つ
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ（
略
称
い
つ
ボ
ラ
）」が
創
設
さ
れ
た
。本
学
在

学
中
の
学
生・院
生
が
、自
ら
企
画
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
社
会
貢

献
）を
実
践
し
た
い
と
思
っ
た「
そ
の
時
」に
申
請
で
き
る
援
助
金

制
度
で
あ
る
。２
０
０
７
年
に
始
ま
っ
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ン
ド

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞（
略
称
ボ
ラ
チ
ャ
レ
）」は
年
１
回
11
〜
12
月
に

応
募・選
考
を
実
施
し
て
き
た
が
、こ
れ
で
は
災
害
発
生
時
の
支
援

な
ど
、学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィア
を
し
よ
う
と
考
え
た
と
き
に
即
座
に
対

応
す
る
の
が
難
し
い
。い
つ
ボ
ラ
は
い
つ
で
も
申
請
が
で
き
、申
請
が

あ
り
次
第
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
で
面
談
を
実
施
し

て
、助
成
の
可
否
を
判
断
す
る
。初
年
度
で
あ
る
２
０
１
９
年
度
は

８
件
の
申
請
が
あ
り
、面
接
の
結
果
６
件（
総
額
14
万
７
０
２
７
円
）

の
助
成
を
決
定
し
た
。分
野
と
し
て
は
、聴
覚
障
害
者
理
解
、海
外

支
援
に
関
わ
る
も
の
が
４
件
、障
害
者
支
援
に
関
わ
る
も
の
が
１
件
、

災
害
支
援
に
関
わ
る
も
の
が
１
件
と
なって
い
る
。助
成
す
る
に
至
ら

な
かった
プ
ロ
ジェク
ト
につ
い
て
も
、実
現
で
き
る
よ
う
に
引
き
続
き

相
談
に
乗
って
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
学
生
を
増
や
す
た
め
の

方
策
を
と
る
一
方
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
生
メ
ン
バ
ー

と
し
て
き
た「
学
生
セ
ク
シ
ョン
」は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

独
立
さ
せ
た
。こ
れ
ま
で
、学
生
メ
ン
バ
ー
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
大
学
施
設
が
他
の
学
生
に
比
べて
自
由
に
使
え
て

い
た
一
方
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
学
生
メ
ン
バ
ー
を

動
員
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。ま
た
、学
生
メ
ン
バ
ー

を
囲
い
込
む
形
に
す
る
こ
と
が
、学
生
メ
ン
バ
ー
以
外
の
学
生
に

とって
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
近
づ
き
に
く
い
と
思
う
要
因
の
一

つ
と
も
考
え
ら
れ
た
。２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
関
わ
る「
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
有
償
で
置

大学ボランティアセンターの役割とこれから 特 集
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、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
学
生
目
線
に
よって
、よ
り
開
か
れ

た
場
と
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
仕
組
み
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
白
金
、横
浜
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
拡

充
さ
せ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
中
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、２
０
２
０
年
３
月
に
対
面
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

中
止・延
期
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
活
動・話
し
合
い
を
学

生
へ
要
請
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
。年
度
が
変
わって
か
ら
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と
と
も

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社
会
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベン
ト「
お
う

ち
de
ボ
ラ
カ
フェ
」を
開
催
し
た
。10
年
目
を
迎
え
る1D

ay for 
O
thers

も
春
学
期
に
つ
い
て
は
中
止
、秋
学
期
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。本
学

で
は
秋
学
期
か
ら
は
対
面
授
業
も
一
部
開
始
さ
れ
る
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、す
で
に
夏
休

み
前
か
ら
学
生
と
対
面
す
る
業
務
を
始
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
学
び
に
基
づ
く
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
大
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、「
明
治
学
院
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
賞
」を
創
設
し
た
。こ
れ
は
大
学
の
学
び
を
深
め
な

が
ら
、社
会
活
動
に
向
き
合
って
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、学
び

と
実
践
の
双
方
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
活
動
を
表
彰
す
る
も
の

で
、大
賞
の
ほ
か
、研
究
部
門
賞
や
実
践
部
門
賞
な
ど
を
置
く
。コロ

ナ
禍
に
直
面
し
た
現
在
、社
会
課
題
は
複
雑
さ
と
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。今
ほ
ど
、「
他

者
と
共
に
あ
る
営
み
」

と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
味
が
問
わ
れ

る
時
期
は
な
い
。学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
て
手
に
入
れ
た「
市

民
知
」を
発
信
し
、明

治
学
院
大
学
の
内
外

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
持
つ
全
て
の

人
々
を
励
ま
す
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

6 

今
後
の
展
望
：
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で

20周年 学生企画集合写真
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本
学
の「
修
道
」と
い
う
名
は
、古
典
の
一
つ『
中
庸
』の「
天
命

之
謂
性　
率
性
之
謂
道　
修
道
之
謂
教
」（
天
の
命
ず
る
こ
れ
を

性
と
い
い
、性
に
率
う
こ
れ
を
道
と
い
い
、道
を
修
め
る
こ
れ
を
教

え
と
い
う
）に
由
来
す
る
。こ
の
意
味
す
る「
人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

天
性
が
あ
る
。天
性
を
伸
ば
す
の
が
人
間
の
道
で
あ
る
。そ
の
道
を

し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
整
え
る
の
が
教
育
で
あ
る
」と
い
う
考
え

方
が
本
学
に
お
け
る
教
育
の
根
底
に
あ
る
。

　
大
学
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、大
学
教
育

に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
多
様
化
し
て
い
る
が
、本
学
に
お
い
て
は
、

先
に
述
べ
た
考
え
方
の
下
、近
年
は「
地
球
的
視
野
を
持
って
、地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
養
成
」に
力
を
入
れ
て
い

る
。特
に
地
域
と
の
深
い
関
わ
り
に
よ
る
学
び
の
機
会
創
出
に
尽

力
し
て
お
り
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
そ
の
大
き
な
一
翼
を

担
って
い
る
。

　　
現
在
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
って
い
る
の
は
、

本
学
の
社
会
貢
献
推
進
を
管
轄
す
る
ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
て
い
る
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
は
、「
ピ
ア
」が
本
来
意
味
す
る
学
生
の「
仲
間

づ
く
り
」を
目
的
と
し
て
、２
０
０
８
年
に
本
学
の
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
に
創
設
さ
れ
、他
者
と
交
わ
り
な
が
ら
人
間
的
成
長
を
目
指

し
た
学
生
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
て
き
た
。立
ち
上
げ
当
初

は
、学
生
同
士
の
学
生
支
援
、先
輩
学
生
と
し
て
の
新
入
生
支
援

等
、学
内
で
の
他
者
と
の
関
わ
り
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。し
か
し
、

地
域
社
会
か
ら
大
学
への
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
要
請
の
増
加
を
背
景

に
、２
０
１
２
年
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
を
ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン

「
ピ
ア
」精
神
に
基
づ
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

矢
野 

泉

広
島
修
道
大
学
副
学
長

ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
長

£ 

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
タ
ー
の
歴
史
と
「
ボ
ラ
ン
ピ
ア
活
動
」

は
じ
め
に
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タ
ー
の
前
身
で
あ
る
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
、本
学
の
社
会

貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
た
。ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
の
主
な

役
割
も
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る「
地
域
貢
献・社
会
貢

献
」を
支
援
す
る
と
い
う
も
のへと
舵
を
切
って
いった
。

　
近
年
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
災
害
支
援
を
は
じ
め
、福
祉・国

際・教
育・平
和・環
境・子
ど
も・ス
ポ
ー
ツ・イ
ベン
ト
等
、多
岐
に

わ
た
って
い
る
。そ
う
し
た
社
会
か
ら
の
要
請
に
対
し
、総
合
大
学

で
あ
る
本
学
の
学
生
は
、学
部・学
科
に
と
ら
わ
れ
ず
、一
人
一
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
や
動
機
を
持
って
、多
様
な
挑
戦
を
し
て
い
る
。

学
生
が
あ
く
ま
で
も
自
身
の
意
欲
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
参
加
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、本
学
の
学
生
派
遣
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

　
実
際
に
は
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
学
生
の
中
に
は
、何
か

人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、主
体
性
を
持
って

行
動
す
る
こ
と
が
得
意
で
は
な
い
、あ
る
い
は
や
り
た
い
活
動
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
いっ
た
学
生
も
少
な
く
な
い
。そ
の
よ
う
な
学

生
に
と
って
も
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
が
身
近
な
存
在
と
な
り
、

活
動
参
加
前
に
活
動
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、参
加
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
こ
と
で
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。参
加
後
に

は
、地
域
か
ら
の
評
価
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
や
、振
り
返
り
に
よ

る
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
で
、自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
学
内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
に

お
い
て
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
が
常
に
意
識
し
て
い
る
の
は
、「
ピ
ア
」精

神
で
あ
る
。学
生
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
、学
生
同
士
ま
た
は
活
動

の
受
け
入
れ
側
や
他
の
参
加
者
等
、多
様
か
つ
幅
広
い
年
齢
層
の
他

者
と
関
わ
り
あ
う
。多
く
の
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
、お
客
様
と

し
て
活
動
に
加
わ
る
の
で
は
な
く
、仲
間
と
し
て
活
動
し
、な
ぜ
そ
こ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
、地
域
や
組
織

の
背
景
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間
と
し
て
の

成
長
を
意
識
し
た
支
援
を
行
って
い
る
。こ
う
し
た「
社
会
で〝
生
き

抜
く
〞た
め
の
基
礎
力
」を
高
め
る
ピ
ア
活
動
の
一
つ
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
位
置
付
け
て
い
る
。本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

「
ボ
ラ
ン
ピ
ア
活
動
」と
呼
ん
で
い
る
所
以
で
あ
る
。

　
現
在
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン

タ
ー
の
職
員
３
名
が
地
域
連
携
業
務
の
一
つ
と
し
て
担
当
し
て
い

る
。新
入
生
支
援
等
学
内
か
ら
の
要
請
の
他
、学
外
の
さ
ま
ざ
ま

Ó 

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
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な
団
体
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
への
学
生
派
遣
、地
域
の
中
学

校
か
ら
の
大
学
見
学
等
の
要
請
の
窓
口
と
な
って
い
る
。ま
た
、そ

う
し
た
学
生
派
遣
に
備
え
る
学
生
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
習
会
の
企
画・運
営
を
行
って
い
る
。

　
学
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
派
遣
要
請
に
対
し
て
は
、学
生

が
安
心
か
つ
安
全
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
が
学

生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
団
体
の
パ
イ
プ
役
を
担
って
い
る
。そ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、①
活
動
学
生
に
と
って
教
育
的
効
果
が
あ

る
か
、②
必
要
な
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
、③
危
険
を
伴
わ
な

い
か
等
、い
く
つ
か
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
、ピ
ア・カ
ウ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
内
で
確
認

す
る
手
続
き
を
経
て
、学
生
募
集
を
行
う
。

　
ま
た
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
が
情
報
を
提
供
し
て
い
る
活
動
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、学
生
は「
ピ
ア
登
録
」を
行
う
必
要
が
あ
る
。ピ

ア・カ
ウ
ン
タ
ー
は「
ピ
ア
登
録
」を
し
た
学
生（
以
下「
ピ
ア
登

録
」学
生
）に
対
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
の
案
内
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
や
活
動
助
成
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、

「
ピ
ア
登
録
」学
生
に
さ
ら
に
幅
広
い
活
動
に
目
を
向
け
て
も
ら
う

た
め
に
も
、国
際
セ
ン
タ
ー
や
入
学
セ
ン
タ
ー
等
の
学
生
活
動
の
情

報
も
提
供
し
て
い
る
。

　
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
創
設
当
初
約
１
２
０
名
で
あ
っ
た「
ピ
ア
登

録
」学
生
は
、学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
た
際
に
は
約
６
０
０

名
に
ま
で
増
加
し
、現
在
で
も
同
規
模
を
維
持
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

在
学
学
生
数
の
約
１
割
に
あ
た
る
。近
年
も
毎
年
２
０
０
名
か
ら

３
０
０
名
の
学
生
が
新
規
登
録
を
行
って
お
り
、２
０
０
９
年
か
ら

２
０
１
９
年
ま
で
の
累
計
登
録
学
生
数
は
２
７
０
０
名
を
超
え
て
い
る
。

　
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
学
生
へ
情
報
を
提
供
し
て
い
る
活
動
は

大
き
く
分
け
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
学
内
ピ
ア
活
動
の
２
つ
で

あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
も
、近
年
そ
の
要
請
が
増
え
て

い
る
の
が
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。以
下
で
は
、災
害
支

援
への
取
り
組
み
を
例
に
、本
学
の
具
体
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
、２
０
１
８
年
に
広
島
県
で
発
生
し
た
未
曾
有
の
豪
雨
災

害（「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」）の
際
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
を
あ
げ
る
。連
携
協
定
先
で
あ
る
日
本
財
団
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（G

akuvo

）か
ら
の
援
助
を
得
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
を
計
12
回
、延
べ
１
８
２
名
の
学
生
を
派
遣
し
た
。こ
の
時

３ 

学
生
派
遣
の
具
体
的
取
り
組
み
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の
派
遣
で
は
、こ
の
災
害
の
前
、２
０
１
４
年
に
大
学
が
所
在
す
る

広
島
市
安
佐
南
区
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
際
に
、学
生
派
遣
だ

け
で
な
く
、ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
職
員
を
中
心
に
、延
べ

60
名
以
上
の
大
学
教
職
員
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部
で
活
動
を

行
っ
た
経
験
が
生
か
さ
れ
た
。

　
災
害
発
生
時
、被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
と
いっ
た
思
い
を
抱
い

た
学
生
が
多
く
窓
口
に
訪
れ
た
が
、２
０
１
４
年
の
災
害
以
上
に

広
域
的
な
災
害
の
上
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、公
共
交
通
機
関
も
遮

断
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、現
地
へ
向
か
う
手
段
を
持
た
な
い
学
生

や
、役
に
立
ち
た
い
が
ま
ず
何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
学
生
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
。そ
う
し
た
学
生
の
声
を
拾

い
、ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
内
お
よ
び
全
学
的
に
も
幾
度

も
協
議
を
重
ね
、安
全
で
効
果
的
な
学
生
派
遣
を
行
っ
た
。災
害

発
生
後
２
週
間
と
い
う
短
期
間
で
全
て
の
準
備
を
行
い
、迅
速
に

多
く
の
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
が
可
能
と
なっ
た
背
景
に
は
、そ
れ

ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
お
い
て
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
を
中
心

に
常
に
場
所・時
間・ヒ
ト・モ
ノ・活
動
内
容
の
事
前
事
後
評
価
を

行
い
、よ
り
学
生
が
参
加
し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
と
い

う
経
験
の
蓄
積
が
あ
る
。ま
た
、災
害
現
場
への
派
遣
前
に
何
度
も

現
地
調
査
に
向
かっ
た
教
職
員
の
連
携
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
る
。活
動
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
振
り
返
り
の
場
を
設

け
る
こ
と
に
よ
って
、参
加
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
や
思

い
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
促
し
た
。ま
た
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
担
当
者

が
学
生
と
共
に
活
動
内
容
や
派
遣
体
制
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ

て
、災
害
支
援
と
の
向
き
合
い
方
や
被
災
さ
れ
た
地
域
と
の
繋
が

り
を
絶
や
さ
な
い
取
り
組
み
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
、本
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
り
深
め
、継
続
的
な
形
で
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
繋
がって
い
る
。

　
次
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
に
か
か
る
費
用
の
助
成
制
度
を

紹
介
す
る
。ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
２
年
度
か
ら「
東
日
本

大
震
災
」の
復
興
支
援
活
動
に
取
り
組
み
、活
動
に
参
加
す
る
学

生
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
手
配
や
旅
費
等
の
支
援
を
行
う

と
い
う
助
成
金
制
度
を
設
け
、学
生
派
遣
を
行
って
い
る
。

　
２
０
１
９
年
度
に
は
、さ
ら
に
災
害
支
援
活
動
の
自
由
度
を
高

め
た
助
成
金
制
度
に
改
編
し
、「
令
和
元
年
台
風
第
15
号・第
19

号
に
よ
る
豪
雨
災
害
」で
、主
に
被
害
を
受
け
た
東
日
本
へ
学
生
を

派
遣
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
極
め
て
有
効
と
な
っ
た
。被
災

地
へ
支
援
に
行
き
た
い
が
、遠
方
の
た
め
断
念
し
て
い
た
多
く
の
学

生
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。こ
の

助
成
金
制
度
の
特
徴
は
、災
害
支
援
活
動
に
か
か
る
旅
費
ま
た
は
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ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
の
半
額
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
を
援
助
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。２
０
１
８
年
度
ま
で
は
夏
季
休
暇
期
間
の

み
を
対
象
と
し
て
い
た
も
の
を
、土
日
を
含
む
全
て
の
休
日
を
認

め
、活
動
す
る
学
生
が
活
動
日
に
授
業
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
、平
日
で
も
制
度
を
適
用
で
き
る
よ
う
運
用
を
変
更
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、こ
う
し
た
支
援
を
行
い
な
が
ら
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
が

日
々
実
感
し
て
い
る
学
生
の
成
長
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
多
く
の
学
生
に
み
ら
れ
る
の
が
、相
互
援
助
の
精
神
の
醸

成
で
あ
る
。広
島
か
ら
最
も
遠
方
の
活
動
地
に
は
、金
曜
日
の
４
時

限
の
授
業
終
了
後
に
新
幹
線
へ
乗
り
、６
時
間
も
の
移
動
時
間
を

か
け
、カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
に
前
泊
を
し
て
土
日
に
活
動
へ
参
加
す
る

学
生
も
あ
っ
た
。あ
る
学
生
は
明
確
に「
広
島
で
起
き
た
災
害
時
に

助
け
て
も
ら
っ
た
か
ら
今
度
は
支
援
し
た
い
」と
い
う
強
い
思
い

で
、意
欲
的
に
県
外
の
災
害
支
援
に
参
加
し
て
い
た
。こ
う
し
た
精

神
が
学
生
自
身
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、同
じ
学
部
の
学
生
が
支
援
に
行
く
姿
を
見

て
、大
学
に
そ
う
いっ
た
制
度
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
と
参
加
を
決
め

る
学
生
も
お
り
、口
コ
ミ
で
支
援
の
輪
、相
互
援
助
の
精
神
が
自
然

に
広
がって
い
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
次
に
重
要
な
成
長
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、学
生
の
自
己
肯
定

感
の
向
上
で
あ
る
。本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、学
生
一
人
一

人
が
自
ら
の
意
思
で
ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。大
学
で
の
学
び
を
社
会
の
場
で
生
か
し
た
い
、何
が
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
が
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
、困
って
い
る
人
の
力
に
少

し
で
も
な
り
た
い
等
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
主
体
性
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
、感
謝
や
信
頼
と
い

う
形
で
他
者
や
地
域

に
評
価
さ
れ
る
。「
あ

り
が
と
う
」と
い
う
被

災
地
の
方
々
の
一
言

が
、座
学
で
は
得
難
い

自
己
肯
定
感
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
が
、

活
動
の
振
り
返
り
の

場
で
多
く
の
学
生
か

ら
伝
わって
く
る
。

{ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
学
生
の
成
長

災害支援ボランティアの振り返り

大学ボランティアセンターの役割とこれから 特 集
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Volunteer Co ordination　
こ
う
し
た
学
生
の
成
長
を
伴
う
真
摯
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
姿
勢
が
広
く
学
外
へ
伝
わ
り
、今
日
で
は
大
学
所
在
区
域
を
越

え
た
地
域
か
ら
も
、本
学
の
学
生
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
要
請
を

受
け
る
ま
で
の
評
価
に
繋
がって
い
る
。

　
以
上
、本
学
に
お
け
る「
ピ
ア
」精
神
に
基
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
あ
る「
ボ
ラ
ン
ピ
ア
活
動
」の
あ
り
方
や
近
年
の
実
態
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
た
。そ
の
中
で
、ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
は
、他
者
と
交

わ
り
な
が
ら
人
間
的
成
長
を
目
指
し
た
学
生
の
主
体
的
な
活
動
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る「
地
域
貢
献・社
会

貢
献
」を
支
援
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
ボ
ラ
ン
ピ
ア
活
動
」が
目
指
す
も
の
、ピ
ア・カ
ウ
ン

タ
ー
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
大

切
な
も
の
は
、実
は
そ
の
先
に
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
単
な
る
大
学
生
の
一
体
験

と
し
て
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、一
つ
の
社
会
体
験
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
って
、社
会
の
中
で
生

き
る
市
民
と
し
て
の
側
面
を
学
生
に
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。第
二
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ

と
や
、知
り
得
な
い
自
分
を
知
る
機
会
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

は
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
繋
が
り
、学
生
自
身
の
近
い
未
来
に
お
い
て

直
接
効
果
的
に
現
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、単
な
る
学
生
と
し
て
の
成
長
で
は
な
く
、「
社
会
で

〝
生
き
抜
く
〞た
め
の
基
礎
力
」を
つ
け
、人
間
と
し
て
、地
球
市
民

と
し
て
の
成
長
に
繋
げ
て
い
く
一
つ
の
手
段
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
位
置
付
け
て
い
る
。ピ
ア・カ
ウ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
そ
の
設

置
部
局
で
あ
る
ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
が
主

体
性
を
も
って
社
会
と
関
わ
り
、社
会
に
貢
献
し
、社
会
か
ら
の
感

謝
や
信
頼
と
い
う
成
果
を
得
て
自
ら
を
成
長
さ
せ
て
い
く
過
程
の

支
援
を
行
い
な
が
ら
、同
時
に
学
生
と
活
動
の
効
果
的
な
出
会
い

の
場
の
創
出
と
、学
生
の
成
長
を
上
記
に
繋
げ
て
い
く
仕
組
み
や

学
生
への
対
応
の
在
り
方
を
日
々
議
論
し
て
い
る
。特
に
、元
々
正

課
外
活
動
へ
の
関
心
が
低
い
学
生
や
、関
心
は
あ
る
が
行
動
に
移

す
こ
と
が
で
き
な
い
潜
在
的
ピ
ア
学
生
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

の
出
会
い
の
場
や
社
会
と
繋
が
る
機
会
を
ど
の
よ
う
な
形
で
創
出

で
き
る
か
、今
後
も
しっ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

お
わ
り
に
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大
学
と
い
う
教
育
機
関
に
ボ
ラ
ン
ティア
セ
ン
タ
ー
を
置
く
意
味
は

な
ん
だ
ろ
う
か
。大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
／
地
域
貢
献
と
い
う
側

面
と
と
も
に
、当
然
の
こ
と
な
が
ら「
教
育
」と
のつ
な
が
り
を
意
識
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、教
育
と
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
関
係
は
か
な
り
や
や
こ
し
い
。特

に
小
中
高
校
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
巡
って
は

か
な
り
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。今
や
日
本
社
会
に
お
い
て
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」と
い
う
言
葉
は
、知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
ポ
ピュラ
ー
な

も
の
に
なった
が
、実
は
そ
の
理
解
に
は
相
当
の
ば
らつ
き
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、大
学
と
い
う
教
育
機
関
に
お
い
て
、学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
べき
な
の
だ
ろ
う
か
。そ

し
て
、大
学
に
お
け
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」は
ど
の
よ
う
な
立

ち
位
置
で
事
業
を
行
う
べき
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
も
な
く
設
立
20
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー（
以
下
、本
学
セ
ン
タ
ー
）に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
学
生
ス
タッフ
の
動
向
を
紹
介
し
つつ
、そ
の
一

端
を
探って
み
た
い
。

　
ま
ず
、は
じ
め
に
、本
学
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
て

お
こ
う
。龍
谷
大
学
の
歴
史
は
、１
６
３
９
年
に
西
本
願
寺
に
設
け

ら
れ
た「
学
寮
」か
ら
始
まって
お
り
、昨
年（
２
０
１
９
年
）、創
立

３
８
０
周
年
を
迎
え
た
。仏
教（
浄
土
真
宗
）の
精
神
を
建
学
の
精

神
と
し
、現
在
は
、９
学
部
１
短
大
、10
大
学
院
を
持
つ
総
合
大
学

で
あ
る
。京
都
市
内
に
２
キ
ャ
ン
パ
ス（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
、深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
）と
滋
賀
県
に
１
キ
ャ
ン
パ
ス（
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
計

３
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。こ
の
う
ち
、深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
と
瀬
田

人
権
意
識
と
自
治
意
識
を

持
つ
市
民
を
育
て
る

―
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

　
基
本
的
視
点
と
は―

筒
井 

の
り
子

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー
長

1 

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー
の
概
要

は
じ
め
に
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キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
学
内
に
お
け
る
位
置
付
け
は
学
長
の
も
と
に
あ
る

独
立
横
断
的
組
織
と
な
って
お
り
、意
思
決
定
機
関
と
し
て
セ
ン

タ
ー
長
が
召
集
す
る
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に
か
な
り
の
権
限
が
付
与

さ
れ
て
い
る
。セ
ン
タ
ー
委
員
会
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

に
何
ら
か
の
関
わ
り
や
関
心
の
あ
る
教
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
日
常
の
セ
ン
タ
ー
運
営
は
、正
副
セ
ン
タ
ー
長（
教
員
）、事
務
部

長（
兼
務
）、課
長
と
課
員（
事
務
職
員
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
４
名
、ア
ル
バ
イ
ト
で
担
わ
れ
て
い
る
。加
え
て
、２
セ
ン

タ
ー
合
わ
せ
る
と
約
１
０
０
名
の
学
生
ス
タ
ッフ
が
学
生
か
ら
の
相

談
対
応
や
事
業
の
企
画・実
施
に
携
わって
い
る
。

　
本
学
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
は
、①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
事
業（
在
学
生
や
学
内
外
の
団
体
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希

望
／
依
頼
に
関
す
る
相
談・調
整
）、②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提

供
、③
学
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
と
参
加
の
き
っ

か
け
提
供
、④
活
動
を
通
じ
た
地
域
と
の
連
携
、⑤
体
験
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム（
海
外
、国
内
）、⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成（
入
門

講
座
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
）、⑦
教
養
教
育
科
目「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
」の
運
営
協
力
、な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、２
０
１
１
年
度
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
を
企
画・実
施
す
る
と
と
も
に
、熊
本

地
震
や
西
日
本
に
お
け
る
豪
雨
水
害
な
ど
の
災
害
復
旧・復
興
支

援
活
動
も
行
って
い
る
。※

１

　
本
学
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
は
、次
の
３
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
１
点
目
は
、セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
、あ
る
い
は
セ
ン
タ
ー
で
紹
介
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
は
、全
て
課
外
活
動
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、学
生
ス
タッフ
と
し
て
ど
れ
だ
け
活
動
し
て

も
、授
業
の
単
位
な
ど
に
は
一
切
関
係
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
、最
近
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
問
題
解
決
型
学
習
／
課

題
解
決
型
学
習
）と
の
絡
み
で
ボ
ラ
ン
テ
ィア
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
正

課
科
目
と
の
連
動
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。本
学
で
も
そ
う
し
た

学
習
形
態
の
重
要
性
を
認
識
し
各
学
部
で
正
課
教
育
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
切
り
離
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
、あ
る
行
政
関
係
者
が
本
学
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
際

に
、授
業
単
位
に
関
係
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
数
の
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
が
、む
し
ろ
、

2 
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セ
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タ
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単
位
な
ど
と
関
係
し
な
い
か
ら
こ
そ
、継
続
し
て
主
体
的
な
活
動

が
展
開
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
２
点
目
は
、そ
の
学
生
ス
タ
ッフ
に
つ
い
て
で
あ
る
。例
年
、１
０
０

名
近
い
学
生
ス
タ
ッ
フ（
２
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
て
）が
活
動
し
て
い
る

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、全
国
的
に
見
て
も
そ
う
多
く
は

な
い
。自
分
た
ち
の
関
心・問
題
意
識
に
沿
って
、あ
る
い
は
地
域
か

ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
活
動
を
企
画
し
た
り
、一
般
学
生
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望
の
相
談
に
対
応
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動

や
広
報
活
動
に
工
夫
を
凝
ら
し
、か
つ
責
任
を
持
って
対
応
し
て
い

る
。学
生
ス
タ
ッ
フ
の
所
属
学
部
や
専
門
領
域
、関
心
は
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、セ
ン
タ
ー
で
議
論
し
た
り
作
業
を
行
っ
た
り
す
る
中
で

の
相
互
理
解
や
視
野
の
広
が
り
が
期
待
で
き
る
。

　
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
、セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
担
う
だ
け
で

な
く
、運
営
に
も
参
画
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
。教
員（
セ
ン

タ
ー
長
）、職
員（
事
務
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、学
生
の
三
者
に
よ

る
セ
ン
タ
ー
会
議
を
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し
て
い
る
。そ
こ
で
は
学
生
企

画
に
対
す
る
意
見
交
換
と
同
時
に
教
職
員
側
か
ら
の
提
案
に
対
す

る
学
生
と
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
る
。さ
ら
に
、教
職
員
で
構
成
さ

れ
る
正
式
な
学
内
組
織
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
委
員
会
に
両
セ
ン
タ
ー

の
学
生
ス
タ
ッ
フ
代
表
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の

は
、他
大
学
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
３
点
目
は
、そ
う
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
寄
り
添
い
、エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
を
行
う
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
で
あ
る
。本
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、事
務
職
員
と
は
別
に
常
勤
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー（
専
門
職
採
用
）が
２
名
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
。近
年
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
大
学
は
増
え
つ
つ
あ
る
が
、そ
の
多
く

は
期
限
付
き
で
あ
り
、学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
学
内
の
諸
組
織

サマーフェスティバル2019 竹水鉄砲遊びの的を補修する学生たち
（京都市伏見区）
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と
の
連
携
や
地
域
の
諸
団
体
と
の
関
係
構
築
の
積
み
重
ね
に
課
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
本
学
の
場
合
、専
門
性
の
高
い※

２
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
継
続
し

て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、４
年
間
を
通
し
て
学
生
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。最
近
は
発
達
障
害
の
あ
る
学
生

や
大
学
に
な
じ
め
な
い
学
生
な
ど
が
セ
ン
タ
ー
を
拠
り
所
に
す
る

例
も
多
く
、障
が
い
学
生
支
援
室
な
ど
と
も
連
携
し
つ
つ
丁
寧
に

関
わ
る
こ
と
で
、着
実
な
良
い
変
化
を
引
き
出
せ
て
い
る
。

　
加
え
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
は
学
外
の
地
域
団
体・機

関
や
行
政
な
ど
と
よ
り
効
果
的
な
協
働
関
係
を
構
築
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
も
の
と
なって
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、年
に
数
回
、学
生
ス
タ
ッフ
自
身
の
企
画
に
よ
る

「
合
宿
」が
実
施
さ
れ
て
い
る
。10
数
年
前
の
あ
る
合
宿
で
、「
学
生

ス
タ
ッフ
と
し
て
、セ
ン
タ
ー
で
何
を
やって
い
き
た
い
か
？
」と
い
う

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
い
た
。お
そ
ら
く
楽
し
そ

う
な
イ
ベ
ン
ト
案
な
ど
が
挙
が
る
の
だ
ろ
う
と
思
って
い
た
が
、実

際
の
発
表
を
聞
い
て
少
々
驚
い
た
。複
数
の
グ
ル
ー
プ
か
ら「〝
み
ん

な
が
思
って
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、本
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

い
〞と
い
う
こ
と
を
、よ
り
多
く
の
学
生
に
伝
え
た
い
！
」と
い
う
切

実
な
声
が
上
がっ
た
か
ら
だ
。

　
詳
し
く
尋
ね
る
と
、セ
ン
タ
ー
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
なって
、自

分
自
身
が
持
って
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い

う
。もっと
自
由
で
多
様
な
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
、ワ
ク
ワ
ク
す
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
他
の
学
生
に
も
知
って
ほ
し
い
と
い
う
の
だ
。

　
で
は
、多
く
の
学
生
が
抱
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、本
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、深
草
キ
ャン
パス
の

教
養
教
育
科
目「
ボ
ラ
ン
テ
ィア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
」（
２
０
１
３
年
度
開

始
、複
数
教
員
に
よ
る
チェー
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
、受
講
者
約
２
０
０
名
）

を
協
働
運
営
し
て
い
る
。初
回
に「
ボ
ラ
ン
テ
ィア
と
は
」と
い
う
講
義

を
行
う
が
、そ
れ
に
対
す
る
受
講
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
自
発
的
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知
って
驚
い
た
」

「
小
中
学
校
時
代
、強
制
参
加
の
清
掃
の
イ
ベン
ト
が
あった
が
、そ
れ

は〝
ボ
ラ
ン
テ
ィア
清
掃
〞と
呼
ば
れ
て
い
た
」「
嫌
々
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

も
、ボ
ラ
ン
テ
ィア
だ
と
勘
違
い
し
て
い
た
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィア
は
決
め
ら

れ
た
こ
と
を
や
ら
さ
れ
る
も
の
で
、自
分
で
活
動
を
選
べる
と
は
思
わ

な
かった
」と
いった
記
載
が
、驚
く
べき
こ
と
に
毎
年
３
割
程
度
見
ら

3 

学
生
が
抱
く
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た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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ジ
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Volunteer Co ordination れ
る
。多
く
の
学
生
が
、あ
る
意
味
で
本
来
の
ボ
ラ
ン
ティア
と
は
真
逆

と
言って
いい
イ
メ
ー
ジ
を
持って
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
初
め
て「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

と
い
う
語
が
登
場
し
た
の
は
、平
成
10
年
12
月
告
示
の
も
の
か
ら

で
あ
る
。以
後
、義
務
教
育
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、そ
の
中
で
、「
社

会
奉
仕
活
動
」と
の
混
同
が
あ
り
、上
記
の
よ
う
な
学
生
の
感
想
に

つ
な
がっ
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

 

あ
る
権
威
に
対
し
て
奉
り
仕
え
る
と
い
う
意
味
を
持
つ「
奉
仕
」

と
、ラ
テ
ン
語
の〝ｖｏ
ｌｏ（
ウ
ォロ
）〞を
語
源
と
し
自
発
性
を
基

本
概
念
と
す
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
で
は
、一
部
重
な
る
部
分
も
あ

る
も
の
の
、そ
の
持
つ
意
味
は
大
き
く
異
なって
い
る
。

 

身
近
な
地
域
で
、あ
る
い
は
地
域
規
模
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題（
環
境
破
壊
、貧
困
、格
差
問
題
、災
害
、人
権
侵
害
な
ど
）

に
気
付
き
、そ
の
解
決
の
た
め
に
自
ら
行
動
を
起
こ
そ
う
と
い
う
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
な
姿
勢
を
持
つ
市
民
を
育
て
る
、と
い
う
大
学
の
使
命

か
ら
す
れ
ば
、一
人
一
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
を
正
し
く
認
識

し
、か
つ
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と

が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ま
ず
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。大
学
に
よって
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け
や
事

業
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、共
通
し
て
大
切
な
こ
と
は
、小
中

高
校
で
な
ん
と
な
く
植
え
付
け
ら
れ
た〝
や
ら
さ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
〞か
ら〝
人
権
意
識
や
自
治
意
識
に
基
づ
く
主
体
的
な
活
動
〞

への
方
向
転
換
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、授
業
単
位
と
連
動
し
た
取
り
組
み
と
、自

由
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
整
理
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、ま

た
、セ
ン
タ
ー
運
営
自
体
への
学
生
の
主
体
的
参
画
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。本
学
セ
ン
タ
ー

も
現
在
の
形
に
な
る
ま
で
、多
く
の
議
論
や
試
行
錯
誤
が
あった
。

　
本
学
セ
ン
タ
ー
は
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
学

生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
た
卒
業
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。現
在
、集
計・分
析
中
で
あ
る
が
、そ
の
一
部
を
紹

介
し
た
い
。

　
図
１
は
、学
生
ス
タ
ッフ
経
験
に
よって
何
が
身
に
付
い
た
か
を
聞

4 

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
意
識
す
べ
き
こ
と

5 

学
生
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ッ
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Volunteer Co ordinationい
た
も
の
で
あ
る（
複
数

回
答
）。最
も
回
答
が
多

か
っ
た
の
は「
進
め
る
力

（
他
者
と
協
働
し
て
物
事

を
進
め
る
力
）」で
６
割

以
上
が「
あ
て
は
ま
る
」

と
回
答
。次
い
で
多
か
っ

た
の
は「
共
感
す
る
力

（
他
者
へ
共
感
す
る
力
）」

で
あ
り
、さ
ら
に「
考
え
る

力（
物
事
を
幅
広
く
捉
え

て
考
え
る
力
）」と
続
く
。

　
も
ち
ろ
ん
６
項
目
い

ず
れ
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、「
他
者
と
協
働
し
て
物
事
を
進
め

る
力
」を
挙
げ
た
卒
業
生
が
多
かっ
た
こ
と
は
、セ
ン
タ
ー
で
の
彼
ら

の
姿
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。多
様
な
学
部（
専
門
領
域
）、多
彩
な
個

性
を
持
つ
学
生
が
集
ま
り
、か
つ
、多
様
な
年
齢・職
業
の
人
々
と
と

も
に
一
つ
の
企
画
を
実
行
に
移
す
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
壁
に
ぶ
つ
か

り
悩
ん
だ
学
生
も
多
かっ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏

ん
で
こ
そ
、誰
も
取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
の
実
現
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
卒
業
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」に

つ
い
て
も
聞
い
た
。そ
の
結
果
、セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わっ
た
卒
業

生（
22
〜
39
歳
）は
、27・４
％（
31
名
／
１
１
３
名
中
）が
卒
業
後
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
って
い
る
と
回
答
し
た
。一
見
低
い
数
字

の
よ
う
に
見
え
る
が
、実
は
、内
閣
府
の
調
査
結
果（
２
０
１
９
年

度
）で
は
、年
代
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
有
無
は
、20
〜
29
歳

10・１
％
、30
歳
〜
39
歳
11・８
％
と
な
って
い
る
。一
般
的
に
、20
歳

〜
30
歳
に
か
け
て
は
仕
事
や
子
育
て
に
最
も
時
間
が
取
ら
れ
る
時

期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、環
境
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
難
し
い

年
代
で
あ
る
。そ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、学
生
ス
タ
ッ
フ
経
験

者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率
は
か
な
り
高
い
。

　
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
が
、本
学
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、社
会
課
題
に
関
心
を
持
ち
、そ
の
解
決
の
た
め
に
な
ん
ら
か
の
行

動
を
起
こ
す
人
材
育
成
につ
な
がった
と
す
れ
ば
、大
変
嬉
し
い
こ
と

で
あ
る
。今
後
も
さ
ら
に
、学
生
の
主
体
的
な
活
動
を
応
援
し
、人
権

意
識
と
自
治
意
識
を
備
え
た
市
民
の
輩
出
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

※

１　
詳
細
は
龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー『
２
０
１
９
年
度

活
動
報
告
書
』（
２
０
２
０
年
７
月
発
行
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
２　
４
人
中
３
人
は
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
協
会
主
催
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ション
力
検
定
」１

級
を
、１
人
は
２
級
を
取
得
し
て
い
る
。

［図1］学生スタッフとしての経験を通して、あなたが身に付けたと
　　  思える力は何ですか（複数回答）
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Volunteer  Coordination

　
桜
美
林
大
学
で
は
、２
０
１
１
年
に
基
礎
教
育
を
担
う
基
盤
教

育
院
に
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
と
省
略
）

が
設
置
さ
れ
た
。そ
の
後
の
組
織
再
編
で
、２
０
１
７
年
度
か
ら
は

独
立
し
た
全
学
セ
ン
タ
ー
と
い
う
位
置
付
け
に
な
って
い
る
。本
稿

で
は
、サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
大
学
教
育
の
科
目
の
中
に
位
置
付
け
、教
科
学
習
、社
会
貢

献
、市
民
教
育
の
３
つ
を
並
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
試
み
を
報

告
し
た
い
。

　
本
学
で
は
Ｓ
Ｌ
Ｃ
設
置
後
も
複
数
の
部
署
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
扱
って
き
た
。大
学
近
隣
地
域
か
ら
の
要
請
を
受
け
る
地
域・社
会

連
携
室
、教
職
学
生
の
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
扱
う
教
職
セ
ン
タ
ー
、

就
職
活
動
の
一
部
と
し
て
扱
う
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

Ｓ
Ｌ
Ｃ
で
も
、サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
以
外
に
も
、個
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
希
望
す
る
学
生
への
情
報
提
供
を
行
って
い
る
。つ
ま
り
、ボ
ラ
ン

テ
ィア
活
動
と
いって
も
目
的
別
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｌ
Ｃ
が
担
当
す
る
大
学
教
育
の
一
部
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、科
目
の
中
に
位
置
付
け
て
教
員
の
指
導
の
下
で
正
規
の
学

修
活
動
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。授
業
外
学
習
時
間
の
一
部
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
充
て
る
と
い
う
考
え
方
で
、２
単
位
科
目
で
20

時
間
程
度
を
め
ど
と
し
て
い
る
。科
目
の
学
習
に
意
味
あ
る
活
動
内

容
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、授
業
で
の
知
識
と
活
動
で
の
経
験
の
相
乗

効
果
を
意
図
し
て
い
る
。授
業
内
で
、知
識
と
経
験
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
振
り
返
り（
リ
フ
レ
ク
シ
ョン
）を
行
い
、深
い
学
び
に
導
く
狙
い

で
あ
る
。さ
ら
に
、授
業
で
の
学
び
や
知
識
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

生
か
す
こ
と
で
、単
な
る
労
力
で
は
な
い
社
会
貢
献
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

―
桜
美
林
大
学
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

   
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
課
題―

牧
田 

東
一

桜
美
林
大
学

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長

1 

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
違
い

は
じ
め
に
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Volunteer  Coordination

　
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
科
目
は
基
礎
教
育
課
程
と
専
門
教
育
課
程
に

分
か
れ
て
お
り
、前
者
は
Ｓ
Ｌ
Ｃ
が
管
轄
す
る
国
内
活
動
の「
地
域
社

会
参
加
」の
10
プ
ロ
グ
ラ
ム
、海
外
活
動
の「
国
際
理
解
教
育
」６
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
成って
い
る
。後
者
は
学
群（
学
部
に
相
当
）の
専
門
科
目
の

中
に
、ゼ
ミ
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
を
取
り
入
れ
た
科
目
が
存

在
す
る
。２
０
１
９
年
度
に
お
い
て
、全
学
で
は
57
科
目
が
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニン
グ
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、履
修
者
の
総
数
は
４
０
６
人
、総
活

動
は
９
８
３
０
時
間
と
なって
い
る
。国
内
で
は
近
隣
の
町
田
市
、相
模

原
市
を
中
心
に
東
京
や
神
奈
川
が
大
半
を
占
め
る
が
、一
部
で
被
災
地

も
含
ま
れ
て
い
る
。海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、イ
ン
ド
、モ
ン
ゴ

ル
、マレ
ー
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
活
動
を
行って
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
ティア
活
動
の
幅
は
広
く
、芸
術
文
化
学
群
の
ゼ
ミ
生
が
障
が

い
者
施
設
な
ど
で
行
う
演
奏
活
動
、健
康
福
祉
学
群
の
学
生
を
中
心
に

途
上
国
で
の
体
育
教
育
指
導
経
験
、ビ
ジ
ネ
スマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
群
の

ゼ
ミ
で
実
施
さ
れ
て
き
た
駅
前
商
店
街
の
振
興
や
高
齢
化
が
進
む
大

型
団
地
で
の
町
お
こ
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
学
群
の
留

学
先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
履
修
、リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
の
理
系
ゼ
ミ
で
の
小
学
校
の
実
験
協
力
、同
じ
く
政

治
系
ゼ
ミ
で
の
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ま
た
、環
境
学
の
ゼ
ミ
で
の
ご
み

の
分
別
活
動
な
ど
、非
常
に
多
岐
に
わ
た
って
い
る
。そ
の
他
に
も
農

業
、ジェン
ダ
ー
、子
ど
も
と
教
育
、多
文
化
共
生
、復
興
支
援
な
ど
、

専
門
課
程
に
関
連
科
目
が
無
い
も
の
は
、基
礎
課
程
の
地
域
社
会
参

加
と
国
際
理
解
教
育
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。ま
た
、英
語
圏
留
学
生
を

主
た
る
対
象
と
し
た
英
語
で
行
う
科
目
も
あ
る
。

　
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
と
し
て
大
学
教

育
に
正
規
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
メ
リット
は
多
い
。第
一
の
メ
リット
は
、

既
述
の
通
り
教
科
学
習
に
お
け
る
学
習
理
解
の
深
化
で
あ
る
。分
か
り
や

す
い
例
を
あ
げ
れ
ば
、年
少
者
日
本
語
教
育
と
い
う
科
目
で
は
外
国
人
の

子
ど
もへの
学
習
ボ
ラ
ン
ティア
に
受
講
生
が
参
加
し
て
、授
業
で
学
ん
だ

知
識
を
活
用
し
つつ
、現
場
体
験
が
授
業
の
理
解
の
深
ま
り
に
貢
献
し
て

い
る
。あ
る
社
会
学
の
ゼ
ミ
で
は
、高
齢
者
施
設
の
方
々
と
の
傾
聴
活
動
の

中
で
、家
族
社
会
学
に
お
け
る
日
本
の
家
族
の
姿
の
学
び
に
も
な
り
、ま
た

家
族
社
会
学
の
知
識
が
傾
聴
活
動
を
支
え
て
い
る
。実
社
会
で
の
体
験
は

机
上
の
学
び
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
深
い
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、学
習

意
欲
の
高
ま
り
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　
第
二
に
基
本
的
な
知
識
な
し
で
活
動
す
る
こ
と
で
生
ず
る
可
能
性
の
あ

る
誤
解
や
新
た
な
偏
見
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。筆
者
の
専
門
は
国
際
協
力

2 

特
長
と
課
題
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で
あ
る
が
、基
礎
知
識
な
し
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

ティア
活
動
を
し
た
学
生
の
中
に
、非
常
に
限
ら
れ
た
経
験
か
ら
偏った
結

論
を
導
き
出
す
事
例
を
経
験
し
て
い
る
。第
三
に
貴
重
な
学
生
の
現
場
経

験
か
ら
得
ら
れ
る
学
び
の
過
程
を
学
生
個
人
に
任
せ
る
ので
は
な
く
、授
業

内
で
の
教
員
と
履
修
者
間
の
振
り
返
り
を
通
し
て
、よ
り
効
果
的
に
導
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。同
じ
現
場
で
も
違
う
学
生
の
視
点
を
知
る
こ

と
は
視
野
を
広
く
し
、ま
た
自
分
の
経
験
を
言
語
化
し
て
他
者
に
伝
達
す

る
行
為
自
体
が
、学
び
の
重
要
な
過
程
で
あ
る
。こ
う
し
た
一
連
の
過
程

を
教
員
が
ファシ
リ
テ
ー
ト
で
き
れ
ば
、非
常
に
効
果
的
な
学
修
と
な
る
。

　
し
か
し
、一
方
で
課
題
も
あ
る
。課
題
の
第
一
は
教
員
の
負
担
、適
性

の
問
題
で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
大
学
で
は
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ

が
必
修
と
なって
お
り
、ほ
ぼ
全
て
の
教
科
で
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。従
って
、課

題
は
科
目
の
内
容
で
は
な
く
、教
員
の
能
力
や
適
性
の
問
題
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
大
学
教
育
の
一
部
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、ト
ラ
ブ
ル

や
事
故
への
責
任
が
重
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。Ｓ
Ｌ
Ｃ
で
は
、引
受
先
と

の
協
定
、学
生
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
テ
ス
ト
、健
康
診
断
、誓
約
書（
保
護
者

の
同
意
を
含
む
）、学
賠
保
険
、教
員
に
よ
る
活
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を

実
施
し
て
お
り
、考
え
ら
れ
る
リ
ス
ク
対
応
を
行って
い
る
が
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
で

す
べて
を
負
う
こ
と
は
で
き
ず
、教
員
の
負
担
は
軽
く
は
な
い
。

　
２
０
２
１
年
度
に
は
設
立
か
ら
11
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
は
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
管
轄
の
基
礎
教
育
課
程
で
の
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニン
グ
の
設
計
、実
施
、評
価
を
中
心
に
し
て
、専
門
教
育
課
程
で

は
一
部
の
熱
心
な
先
生
方
の
科
目
への
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
指
定
を

行って
き
た
。一
言
で
言
え
ば
、全
学
に
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
を
普
及
す

る
こ
と
で
あった
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。前
者
につい
て
は
、２
０
１
９
年

度
か
ら
紀
要（『
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
と
研
究
』）を
発
行
し

て
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
担
当
教
員
が
総
括
す
る
作
業
に
着
手
し
た
。

　
大
学
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、大
き
な
課
題
は
専
門
教
育
の
中
に
ど

の
よ
う
に
カ
リ
キュラ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
る
か
で
あ
る
。そ
の
意
味
で

現
在
大
き
な
取
り
組
み
と
な
る
の
が
、リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
の
カ
リ

キュラ
ム
改
革
の
中
で
、専
門
課
程
に「
探
究
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

「
卒
業
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
プ
ロ
ジェク
ト
」の
２
科
目
が
新
た
に
設
置

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。前
者
は
３
年
生
の
科
目
で
専
攻
演
習
と
の
選
択

必
修
科
目
で
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
学
生
が
い
く
つ
か
の
課
題
ご

と
に
同
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
す
る
中
で
、専
門
知
識
の
複
合
に
よ

る
複
眼
的
、専
門
横
断
的
な
学
び
を
行
う
科
目
で
あ
る
。後
者
は
、４
年

生
の
卒
論
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、複
数
の
専
門
の
学
生
が
特
定
の
社

3 

桜
美
林
大
学
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
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会
課
題
の
プ
ロ
ジェク
ト
に
１
年
間
か
け
て
取
り
組
む
も
の
で
、専
門
知

識
に
よ
る
社
会
貢
献
を
目
指
す
科
目
で
あ
る
。

　
重
要
な
点
は
、基
礎
教
育
と
専
門
教
育
を
通
し
て
一
貫
し
た
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニン
グ
の
カ
リ
キュラ
ム
が
出
来
上
が
る
こ
と
で
あ
り
、さ
ら
に
前

記
の
科
目
に
は
ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
交
代
制
で
担
当
す
る
こ
と
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、教
員
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
理
解
が
一
気
に
深
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　
従
来
以
上
に
多
く
の
学
生
が
履
修
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

近
隣
の
引
受
先
の
開
拓
や
学
生
と
引
受
先
のマッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
開

発
な
ど
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
の
主
要
な
役
割
は
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
の
学

内
普
及
で
あ
り
、Ｆ
Ｄへの
参
加
、ベス
ト
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ナ
ー
選
考・表

彰
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
併
せ
て
行って
き
た
。今
後
、前
記
の
よ
う

に
リ
ベラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
に
お
い
て
カ
リ
キュラ
ムに
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
、そ
れ
が
さ
ら
に
他
の
学
群
に
ま
で
展
開
し
て
い
く
と
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
の

役
割
に
も
お
の
ず
と
変
化
が
出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。第
一
は
、履

修
者
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
安
全
管
理
上
の
リ
ス
クへの
対
応
で
あ

る
。そ
れ
は
、引
受
先
の
確
保
の
問
題
と
も
当
然
関
係
す
る
課
題
で
あ

る
。モ
ニ
タ
ー
す
る
学
生
の
数
が
増
え
る
こ
と
で
、前
記
の
ア
プ
リ
の
よ

う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
開
発
も
必
須
と
な
る
。第
二
は
、サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニン
グ
の
学
習
効
果
の
研
究
で
あ
る
。よ
り
効
果
的
な
教
授
手
法
の
研

究
開
発
が
重
要
と
な
る
。前
記
の
紀
要
の
発
刊
は
そ
の
第
一
歩
で
あ

り
、計
画
的
な
研
究
活
動
が
必
要
と
な
る
。

　
第
三
は
、大
学
の
知
識
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
プ
ロ
ジェク
ト
の
企

画
で
あ
る
。既
に
一
部
の
教
員
に
よって
地
域
の
要
請
に
応
え
た
学
生

主
体
の
プ
ロ
ジェク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、Ｓ
Ｌ
Ｃ
と
し
て
も
外
部

資
金
の
導
入
を
含
め
て
複
数
の
教
員
に
よ
る
プ
ロ
ジェク
ト
の
構
想
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。第
四
は
、専
門
教
育
の
枠
を
超
え
た
市
民
教
育

の
構
想
で
あ
る
。本
稿
の
最
初
に
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
学
習
の
深

化
、社
会
貢
献
と
並
ん
で
市
民
教
育
が
目
的
で
あ
る
と
書
い
た
が
、こ

れ
ま
で
の
本
学
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
特
定
の
科
目
と
結
び
つ
く

中
で
、社
会
問
題
への
気
付
き
を
高
め
る
こ
と
が
中
心
で
あった
。そ
こ

か
ら
さ
ら
に
自
分
で
考
え
、発
信
し
、積
極
的
に
社
会
改
革
に
取
り
組

む
市
民
マ
イ
ン
ド
を
育
成
す
る
と
い
う
、政
治
参
加
、社
会
参
加
の

意
識
と
実
践
力
を
高
め
る
市
民
教
育
を
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
組
み
込
む
の
か
と
い
う
視
点
も
重
要
と
な
る
。こ
の

視
点
は
検
討
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

4 

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
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２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
14
時
46
分
は
、日
本
に
と
っ

て
、こ
と
に
当
地
東
北
宮
城
県
仙
台
市
で
は
絶
対
に
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
日
時
で
あ
る
。２
万
人
を
超
え
る
死
者・行
方
不
明
者

を
出
し
た
未
曾
有
の
大
災
害
は
、今
な
お
毎
月
11
日
に「
震
災
か

ら
○
年
○
カ
月
」と
報
道
さ
れ
、当
地
に
居
住
す
る
我
々
の
心
に
深

く
刻
ま
れ
た
傷
と
、様
々
な
教
訓
、共
感
を
伝
え
て
い
る
。

　
当
時
の
事
を
思
い
出
す
の
は
少
つ々
ら
い
記
憶
に
触
れ
る
こ
と
に

も
な
る
が
、本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
語
る
上
で
や
は
り
避
け
て
通

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、ま
ず
は
東
日
本
大
震
災
の
時
の
事
か
ら

経
過
を
お
伝
え
し
た
い
。

　
「
東
北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョン
」は
、震
災

の
前
年
か
ら
学
内
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
の
構
想
を
煮
詰
め
る
余
裕
も
な
い
中
、非
常
に
差
し
迫
っ
た
状

況
に
追
い
立
て
ら
れ
て
設
立
さ
れ
た
。

　
発
災
と
ほ
ぼ
同
時
に
停
電
し
た
こ
と
も
あ
り
、我
々
教
職
員
は
、

乏
し
い
情
報
の
も
と
で
混
乱
を
乗
り
切
る
た
め
に
様
々
な
事
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。そ
の
中
の
大
き
な
事
柄
の
一つ
が
、

「
学
生
の
安
否
確
認
」で
あ
っ
た
。春
休
み
期
間
中
と
い
う
こ
と
も

あ
り
授
業
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、課
外
活
動
等
で
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利

用
し
て
い
た
ご
く
一
部
の
学
生
に
つ
い
て
は
比
較
的
安
全
と
判
断

で
き
る
施
設
に
誘
導
し
た
。そ
の
間
に
、ラ
ジ
オ
や
ワ
ン
セ
グ
の
防

災
テ
レ
ビ
か
ら
東
北
地
方
太
平
洋
側
の
沿
岸
部
各
地
域
が
津
波

に
襲
わ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。学
内
で
避
難
さ
せ
た
学
生
以

外
の
大
多
数
の
学
生
た
ち
。帰
省
し
て
い
た
学
生
、ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
学
生
、旅
行
な
ど
で
春
休
み
を
楽
し
ん
で
い
た
学
生・・・

震
災
か
ら
10
年
と

こ
れ
か
ら
の
展
望

菱
河 

亮
平

東
北
学
院
大
学
総
務
部
地
域
連
携
課
係
長

東
北
学
院
大
学

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

£ 

発
災
当
時
の
状
況

は
じ
め
に
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Volunteer Co ordination仙
台
市
・
宮
城
県
を
は
じ
め
他
の
東
北
５
県
を
中
心
に
、１
万
２

千
人
を
数
え
る
学
生
の
安
否
確
認
は
途
方
も
な
く
困
難
を
極
め

た
。教
職
員
も
全
員
が
被
災
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、出
勤
が
可
能

な
者
の
み
大
学
に
駆
け
付
け
、交
代
で
仮
眠
を
取
り
な
が
ら
各
自

が
で
き
る
事
を
行
って
い
た
。

　
そ
う
し
た
動
き
と
同
時
並
行
的
に
、学
生
会
を
中
心
と
し
た
有

志
学
生
が「
自
分
た
ち
に
も
何
か
で
き
な
い
か
」と
避
難
所
設
営

な
ど
を
手
伝
って
く
れ
る
こ
と
と
な
り
、本
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ー
シ
ョン
の
始
祖
と
呼
べる
存
在
と
な
っ
た
。彼
ら
は
、学
内
に

設
け
た
避
難
所
の
管
理
を
行
い
つつ
、当
時
は
今
ほ
ど
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
有
効
な
情
報
源
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆

使
し
、ま
た
、課
外
活
動
団
体
を
中
心
に
メ
ー
ル
を
送
る
な
ど
し

て
、彼
ら
の
可
能
な
範
囲
で
安
否
確
認
を
行
って
く
れ
た
。

　
発
災
か
ら
数
日
経
って
電
気
が
復
旧
し
、テ
レ
ビ
画
面
な
ど
か
ら

お
よ
そ
周
囲
の
凄
惨
な
被
害
が
痛
ま
し
く
伝
わって
き
た
頃
に
は
、

「
被
災
地
に
直
接
足
を
運
ん
で
状
況
を
確
認
し
た
い
」と
い
う
訴

え
を
教
職
員
に
申
し
出
る
者
も
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
市
中
で
は
ガ
ソ
リ
ン
も
枯
渇
し
、ま
た
、道
路
の
被
害
状
況
も
分

か
ら
な
い
た
め
、相
談
を
受
け
た
教
職
員
は
安
全
の
た
め
に
行
動

の
抑
制
を
求
め
た
。し
か
し
、彼
ら
は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
原
動

機
付
自
転
車
で
約
60
㎞
離
れ
た
石
巻
市
ま
で
往
復
し
た
。そ
し

て
、自
分
の
目
で
見
た
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
大
学
に
報
告
し
、大
学
と

し
て
の
支
援
を
行
う
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　
決
し
て
全
て
が
褒
め
ら
れ
る
行
動
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、若
さ
ゆ

え
の
熱
意
に
あ
る
種
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。結
果
的
に
は
、前
記
の
よ
う
な「
自
分
た
ち
も
大
変
だ
が

も
っ
と
大
変
な
人
を
助
け
た
い
」と
い
う
情
熱
が
大
学
を
動
か
し

た
形
に
な
り
、本
学
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置

さ
れ
た
。

　
以
来
約
10
年
、本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョン
は
、発
足
の

経
緯
も
あ
って『
災
害
』の
冠
を
頂
き
、被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。発
災
か
ら
１
〜
２
年
は
直
接
現
地
に
て
瓦

礫
の
撤
去
な
ど
を
行
っ
た
。沿
岸
地
域
が
復
旧
し
て
き
て
か
ら
は

軸
足
を
復
興
に
シ
フ
ト
し
て
活
動
を
継
続
し
た
。現
時
点
で
は
、気

Ó 

学
生
の
自
主
的
活
動
と
「
災
害
ボ
ラ
ス
テ
」
の
設
立

Î 

1 0
年
目
の
岐
路
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仙
沼
市
、石
巻
市（
雄
勝
、牡
鹿
）、七
ヶ
浜
町
、山
元
町
、沿
岸
の

被
災
地
以
外
で
は
太
白
区
あ
す
と
長
町
の
災
害
公
営
住
宅
や
岩

沼
市
の
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
な
ど
、直
接
の
被
害
と
は
関
連
の
な
い
震

災
復
興
に
も
着
手
す
る
よ
う
に
なって
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、本
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョン
は
設
立

か
ら
10
年
目
を
迎
え
、一つ
の
岐
路
に
立
って
い
る
。「
風
化
」と
い

う
言
葉
は
決
し
て
使
い
た
く
は
な
い
。し
か
し
、そ
れ
で
も
や
は
り

10
年
と
い
う
期
間
は
一つ
の
区
切
り
に
な
る
の
で
あ
り
、発
災
直
後

か
ら
の「
大
変
だ
っ
た
」と
い
う
共
有
が
薄
れ
始
め
る
期
間
で
も

あ
る
。も
ち
ろ
ん
、今
で
も
復
興
途
中
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、今
な
お「
大
変
な
」状
況
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
方
も
多
く
お

ら
れ
る
。他
方
で
、日
常
を
取
り
戻
し
て
落
ち
着
い
た
方
も
お
ら

れ
、温
度
差
が
出
始
め
る
の
が
こ
の
10
年
と
い
う
節
目
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。そ
れ
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョン
と
し
て

の
活
動
に
も
直
結
す
る
。「
復
興
」を
目
指
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
い
ま
だ
ゴ
ー
ル
は
見
え
な
い
状
況
だ
が
、で
は
ど
こ
ま
で
活
動
を

続
け
る
の
か
、と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
タ
イ
ミ
ン

グ
に
は
入
って
き
て
い
る
。

　
ま
た
、近
年
は
、東
日
本
大
震
災
以
外
に
も
豪
雨
や
台
風
の
自
然

災
害
が
立
て
続
け
に
あ
り
、新
た
な「
被
災
地
」が
生
ま
れ
て
い

る
。遠
く
は
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
広
島
県
、近
く
は
昨
年
の

台
風
19
号
の
洪
水
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
大
崎
市
や
丸
森
町
な

ど
実
際
に
赴
い
て
活
動
し
た
地
域
も
あ
る
。し
か
し
、現
時
点
で
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョン
の
主
な
活
動
が
、東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
や
、人
員
の
面
か
ら
な
か

な
か
本
腰
を
入
れ
て
支
援
で
き
な
かっ
た
点
は
や
や
反
省
す
る
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
反
省
も
踏
ま
え
、本
学
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は『
災
害
』の
冠
を
脱
ぎ
、震
災
復
興
に
関
す
る
部
分

を
部
門
の
一
つ
と
し
て
残
し
た
上
で
、総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
領
域
を
広
げ
、よ
り
多
く
の
本
学
学

生
が
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
窓
口
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
新
た
な
役
割
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。平
時
は
従

来
の
復
興
支
援
を
は
じ
め
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、ま

た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
訓
練
な
ど
を
行
い
な
が
ら

研
鑽
を
積
む
。も
し
も
ひ
と
た
び
ど
こ
か
で
災
害
が
発
生
し
て
し

まっ
た
場
合
に
は
、現
地
と
連
携
し
て
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す

{ 

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
構
想
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る
。そ
の
よ
う
な
組
織
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
今
後
必
要

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、現
在
学
内
で
協
議
・
模
索
し
て
い
る
最

中
で
あ
る
。

　
普
段
の
研
鑽
案
の
一
例
と
し
て
は
、例
え
ば
現
在
も
す
で
に
夏

季
休
暇
期
間
中
に「
夏
ボ
ラ
」と
称
し
て
他
大
学
生
を
交
え
た
夏

季
集
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
宿
を
行
って
い
る
。こ
れ
ま
で
、国
民
宿

舎
な
ど
に
宿
泊
し
、自
分
た
ち
の
食
べ
る
物
は
屋
内
外
で
自
炊
調

理
を
行
っ
て
き
た
が
、昨
年
度
は
そ
の
合
宿
を
キ
ャ
ン
プ
の
形
で

行
っ
た
。そ
の
内
容
に
さ
ら
に
手
を
加
え
、電
源
に
非
常
時
用
の

発
電
機
を
用
い
る
と
か
、手
に
入
り
や
す
い
食
材
で
簡
単
に
調
理

で
き
る
防
災
メ
ニュ
ー
を
作
って
み
る
な
ど
す
れ
ば
、災
害
を
想
定

し
た
訓
練
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。10
年
前
の
震
災
の
時
に
そ
う
し

た
経
験
や
技
能
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
体
験
し
た
我
々
は
そ
の

必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
、そ
う
いっ
た
活
動
で
培
わ
れ
た
技
能

は
、今
後
ま
た
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
対
応
す
る
基
礎

と
な
り
、防
災
都
市
を
形
成
す
る
上
で
の
一
助
に
も
な
り
う
る
と

思
わ
れ
る
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
ま
だ
構
想
の
域
を
出
な
い
も
の

で
は
あ
る
。し
か
し
、１
０
０
０
年
に
一
度
の
大
災
害
を
経
験
し
た

我
々
は
、こ
の
構
想
を
実
現
す
る
よ
う
努
力
す
る
十
分
な
理
由
が

あ
ろ
う
。

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、10
年
と
い
う
区
切
り
は
日
常
を
取
り

戻
し
た
人
と
、ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
る
人
と
の
間
に
温
度
差
も
生

む
が
、我
々
東
北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
復
興
を
支
援
し
つ
つ
、こ
れ
か
ら
は
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
手
と
担
い
手
の
中
継
駅
と
し
て
の
役
割
を

新
た
に
加
え
、発
展
を
遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。新

た
な
役
割
に
つ
い
て
は
制
度
面
を
は
じ
め
様
々
な
事
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、ま
ず
は
志
を
持
っ
た
学
生
が
自
然
と
セ
ン
タ
ー

に
常
駐
す
る
。そ
ん
な
雰
囲
気
・
状
況
か
ら
始
め
て
い
け
れ
ば
と

思
って
い
る
。

　
こ
の
た
び
の【
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
こ
れ
か

ら
】と
い
う
テ
ー
マ
は
、本
学
の
こ
れ
ま
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

テ
ー
ション
と
し
て
の
発
足
か
ら
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、総
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ど
う
発
展･

継
続
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

今
後
の
構
想
を
改
め
て
考
え
る
の
に
一つ
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、筆
を
置
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に
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成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
４
年
に
発

足
し
た
。こ
れ
に
は
、２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
が
大
き
く
関

わって
い
る
。

　
成
蹊
大
学
に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
模
索
は
早
く
、２
０
０
５
年
度
に
始
ま
って
い
た
。当
時

の
学
長
の
諮
問
に
対
し
て
設
立
の
答
申
が
出
さ
れ
、そ
の
具
体
的

な
プ
ラ
ン
も
作
成
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、学
内
の
一
部
か
ら「
時
期

尚
早
」と
い
う
強
い
反
対
が
出
さ
れ
、２
０
０
７
年
度
に
設
立
の
動

き
は
頓
挫
し
た
。そ
の
状
態
で
大
震
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。授

業
が
震
災
の
制
約
を
受
け
る
中
、学
生
た
ち
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
乗
り
出
し
た
。そ
の
学
生
た
ち
の
活
動
が
大
学
を

動
か
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
至
っ
た
の
で
あ
る

（
竹
内
敬
子「
成
蹊
大
学
に
お
け
る
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」『
社
会
教
育
』72
号
、２
０
１
７
年
）。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、設
立
当
初
か
ら
東
北
復
興
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
行
って

き
た
。福
島
県・宮
城
県
に
、津
波
や
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
の

被
災
地
を
訪
ね
、現
地
の
方
々
か
ら
復
興
の
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
様
子
を
直
接
伺
い
、学
ん
で
き
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
前
に
、ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
現
場
か
ら
学
ぼ

う
と
い
う「
支
援
」の
一
環
で
あ
っ
た
。ま
た
、当
時
は
１
年
生
向
け

の
科
目
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
90
分
授
業
を
１
回

提
供
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
、防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
を

提
供
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
。ま
た
、１
年
生

向
け
の
科
目
提
供
も
２
０
１
９
年
度
で
終
了
し
た
。そ
こ
で
、１
年

生
向
け
科
目
の
内
容
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
吸
収
し
、２
０
２
０

年
度
か
ら
は
防
災
を
セ
ン
タ
ー
活
動
の
テ
ー
マ
の
一つ
に
位
置
付
け

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
、学
生
自
身
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」制
度
を
導
入
し
て
い
た
。こ

れ
は
２
０
２
０
年
度
か
ら「
学
生
ス
タッフ
」制
度
へと
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
学
生
ス
タ
ッフ
組
織
の
下
に
防
災
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
も

構
想
し
て
い
た
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
獲
得
し
、こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の「
成
蹊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
前
年
度
か
ら
導
入

し
て
い
た
。講
座
や
研
修
の
開
催
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィア
先
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
ま
で
を
セ
ッ
ト
に
し
て
学
生
に
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。学

内
や
、大
学
の
あ
る
武
蔵
野
市
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
に
学
生
と

共
に
参
加
し
、ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
と
い
う「
は
じ
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィア
」と
い
う
イ
ベン
ト
も
開
催
し
て
い
た
。２
０
２
０
年
に

予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
て
、学
生・教
職
員
の
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
し
、そ
れ
と
と
も
に
、２
０
２
０
年
大
会
後
も
視
野

に
入
れ
て
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
直
撃
し
た
の

で
あ
る
。

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、２
０
２
０
年
３
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
、２
０
１
９
年
度
の「
仕
上
げ
」に
あ
た
る
行
事

が
全
て
中
止
さ
れ
た
。４
月
に
は
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
。大
学
の
授
業
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
と
さ

れ
、教
職
員
も
可
能
な
か
ぎ
り
自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行

う
こ
と
が
決
定
し
た
。セ
ン
タ
ー
は
、新
年
度
の
体
制
も
構
築
で
き

な
い
ま
ま
に
、感
染
症
対
応
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
も
閉
室
し
た
。学
生
か
ら
の
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
への
対
応
は
継
続
し
た
が
、事
実
上
、何
も
で

き
な
い
状
態
が
続
い
た
。

　
部
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、学
生
の
課
外
活
動
も

禁
止
さ
れ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、学

生
が
主
体
で
行
う
も
の
で
、大
学
の「
課
外
活
動
」と
は
言
い
切
れ

な
い
部
分
が
あ
る
。緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
は
外
出
を
伴
う
活
動

は
事
実
上
強
制
的
に
停
止
さ
れ
て
い
た
が
、宣
言
解
除
後
に
セ
ン

タ
ー
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。結
果
と
し
て
、

各
大
学
の
対
応
を
調
べ
、学
生
に
強
く
注
意
を
喚
起
す
る
告
知
文

を
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。学
生
が「
３
密
」を
回
避
し
て
、そ
れ

ま
で
と
同
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
の
は
現
実
に
は

難
し
く
、緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
学
生
・
教
職
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
不
活
発
に
なって
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、感
染
症
流
行
の
下
で
も
行
え
る
支
援
、感
染
症

流
行
に
対
応
し
た
支
援
の
あ
り
方
への
模
索
も
始
まった
。２
０
２
０

年
度
の
大
学
１
年
生
は
一
度
も
大
学
に
来
た
こ
と
が
な
く
、大
学

の
制
度
が
ど
う
な
って
い
る
か
も
知
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。こ
れ
に

対
し
て
、セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
が
新
入
生
に
対
し
て「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
」を
提
供
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、こ
れ
を
成
蹊

大
学
で
も
行
え
な
い
か
と
い
う
検
討
が
始
ま
っ
た
。こ
こ
で
も
学
生

の
動
き
が
先
行
し
て
い
た
。あ
る
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、新
入
生
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
の
疑
問
や
相
談
を

受
け
付
け
、場
合
に
よって
は
大
学
側
の
問
い
合
わ
せ
先
を
教
え
る

と
い
う
活
動
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。セ
ン
タ
ー
で
は
、前
年
度

の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
移
行
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
主
体
と
な

り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
の
下
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
入
生
に
対

す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
なっ
た
。す
な
わ
ち
、７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
新
入
生
を
招
い
て「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」

を
開
催
し
、大
学
で
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
紹
介
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
活
動
に
は
、学
生
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、学
生
の「
協
力
者
」も
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
た
。ツ
イ
ッ
タ
ー
で
新
入
生
の
質
問
に
答
え
て
い
た
学
生
も
、学

生
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
か
っ
た
が「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」に
参
加
し

て
、学
生
た
ち
の
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
し
か
し
、７
〜
８
月
は
東
京
都
の
感
染
再
拡
大
を
迎
え
て
い
た

時
期
で
あ
り
、活
動
は
依
然
と
し
て
模
索
状
態
が
続
い
た
。国
際

交
流
活
動
の
分
野
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
海
外
と
つ
な

が
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た
。セ
ン
タ
ー
で
も
、

従
来
の
成
蹊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
さ

せ
、ま
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
た
。た
だ
、防
災
に
し
て
も
福
祉
関
係
に
し
て
も
、

講
座
を
実
践
に
接
続
す
る
と
い
う
面
で
は
依
然
と
し
て
制
約
が
大

き
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た
い
学
生・教
職
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
践
へ
と
結
び
付
け
る
と
い
う
形
の「
支
援
」を
十
分
に
実

現
す
る
に
は
至
って
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
、具
体
的
な
活
動
の
た
め
で
な
く
て
も

セ
ン
タ
ー
に
や
って
来
て
、学
生
同
士
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と

り
と
め
の
な
い
話
を
し
た
り
昼
食
を
食
べ
た
り
と
思
い
思
い
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
提
供
し
、そ
れ
に
よって
学
生
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
を
持
って
も
ら
う
と
い
う
方
針
で
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
き
た
。そ
う
い
う
中
か
ら
学
生
同
士
や
そ
れ
を
超
え
た
範
囲
で

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、新
た
な
活
動
に
つ
な
が
って
も
い
た
。こ
れ

ら
の
活
動
も
行
え
な
く
なっ
た
。

　
９
月
現
在
、セ
ン
タ
ー
で
は
、訪
問
者
の
検
温
を
実
施
で
き
る
態

勢
を
整
え
、「
３
密
」を
回
避
す
る
た
め
に
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
を
変

更
し
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、学
生
の
訪
問
に
対
応

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
と
人
と
の
密
接
な
接
触
を
必

須
と
す
る
も
の
が
多
い
。デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
で
人
間

同
士
の
接
触
が
希
薄
に
な
る
の
に
抗
し
て
、人
間
と
人
間
の
直
接

の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
。そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
な

意
義
の
一つ
と
考
え
、私
た
ち
も
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
た
。単
に
座
学
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
や
、災
害
の
発
生
し
た
現
地
か
ら

災
害
対
応
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
そ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、今
回
の「
コ
ロ
ナ
禍
」で
は
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
、人
と
人
と
の
対
面
・
接
触
を
伴
わ
な
い
活
動
、デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
交
換
と
デ
リ
バ
リ
ー
に
基
づ
く
モ
ノ
の
や

り
と
り
が
進
む
社
会
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
そ
れ
への
支
援
を

ど
う
対
応
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
意
識
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。「
コロ
ナ
禍
」は
そ
こ
を
直
撃
し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
間
と
人
間
の
つ
な
が
り
を
基
本
に
す
る
も
の
で
あ

る
。そ
の
部
分
を
変
え
ず
に
、ど
う
や
って
こ
の
感
染
症
災
害
の
教

訓
を
取
り
入
れ
、「
新
し
い
」社
会
に
よ
り
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
あ
り
方
を
見
い
だ
し
て
い
く
か
。こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
う
。こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、私
た
ち
は
一
歩
で
も
先

に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ま
強
く
感
じ
て
い
る
。

£ 
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成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
４
年
に
発

足
し
た
。こ
れ
に
は
、２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
が
大
き
く
関

わって
い
る
。

　
成
蹊
大
学
に「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
模
索
は
早
く
、２
０
０
５
年
度
に
始
ま
って
い
た
。当
時

の
学
長
の
諮
問
に
対
し
て
設
立
の
答
申
が
出
さ
れ
、そ
の
具
体
的

な
プ
ラ
ン
も
作
成
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、学
内
の
一
部
か
ら「
時
期

尚
早
」と
い
う
強
い
反
対
が
出
さ
れ
、２
０
０
７
年
度
に
設
立
の
動

き
は
頓
挫
し
た
。そ
の
状
態
で
大
震
災
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。授

業
が
震
災
の
制
約
を
受
け
る
中
、学
生
た
ち
が
積
極
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
乗
り
出
し
た
。そ
の
学
生
た
ち
の
活
動
が
大
学
を

動
か
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
至
っ
た
の
で
あ
る

（
竹
内
敬
子「
成
蹊
大
学
に
お
け
る
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」『
社
会
教
育
』72
号
、２
０
１
７
年
）。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、設
立
当
初
か
ら
東
北
復
興
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
行
って

き
た
。福
島
県・宮
城
県
に
、津
波
や
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
の

被
災
地
を
訪
ね
、現
地
の
方
々
か
ら
復
興
の
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
様
子
を
直
接
伺
い
、学
ん
で
き
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
前
に
、ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
現
場
か
ら
学
ぼ

う
と
い
う「
支
援
」の
一
環
で
あ
っ
た
。ま
た
、当
時
は
１
年
生
向
け

の
科
目
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
90
分
授
業
を
１
回

提
供
す
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
、防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
を

提
供
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
相
次
い
だ
。ま
た
、１
年
生

向
け
の
科
目
提
供
も
２
０
１
９
年
度
で
終
了
し
た
。そ
こ
で
、１
年

生
向
け
科
目
の
内
容
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
吸
収
し
、２
０
２
０

年
度
か
ら
は
防
災
を
セ
ン
タ
ー
活
動
の
テ
ー
マ
の
一つ
に
位
置
付
け

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
、学
生
自
身
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」制
度
を
導
入
し
て
い
た
。こ

れ
は
２
０
２
０
年
度
か
ら「
学
生
ス
タッフ
」制
度
へと
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
学
生
ス
タ
ッフ
組
織
の
下
に
防
災
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と
も

構
想
し
て
い
た
。ま
た
、セ
ン
タ
ー
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
ス

キ
ル
を
獲
得
し
、こ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の「
成
蹊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
前
年
度
か
ら
導
入

し
て
い
た
。講
座
や
研
修
の
開
催
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィア
先
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
ま
で
を
セ
ッ
ト
に
し
て
学
生
に
提
供
す
る
制
度
で
あ
る
。学

内
や
、大
学
の
あ
る
武
蔵
野
市
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
に
学
生
と

共
に
参
加
し
、ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る
と
い
う「
は
じ
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィア
」と
い
う
イ
ベン
ト
も
開
催
し
て
い
た
。２
０
２
０
年
に

予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
て
、学
生・教
職
員
の
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
し
、そ
れ
と
と
も
に
、２
０
２
０
年
大
会
後
も
視
野

に
入
れ
て
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
直
撃
し
た
の

で
あ
る
。

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、２
０
２
０
年
３
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
、２
０
１
９
年
度
の「
仕
上
げ
」に
あ
た
る
行
事

が
全
て
中
止
さ
れ
た
。４
月
に
は
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
。大
学
の
授
業
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
と
さ

れ
、教
職
員
も
可
能
な
か
ぎ
り
自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行

う
こ
と
が
決
定
し
た
。セ
ン
タ
ー
は
、新
年
度
の
体
制
も
構
築
で
き

な
い
ま
ま
に
、感
染
症
対
応
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
も
閉
室
し
た
。学
生
か
ら
の
メ
ー

ル
で
の
問
い
合
わ
せ
への
対
応
は
継
続
し
た
が
、事
実
上
、何
も
で

き
な
い
状
態
が
続
い
た
。

　
部
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、学
生
の
課
外
活
動
も

禁
止
さ
れ
た
。こ
れ
に
対
し
て
、学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、学

生
が
主
体
で
行
う
も
の
で
、大
学
の「
課
外
活
動
」と
は
言
い
切
れ

な
い
部
分
が
あ
る
。緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
は
外
出
を
伴
う
活
動

は
事
実
上
強
制
的
に
停
止
さ
れ
て
い
た
が
、宣
言
解
除
後
に
セ
ン

タ
ー
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。結
果
と
し
て
、

各
大
学
の
対
応
を
調
べ
、学
生
に
強
く
注
意
を
喚
起
す
る
告
知
文

を
発
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。学
生
が「
３
密
」を
回
避
し
て
、そ
れ

ま
で
と
同
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
の
は
現
実
に
は

難
し
く
、緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
学
生
・
教
職
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
不
活
発
に
なって
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、感
染
症
流
行
の
下
で
も
行
え
る
支
援
、感
染
症

流
行
に
対
応
し
た
支
援
の
あ
り
方
への
模
索
も
始
まった
。２
０
２
０

年
度
の
大
学
１
年
生
は
一
度
も
大
学
に
来
た
こ
と
が
な
く
、大
学

の
制
度
が
ど
う
な
って
い
る
か
も
知
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。こ
れ
に

対
し
て
、セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
が
新
入
生
に
対
し
て「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
」を
提
供
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、こ
れ
を
成
蹊

大
学
で
も
行
え
な
い
か
と
い
う
検
討
が
始
ま
っ
た
。こ
こ
で
も
学
生

の
動
き
が
先
行
し
て
い
た
。あ
る
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、新
入
生
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
の
疑
問
や
相
談
を

受
け
付
け
、場
合
に
よって
は
大
学
側
の
問
い
合
わ
せ
先
を
教
え
る

と
い
う
活
動
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。セ
ン
タ
ー
で
は
、前
年
度

の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
移
行
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
主
体
と
な

り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
の
下
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
入
生
に
対

す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
なっ
た
。す
な
わ
ち
、７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
新
入
生
を
招
い
て「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」

を
開
催
し
、大
学
で
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
紹
介
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
活
動
に
は
、学
生
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、学
生
の「
協
力
者
」も
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
た
。ツ
イ
ッ
タ
ー
で
新
入
生
の
質
問
に
答
え
て
い
た
学
生
も
、学

生
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
か
っ
た
が「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」に
参
加
し

て
、学
生
た
ち
の
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
し
か
し
、７
〜
８
月
は
東
京
都
の
感
染
再
拡
大
を
迎
え
て
い
た

時
期
で
あ
り
、活
動
は
依
然
と
し
て
模
索
状
態
が
続
い
た
。国
際

交
流
活
動
の
分
野
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
海
外
と
つ
な

が
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た
。セ
ン
タ
ー
で
も
、

従
来
の
成
蹊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
さ

せ
、ま
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
た
。た
だ
、防
災
に
し
て
も
福
祉
関
係
に
し
て
も
、

講
座
を
実
践
に
接
続
す
る
と
い
う
面
で
は
依
然
と
し
て
制
約
が
大

き
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た
い
学
生・教
職
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
践
へ
と
結
び
付
け
る
と
い
う
形
の「
支
援
」を
十
分
に
実

現
す
る
に
は
至
って
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
、具
体
的
な
活
動
の
た
め
で
な
く
て
も

セ
ン
タ
ー
に
や
って
来
て
、学
生
同
士
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と

り
と
め
の
な
い
話
を
し
た
り
昼
食
を
食
べ
た
り
と
思
い
思
い
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
提
供
し
、そ
れ
に
よって
学
生
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
を
持
って
も
ら
う
と
い
う
方
針
で
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
き
た
。そ
う
い
う
中
か
ら
学
生
同
士
や
そ
れ
を
超
え
た
範
囲
で

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、新
た
な
活
動
に
つ
な
が
って
も
い
た
。こ
れ

ら
の
活
動
も
行
え
な
く
なっ
た
。

　
９
月
現
在
、セ
ン
タ
ー
で
は
、訪
問
者
の
検
温
を
実
施
で
き
る
態

勢
を
整
え
、「
３
密
」を
回
避
す
る
た
め
に
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
を
変

更
し
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、学
生
の
訪
問
に
対
応

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
と
人
と
の
密
接
な
接
触
を
必

須
と
す
る
も
の
が
多
い
。デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
で
人
間

同
士
の
接
触
が
希
薄
に
な
る
の
に
抗
し
て
、人
間
と
人
間
の
直
接

の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
。そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
な

意
義
の
一つ
と
考
え
、私
た
ち
も
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
た
。単
に
座
学
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
や
、災
害
の
発
生
し
た
現
地
か
ら

災
害
対
応
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
そ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、今
回
の「
コ
ロ
ナ
禍
」で
は
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
、人
と
人
と
の
対
面
・
接
触
を
伴
わ
な
い
活
動
、デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
交
換
と
デ
リ
バ
リ
ー
に
基
づ
く
モ
ノ
の
や

り
と
り
が
進
む
社
会
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
そ
れ
への
支
援
を

ど
う
対
応
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
意
識
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。「
コロ
ナ
禍
」は
そ
こ
を
直
撃
し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
間
と
人
間
の
つ
な
が
り
を
基
本
に
す
る
も
の
で
あ

る
。そ
の
部
分
を
変
え
ず
に
、ど
う
や
って
こ
の
感
染
症
災
害
の
教

訓
を
取
り
入
れ
、「
新
し
い
」社
会
に
よ
り
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
あ
り
方
を
見
い
だ
し
て
い
く
か
。こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
う
。こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、私
た
ち
は
一
歩
で
も
先

に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ま
強
く
感
じ
て
い
る
。

Ó 「
コ
ロ
ナ
禍
」
下
で
の
模
索
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Volunteer Co ordination ま
で
と
同
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
の
は
現
実
に
は

難
し
く
、緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
学
生
・
教
職
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
不
活
発
に
なって
い
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、感
染
症
流
行
の
下
で
も
行
え
る
支
援
、感
染
症

流
行
に
対
応
し
た
支
援
の
あ
り
方
への
模
索
も
始
まった
。２
０
２
０

年
度
の
大
学
１
年
生
は
一
度
も
大
学
に
来
た
こ
と
が
な
く
、大
学

の
制
度
が
ど
う
な
って
い
る
か
も
知
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。こ
れ
に

対
し
て
、セ
ン
タ
ー
で
は
、学
生
が
新
入
生
に
対
し
て「
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
」を
提
供
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、こ
れ
を
成
蹊

大
学
で
も
行
え
な
い
か
と
い
う
検
討
が
始
ま
っ
た
。こ
こ
で
も
学
生

の
動
き
が
先
行
し
て
い
た
。あ
る
学
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、新
入
生
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
の
疑
問
や
相
談
を

受
け
付
け
、場
合
に
よって
は
大
学
側
の
問
い
合
わ
せ
先
を
教
え
る

と
い
う
活
動
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。セ
ン
タ
ー
で
は
、前
年
度

の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
移
行
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
主
体
と
な

り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
の
下
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
入
生
に
対

す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
なっ
た
。す
な
わ
ち
、７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
新
入
生
を
招
い
て「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」

を
開
催
し
、大
学
で
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
紹
介
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
活
動
に
は
、学
生
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、学
生
の「
協
力
者
」も
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

し
た
。ツ
イ
ッ
タ
ー
で
新
入
生
の
質
問
に
答
え
て
い
た
学
生
も
、学

生
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
か
っ
た
が「
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
」に
参
加
し

て
、学
生
た
ち
の
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

　
し
か
し
、７
〜
８
月
は
東
京
都
の
感
染
再
拡
大
を
迎
え
て
い
た

時
期
で
あ
り
、活
動
は
依
然
と
し
て
模
索
状
態
が
続
い
た
。国
際

交
流
活
動
の
分
野
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
海
外
と
つ
な

が
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た
。セ
ン
タ
ー
で
も
、

従
来
の
成
蹊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
さ

せ
、ま
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
た
。た
だ
、防
災
に
し
て
も
福
祉
関
係
に
し
て
も
、

講
座
を
実
践
に
接
続
す
る
と
い
う
面
で
は
依
然
と
し
て
制
約
が
大

き
く
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た
い
学
生・教
職
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
践
へ
と
結
び
付
け
る
と
い
う
形
の「
支
援
」を
十
分
に
実

現
す
る
に
は
至
って
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
、具
体
的
な
活
動
の
た
め
で
な
く
て
も

セ
ン
タ
ー
に
や
って
来
て
、学
生
同
士
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と

り
と
め
の
な
い
話
を
し
た
り
昼
食
を
食
べ
た
り
と
思
い
思
い
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
提
供
し
、そ
れ
に
よって
学
生
に
ボ
ラ
ン

特 集大学ボランティアセンターの役割とこれから
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Volunteer Co ordinationテ
ィ
ア
に
関
心
を
持
って
も
ら
う
と
い
う
方
針
で
セ
ン
タ
ー
を
開
い

て
き
た
。そ
う
い
う
中
か
ら
学
生
同
士
や
そ
れ
を
超
え
た
範
囲
で

の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、新
た
な
活
動
に
つ
な
が
って
も
い
た
。こ
れ

ら
の
活
動
も
行
え
な
く
なっ
た
。

　
９
月
現
在
、セ
ン
タ
ー
で
は
、訪
問
者
の
検
温
を
実
施
で
き
る
態

勢
を
整
え
、「
３
密
」を
回
避
す
る
た
め
に
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
を
変

更
し
、パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、学
生
の
訪
問
に
対
応

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
と
人
と
の
密
接
な
接
触
を
必

須
と
す
る
も
の
が
多
い
。デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
で
人
間

同
士
の
接
触
が
希
薄
に
な
る
の
に
抗
し
て
、人
間
と
人
間
の
直
接

の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
。そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
な

意
義
の
一つ
と
考
え
、私
た
ち
も
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
た
。単
に
座
学
で
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、学
ん
だ
こ
と
を
実
践

に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
や
、災
害
の
発
生
し
た
現
地
か
ら

災
害
対
応
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
そ
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、今
回
の「
コ
ロ
ナ
禍
」で
は
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
、人
と
人
と
の
対
面
・
接
触
を
伴
わ
な
い
活
動
、デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
情
報
交
換
と
デ
リ
バ
リ
ー
に
基
づ
く
モ
ノ
の
や

り
と
り
が
進
む
社
会
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
そ
れ
への
支
援
を

ど
う
対
応
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
意
識
が
十
分
で
な
か
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
と
思
う
。「
コロ
ナ
禍
」は
そ
こ
を
直
撃
し
た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
間
と
人
間
の
つ
な
が
り
を
基
本
に
す
る
も
の
で
あ

る
。そ
の
部
分
を
変
え
ず
に
、ど
う
や
って
こ
の
感
染
症
災
害
の
教

訓
を
取
り
入
れ
、「
新
し
い
」社
会
に
よ
り
寄
り
添
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
あ
り
方
を
見
い
だ
し
て
い
く
か
。こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
う
。こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、私
た
ち
は
一
歩
で
も
先

に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ま
強
く
感
じ
て
い
る
。

Î 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

Special feature
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今
春
よ
り
学
校
法
人
東
京
女
子
大
学
の
理
事

長
に
就
任
し
た
。大
学
院
で
経
営
学
の
教
鞭
を
執

る
一
方
、企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
等
で
ビ

ジ
ネ
ス
も
経
験
し
て
き
た
。そ
こ
で
企
業
経
営
の
視

点
で
大
学
経
営
を
眺
め
て
み
た
。す
る
と
、企
業
と

大
学
は
、あ
る
共
通
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。そ
れ
は
、「
存
在
価
値（
レ
ゾ
ン
デ
ー

ト
ル
）を
再
吟
味
す
る
」と
い
う
本
源
的
課
題
だ
。

　
え
ー
。企
業
の
存
在
価
値
は
企
業
理
念
に
書
い
て

あ
る
で
は
な
い
か
、と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。し

か
し
、企
業
創
業
期
の
社
会
的
存
在
価
値
が
長
い
環

境
変
化
の
中
で
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。そ
の
場

合
は
、新
し
い
時
代
環
境
に
適
し
た「
存
在
価
値
の

再
定
義
」が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、企
業
理
念
は
時
代
に
適
合
し
て
い
る
が
、

現
実
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
実
態
が
理
念
と
乖
離
し
て

い
て
、顧
客
の
信
頼
を
失
い
業
績
が
衰
退
し
て
い
る

企
業
も
あ
る
。そ
う
し
た
と
き
、名
経
営
者
は
、「
存

在
価
値
の
磨
き
直
し・顕
在
化
」を
リ
ー
ド
す
る
。

　
存
在
価
値
の
再
吟
味
を
全
社
一
丸
と
な
って
真

剣
に
取
り
組
む
中
で
、自
然
と
生
産・商
品
開
発・販

売・サ
ー
ビ
ス
が
抜
本
的
に
刷
新
さ
れ
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
始
ま
り
、社
会
的
評
価
を
上
げ
る
の
だ
。

　
大
学
も
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
。ど
の
大
学
も

立
派
な
理
念
を
掲
げ
、今
ま
で
は
社
会
貢
献
度
が
高

い
存
在
で
あ
っ
た
。し
か
し
、大
学
の
大
衆
化
、女
性

の
社
会
進
出
の
拡
大
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ー
タ
社

会
の
進
展
な
ど
、環
境
が
大
変
化
し
た
。そ
の
た
め
、

か
つ
て
の
社
会
的
存
在
価
値
が
薄
れ
て
き
て
い
た

り
、いつ
の
間
に
か
、大
学
の
理
念
と
現
実
の
乖
離
が

大
き
く
なった
実
態
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、

“
W

ho are W
e?”

（
新
し
い
環
境
で

当
校
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
）

そ
し
て
、

“
H
ow

 to Enhance our V
alue?”

（
ど
う
やって
、よ
り
高
い
教
育
価
値
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
教
育
内
容
や
教
育
方
法
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
し
よ

う
か
?
）と
いっ
た
、企
業
が
行
う
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル

の
再
吟
味
を
、大
学
も
真
剣
に
実
施
し
て
み
れ
ば
、

未
来
像
も
、や
る
べ
き
こ
と
も
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
？

大学の“存在価値”を再吟味しよう
安田　隆二

学校法人東京女子大学 理事長
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と
こ
ろ
で
、企
業
経
営
者
が
存
在
価
値
の
再
定
義

や
磨
き
直
し
に
力
を
入
れ
る
の
は
、そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
企
業
ビ
ジ
ョン
が
、「
社
員
の
心
を
燃
や
し
、絆

を
強
め
、期
待
以
上
の
潜
在
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
」可
能
性
を
知
って
い
る
か
ら
だ
。企
業
の
最
大
の

資
産
は
、ビ
ジョン
に
心
を
燃
や
す
ヒ
ト
で
あ
る
。

　
大
学
の
か
け
が
え
の
な
い
資
産
も
、教
職
員
と
学

生
と
い
う
ヒ
ト
で
は
な
か
ろ
う
か
。大
学
の
明
確
な

存
在
価
値
を
誇
れ
な
く
て
、ど
う
し
て
教
職
員
が

教
育
研
究
に
パッ
シ
ョ
ン
を
燃
や
す
で
あ
ろ
う
か
？

大
学
の
実
態
が
理
念
と
乖
離
し
た
ま
ま
で
い
て
、ど

う
し
て
学
生
が
大
学
を
信
頼
し
て
必
死
に
学
ぼ
う

と
す
る
だ
ろ
う
か
？

　
経
営
学
者
ジェ
ー
ム
ズ・C・コ
リ
ン
ズ
は
、「
真
に

優
秀
な
企
業
は
、大
胆
な
戦
略
と
規
律
あ
る
管
理

を
行
う
企
業
で
は
な
い
。会
社
全
体
が
使
命
感
に
燃

え
明
日
の
希
望
に
溢
れ
、働
く
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
感

が
満
ち
て
い
る
企
業
だ
」と
説
い
て
い
る
。

　
理
事
長
の
役
割
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
き
回
って
、

教
職
員
が
生
き
生
き
と
教
育
研
究
に
勤
し
み
、学

生
の
目
が
輝
い
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
の
よ
う
だ
。

 

大
学
が「
存
在
価
値
を
高
め
る
に
は
、未
来
への
投

資
が
必
要
」な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。研
究
費
、

奨
学
金
や
留
学
支
援
、キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
、デ
ジ
タ
ル

投
資
な
ど
、教
育
の
品
質
向
上
に
投
資
し
な
い
と
、

存
在
価
値
は
高
ま
ら
な
い
。そ
う
な
る
と「
未
来
の

投
資
原
資
と
し
て
の
収
益
の
確
保
」が
大
学
経
営

の
重
要
課
題
と
な
る
。未
来
投
資
原
資
と
し
て
の

収
益
を
上
げ
る
に
は
、付
加
価
値
を
上
げ
る
と
と
も

に
、コ
ス
ト
構
造
を
少
子
化
に
備
え
て
身
の
丈
に
す

る
努
力
も
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
う
し
た
と
き
、明
治
の
実
業
家
渋
沢
栄
一
の
言

葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。「
事
業
家
の
真
価
は
、ど
れ
だ

け
経
費
を
詰
め
て
金
儲
け
し
た
か
で
は
な
く
、ど
れ

だ
け
大
き
な
未
来
への
投
資
を
し
た
か
で
決
ま
る
」

　
ふ
と
、こ
の
原
稿
を
見
た
妻
が
つ
ぶ
や
い
た
。

「
大
学
の
存
在
感
を
考
え
る
前
に
、あ
な
た
の
我
が

家
で
の
存
在
感
を
再
吟
味
し
た
方
が
い
い
わ
よ
」

夫
で
あ
り
父
で
あ
る
存
在
価
値
が
揺
ら
い
で
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

ずいそう Occasional thoughts
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小 特 集
Minor Special issue

座
談
会
連
動
企
画

座
談
会
連
動
企
画

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
心
の
ケ
ア

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、多
く
の
大
学

が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
移
行
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
構
を
大
幅
に
制

限
し
て
い
る
。

　
今
春
か
ら
大
学
に
入
っ
た
新
入
生
や
留
学
生
の
中
に
は
、入
学

後
に
一
度
も
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

学
生
も
見
ら
れ
る
。そ
の
中
に
は
、例
年
の
よ
う
に
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、所
属
大
学
への
帰
属
意
識
を
持
て
な
い
ま
ま
、孤
独
感
や
精

神
的
な
不
調
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

　
ま
た
、す
で
に
一
定
の
交
友
関
係
や
居
場
所
を
有
す
る
２
年
次

以
上
の
在
学
生
も
、春
学
期
を
経
て
も
な
お
感
染
収
束
が
見
込
め

な
い
中
、年
度
後
半
に
向
け
て
、春
学
期
と
は
ま
た
違
っ
た
悩
み
や

感
情
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
号
で
は
座
談
会
と
小
特
集
の
連
動
企
画
に
よ
り
、感
染
収
束

が
見
込
め
な
い
中
に
お
い
て
、大
学
と
し
て
学
生
に
ど
の
よ
う
な
心

の
ケ
ア（
支
援
）を
行
え
る
の
か
を
考
え
る
機
会
と
す
る
。座
談
会

で
は
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
専
門
家
な
ら
び
に
大
学
関
係
者
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、コロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
の
現

況
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、学
生
支
援
の
現
場
で
明
ら
か

に
な
っ
た
課
題
や
、今
後
の
支
援
の
方
向
性（
例
え
ば
、大
学
全
体

で
対
面
対
応
を
徐
々
に
増
や
す
な
ど
し
て
学
生
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス

を
保
って
い
く
な
ど
）に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
小
特
集
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
通
じ
て
大
学
等
が
行
って
い

る
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や

課
題
を
共
有
し
て
、今
後
の
各
大
学
で
の
支
援
策
検
討
の
一
助
と

し
た
い
。

＊
本
企
画
と
併
せ
て
、座
談
会（
Ｐ
16
〜
）も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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い
ま
大
学
学
生
相
談
室
に
で
き
る
こ
と

安
藤 

寿
康　
慶
應
義
塾
大
学 

学
生
相
談
室
長・文
学
部
教
授

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
相
談
の
模
索

―

学
内
連
携
の
も
と
で―

井
口 

知
子　
大
正
大
学 
学
生
相
談
室
相
談
員

学
生
相
談
の
新
し
い
様
式
へ

―

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る

   

日
本
学
生
相
談
学
会
の
取
り
組
み―

日
本
学
生
相
談
学
会

学
生
相
談
に
お
け
る
遠
隔
相
談
導
入
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム

C
O

N
T
E
N

T
S
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日
本
学
生
相
談
学
会
は
、わ
が
国
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
学

生
の
相
談
に
関
わ
る
教
職
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
個
人
会
員

１
４
０
０
名
余
と
、大
学
等
の
３
０
０
弱
の
機
関
会
員
な
ど
か
ら
な

る
組
織
で
、前
身
の
学
生
相
談
研
究
会
か
ら
数
え
る
と
約
65
年
の

歴
史
を
も
つ
。高
等
教
育
の
現
場
は
時
代
社
会
の
影
響
を
直
接
に
受

け
や
す
く
、学
生
が
遭
遇
す
る
心
の
成
長
課
題
も
そ
れ
に
応
じ
て

刻
々
と
変
化
し
て
い
く
た
め
、学
会
と
し
て
の
主
要
な
責
務
の
一
つ

は
、新
た
な
知
見
を
常
に
集
積
し
、そ
の
時
代
に
即
し
た
学
生
相
談

と
支
援
の
方
法
論
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
今
年
に
入
り
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
わ
が
国

で
も
危
機
感
を
も
って
受
け
止
め
ら
れ
始
め
た
２
月
下
旬
ご
ろ
か

ら
、本
学
会
は
会
員
に
向
け
て
、学
生
相
談
担
当
者
が
日
々
の
活
動

の
手
掛
か
り
と
で
き
る
よ
う
な
メッ
セ
ー
ジ
を
早
期
に
発
信
す
る
必

要
を
強
く
感
じ
、学
会
の
ウェ
ブ
サ
イ
ト
や
会
員
への
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
行
って
き
た
。本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
約
７
カ
月
の
活
動
を
報
告
し
、今
後
に
向
け
た
若
干
の

考
察
を
行
い
た
い
。

　　
コロ
ナ
禍
が
私
た
ち
の
心
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
認
識

さ
れ
る
と
、わ
が
国
の
心
理
学
関
連
の
学
会
や
諸
団
体
は
、次
々
と
コ

ロ
ナ
ス
ト
レ
スへの
対
処
法
や
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
メッセ
ー
ジ
を
ウェブ

サ
イ
ト
上
で
広
く
会
員
と
社
会
に
向
け
て
発
信
し
始
め
た
。そ
の
中

で
も
本
学
会
は
、会
員
が「
今
、何
を
考
え
、何
を
す
れ
ば
よ
い
か
」に

つ
い
て
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、よ
り
具
体
的
な
レ
ベル
で
の

発
信
を
試
み
た
。「
な
ぜ
、あ
の
よ
う
に
早
く
発
信
で
き
た
の
か
」と
い

う
質
問
を
、後
々
各
所
か
ら
受
け
た
が
、そ
れ
に
は
以
下
に
述
べる
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
働
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

£   

危
機
対
応
の
初
動―

「
遠
隔
相
談
導
入
検
討
チ
ー
ム
」

　
　立
ち
上
げ
と
最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
ま
で

日
本
学
生
相
談
学
会

  
学
生
相
談
に
お
け
る
遠
隔
相
談
導
入
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
＊

学
生
相
談
の
新
し
い
様
式
へ

―

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に

　
お
け
る
日
本
学
生
相
談
学
会
の
取
り
組
み―
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ま
ず
、本
学
会
は
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
の「
顔
の
見
え
る
」学
会
で

あ
り
、ま
た
何
よ
り
も
実
践
家
の
集
ま
り
で
あ
る
。現
執
行
部
は
み

な
学
生
相
談
の
現
場
で
各
種
の
危
機
対
応
を
行
う
専
門
家
で
も
あ

り
、初
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て
身
を
も
って
知
って
い
た
。危
機
対
応

に
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、社
会
を

揺
る
が
す
自
然
災
害
も
当
然
含
ま
れ
て
い
る
。私
た
ち
は
そ
の
際
に

大
学
と
学
生
に
何
が
起
き
る
か
、何
が
求
め
ら
れ
る
か
につ
い
て
の
経

験
知
を
多
少
な
り
と
も
蓄
え
て
い
た
。さ
ら
に
、ウェ
ブ
サ
イ
ト
の
更

新
を
業
者
に
委
託
せ
ず
内
部
で
行
って
お
り
、ち
ょ
う
ど
昨
年
秋
か

ら
会
員
への
メ
ー
ル
ニュ
ー
ス
配
信
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と

も
相
ま
って
、迅
速
で
柔
軟
な
情
報
発
信
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、本
学
会
と
し
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

２
月
26
日
に
始
ま
っ
た
。同
日
、常
任
理
事
の
１
人
が
勤
務
す
る
北

海
道
内
の
大
学
が
、道
内
感
染
者
が
全
国
最
多
に
なっ
た
こ
と
を
受

け
学
生
の
入
構
禁
止
を
決
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
、常
任
理
事
間
で

情
報
共
有
と
コロ
ナ
対
応
に
関
す
る
意
見
交
換
が
緊
密
に
な
さ
れ

た
。ほ
ぼ
毎
月
対
面
で
開
催
し
て
い
た
常
任
理
事
会
の
会
合
は
、２

月
中
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
決
まった
。

　
３
月
２
日
に
は「
お
知
ら
せ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V
ID

-19

）への
対
応
に
つ
い
て
」を
ウェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、

会
員
に
向
け
て
、所
属
機
関
の
学
生
の
安
心
と
安
全
に
つ
い
て
万
全

の
配
慮
を
お
願
い
す
る
メッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

　
常
任
理
事
会
で
は
、従
来
の「
来
室（
対
面
）」を
基
本
と
す
る
学

生
相
談
に
代
わ
る
新
た
な
方
法
につ
い
て
の
適
切
な
情
報
発
信
の
必

要
が
喫
緊
課
題
と
し
て
共
有
さ
れ
、３
月
５
日
に
は「
学
会
と
し
て

の
発
信
」の
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。迅
速
な
対
応
を
可
能
に
す
る
た

め
に
作
業
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、３
月
９
日
に
は「
学
生
相
談
に
お
け

る
遠
隔
相
談
導
入
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
」と
呼
称
す
る
こ
と
を
決

め
た
。メ
ン
バ
ー
は
、理
事
長
、事
務
局
長
を
は
じ
め
、関
係
す
る
常

任
理
事・理
事
の
６
名
で
あ
る
。

　
２
日
後
の
３
月
11
日
に
は
、【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID

-19

）への
対
応
に
つ
い
て
】第
２
報「
学
生
相
談
に
お
い

て
、遠
隔
相
談（D

istance Counseling

）を
導
入
す
る
際
の
留

意
点V

er.1

」を
ウェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
、翌
日
に
は
メ
ー
ル
配
信

し
た
。こ
の
１
週
間
ほ
ど
の
チ
ー
ム
と
常
任
理
事
会
内
の
緊
迫
し
た

メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
は
、ま
さ
に
危
機
対
応
さ
な
が
ら
で
あった
。

　
な
ぜ
そ
こ
ま
で
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
かった
か
の
理
由
につ
い
て

は
、他
の
相
談
現
場
と
異
な
る
学
生
相
談
特
有
の
事
情
が
背
景
に

あった
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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こ
の
時
期
、各
大
学
で
は
卒
業
式・入
学
式
の
中
止
決
定
と
と
も

に
、４
月
か
ら
の
新
学
期
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
開
始
で
き
る
か
の
検

討
が
急
遽
トッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。通
常
と
同
ス
ケ
ジュー

ル
で
全
面
遠
隔
実
施
に
踏
み
切った
大
学
だ
け
で
な
く
、授
業
開
始
を

遅
ら
せ
る
決
定
を
し
た
大
学
で
も
、教
職
員
が
総
力
を
挙
げ
て
遠
隔

授
業
実
施
に
向
け
た
整
備
に
奔
走
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
に
あって
、学
内
で
は
小
さ
な
部
署
で
あ
る

学
生
相
談
機
関
は
、日
々
更
新
さ
れ
る
学
内
の
重
要
な
意
思
決
定
の

過
程
と
結
果
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
漏
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、現
場
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
非
常
勤
も
多
い
）が
混
乱
に
陥
る
こ

と
が
十
分
予
想
さ
れ
た
。実
際
、あ
る
日
突
然
執
行
部
か
ら「
相
談

室
閉
鎖
」を
命
じ
ら
れ
た
り
、「
全
面
遠
隔
実
施
への
移
行
」を
指
示

さ
れ
た
り
し
た
学
生
相
談
機
関
も
あ
り
、さ
ら
に
は
何
の
指
令
も
下

り
て
こ
な
い
ま
ま
従
来
通
り
の
対
面
面
接
を
続
け
、学
生
と
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
現
場
も
あった
。

　
大
学
の
重
要
な
使
命
が
正
課
授
業
の
提
供
に
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、学
生
生
活
は
正
課
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
で
成
り
立
っ

て
い
る
。多
様
な
背
景
と
ニ
ー
ズ
を
も
つ
一
人
一
人
の
学
生
の
個
別

性
に
徹
底
し
て
寄
り
添
い
、そ
の
全
人
的
な
成
長
と
社
会
への
巣
立

ち
を
支
え
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
学
生
相
談
の
立
場
か
ら
、コロ
ナ

禍
で
学
生
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
安
心
と
安
全
を
守
り
つつ
で
き
る
こ

と
は
何
か
、活
動
を
諦
め
る
の
で
は
な
く
、ま
た
安
易
に「
全
面
遠
隔

化
」の
波
に
従
う
の
で
は
な
く
、個
々
の
学
生
相
談
担
当
者
が
状
況

に
応
じ
て
主
体
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
最
低
限
必

要
な
情
報
を
提
供
し
た
い
、と
い
う
意
図
か
ら
作
成
さ
れ
た
の
が
第

２
報
で
あ
る
。こ
の
中
で
は
、電
話
と
電
子
メ
ー
ル
以
外
の
遠
隔
手

段
を
用
い
た
こ
と
の
な
い
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
現
状

を
踏
ま
え
、「
対
面
相
談
が
困
難
な
と
き
の
代
替
手
段
」と
い
う
ス

タ
ン
ス
を
取
り
つつ
も
、ウェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
遠
隔
相
談

の
実
施
に
向
け
た
環
境
整
備
や
留
意
点
な
ど
を
例
示
し
た
。

　
本
報
の
作
成
に
当
たって
は
、首
都
圏
に
先
行
し
て
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
北
海
道
地
区
で
コロ
ナ
以
前
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
い

た
遠
隔
相
談（
古
く
は
テ
レ
ビ
電
話
、近
年
は
ウェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
）の
知
見
と
研
究
成
果
が
土
台
に
なっ
た
の
と
併
せ
て
、遠
隔

相
談
実
施
に
お
い
て
は
先
進
的
な
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｈ
Ａ（
高
等
教

育
精
神
保
健
連
合
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、な
ら
び
に
本
学
会
と
交
流
の

あ
る
Ａ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ（
全
米
学
生
相
談
機
関
デ
ィレ
ク
タ
ー
ズ
会
議
）

の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
か
ら
得
ら
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
が
役

立った
。当
時
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
は
春
学
期
の
半
ば
で
あ
り
、わ
が
国

の
大
学
が
新
学
期
を
迎
え
た
と
き
何
が
起
こ
る
か
の
予
測
を
立
て
る
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た
め
の
、貴
重
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
と
言
え
る
。

　 

第
２
報
が
閲
覧
者
に
活
用
さ
れ
た
手
応
え
を
得
て
、「
検
討
チ
ー

ム
」で
は
第
３
報「
新
年
度
の
開
始
に
向
け
て
：
学
生
相
談
機
関
で

知
って
お
く
と
役
立
つ
情
報
」（
３
月
25
日
）、第
４
報「『
緊
急
事
態

宣
言
』発
令
下
の
大
学
で
学
生
相
談
機
関
に
お
い
て
参
考
に
な
る
情

報
」（
４
月
13
日
）、第
５
報「『
緊
急
事
態
宣
言
』解
除
後
の
大
学
に

お
い
て
安
全
に
学
生
相
談
を
行
う
た
め
に
」（
５
月
27
日
）を
ウェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
、会
員
メ
ー
ル
ニュ
ー
ス
と
し
て
配
信
し
た
。さ
ら

に
、４
月
と
８
月
に
発
行
さ
れ
た
会
報「
学
生
相
談
ニュー
ス
」に
コロ

ナ
特
集
記
事
と
し
て
第
２
〜
５
報
を
掲
載
し
、紙
媒
体
で
も
会
員
に

郵
送
し
た
。

　
こ
の
間
、５
月
中
旬
に
は
年
次
大
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た

が
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
２
人
が
講
師
と
な
り
、Ｚｏｏｍ
を
用
い
た
研

修「
学
生
相
談
に
お
い
て
遠
隔
相
談（D

istance Counseling

）

を
導
入・実
施
す
る
際
の
留
意
点
」を
実
施
し
た
。学
生
相
談
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
で
授
業
も
担
当
し
て
い
る
者
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
少
数

派
で
あ
る
た
め
、多
く
は
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
への
参
加
自
体
が
初

め
て
の
遠
隔
受
講
体
験
の
機
会
と
なった
と
推
測
さ
れ
る
。ま
た
、研

修
動
画
は
会
員
専
用
ウェブ
サ
イ
ト
に
て
公
開
し
た
。

　
第
３〜５
報
、そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
意
図
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
３
報
は
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
に

よ
る「
提
言
」が
３
月
19
日
に
公
開
さ
れ
、そ
れ
を
受
け
て
２４
日
に
文

部
科
学
省
が「
令
和
２
年
度
に
お
け
る
大
学
等
の
授
業
の
開
始
等

に
つ
い
て
」（
通
知
）を
発
出
し
た
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
開
さ
れ

た
。新
学
期
開
始
に
向
け
、学
生
相
談
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
準

備
を
行
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
狙
い
が
あ
っ
た
。

ま
た
、日
本
心
理
学
会
が
Ａ
Ｐ
Ａ（
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
）の
許
可
を

得
て
邦
訳
し
た
記
事「
も
し
も『
距
離
を
取
る
こ
と
』を
求
め
ら
れ
た

ら
：
あ
な
た
自
身
の
安
全
の
た
め
に
」な
ど
を
紹
介
し
た
が
、こ
れ
に

は
、コロ
ナ
禍
で
は
学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身

も
ス
ト
レ
ス
下
に
置
か
れ
る
こ
と
、コロ
ナ
禍
で
生
じ
る
特
有
の
心
の

反
応
に
自
覚
的
に
な
る
こ
と
を
促
す
意
味
も
あった
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
、学
生
相
談
担
当
者
、と
り
わ
け
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
中
に
は
、相
談
室
の
閉
鎖
や
自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
、そ
れ
が

い
つ
終
わ
る
か
見
通
せ
な
い
不
安
を
抱
え
る
者
や
、相
談
室
は
稼
働

し
て
い
る
も
の
の
、学
生
の
入
構
禁
止
が
続
く
中
で
活
動
が
思
う
に

Ó   

緊
急
事
態
宣
言
と
高
等
教
育
の
動
向
を

     
見
据
え
た
情
報
発
信
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任
せ
な
い
苛
立
ち
を
抱
え
る
者
、休
業
の
た
め
に
収
入
が
減
り
生
活

に
不
安
を
覚
え
る
者
な
ど
が
顕
在
化
し
て
き
た
。し
か
し
、感
染
拡

大
は
止
ま
ら
ず
、４
月
７
日
に
政
府
か
ら
７
都
府
県
へ「
緊
急
事
態

宣
言
」が
発
令
さ
れ
る
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
４
月
６
日
に
、会

員
への
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
意
図
し
、「
今
こ
そ
、個
への
ま
な
ざ
し

を
」と
題
す
る
理
事
長
メッ
セ
ー
ジ
を
ウェブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。

　
引
き
続
き
第
４
報
は
、緊
急
事
態
宣
言
発
令
下
の
厳
し
い
自
粛

生
活
と
、慣
れ
な
い
遠
隔
授
業
の
開
始
に
よ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
る
学
生
への「
心
の
ケ
ア
」の
た
め
に
、専
門
家
と
し
て
私
た
ち

が
知
って
お
く
べ
き
内
容
を
、Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｃ（
緊
急
時
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス

と
心
理
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
複
数
の
国
連
機
関
間
常
設
委

員
会
）が
３
月
に
公
開
し
た
覚
書
な
ど
の
紹
介
に
よって
伝
え
、さ
ら

に
、学
生
相
談
室
の「
活
動
方
針
」（
マニュア
ル
）や
遠
隔
相
談
実
施

時
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド・コ
ン
セ
ン
ト
の
文
書
、学
生・教
職
員
向
け
の

啓
発
情
報
、留
学
生
支
援
の
情
報
を
盛
り
込
み
、ひ
な
形
と
し
て
す

ぐ
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
第
５
報
は
、５
月
半
ば
か
ら
順
次
、25
日
ま
で
に
全
国
で
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、対
面
相
談
再
開
に

向
け
て
の
留
意
点
や
活
動
指
針
の
作
成
の
仕
方
につ
い
て
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
を
第
一
に
置
い
た
。併
せ
て
、遠
隔
授
業
実
施
の
長
期

化
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、Ｆ
Ｄ・Ｓ
Ｄ
への
貢
献
と
い
う
視
点
か
ら
、

教
職
員
への
支
援
に
役
立
つ
資
料
の
紹
介
に
も
力
点
を
置
い
た
。こ

こ
で
は「
た
だ
対
面
再
開
を
待
つ
の
で
は
な
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
積

極
的
な
情
報
発
信
の
工
夫
が
期
待
さ
れ
る
」と
書
い
た
と
お
り
、遠

隔
授
業
実
施
下
で
最
も
学
生
と
接
点
を
も
つ
教
員
への
後
方
支
援

を
通
し
て
学
生
相
談
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う
メッ
セ
ー

ジ
を
込
め
て
い
る
。

　
第
５
報
の
作
成
に
当
たって
は
、新
年
度
が
わ
が
国
よ
り
半
年
先

に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
の
情
報
が
や
は
り
参
考
に
な
っ
た
。Ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ

（
ア
メ
リ
カ
大
学
保
健
管
理
協
会
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、ア
メ
リ
カ

高
等
教
育
年
報
の
紹
介
の
ほ
か
、イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
あ
る
大
学
の

学
生
相
談
機
関
が
５
月
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を
著
者
の
許
可
を

得
て
検
討
チ
ー
ム
で
す
ぐ
に
訳
出
し
、全
文
を
掲
載
し
た
。こ
れ
ら
の

内
容
は
、後
期
が
始
まっ
た
現
在
の
わ
が
国
の
学
生
相
談
機
関
で
も

十
分
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
て
分
か
る
よ
う
に
、コロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
学
会

の
初
期
の
取
り
組
み
の
中
心
は
、「
非
対
面
」の
新
た
な
相
談
の
方

Î 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
学
生
相
談
の
時
代
へ
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法
を
、わ
が
国
の
学
生
相
談
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
適

切
に
安
全
に
導
入
で
き
る
た
め
の
情
報
を
発
信
し
、啓
発
し
、研
修

を
行
う
こ
と
で
あった
と
言
え
る
。

　
今
回
の
コロ
ナ
禍
で
、多
く
の
学
生
が
当
然
だっ
た
は
ず
の
キ
ャ
ン

パス
ラ
イ
フ
を
失
い
、喪
失
か
ら
心
の
復
興
に
向
か
う
長
い
道
の
り
の

途
上
に
在
る
こ
と
を
、私
た
ち
は
過
去
の
い
く
つ
も
の
被
災
体
験
か

ら
知
って
い
る
。む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
、学
生
相
談
担
当
者
、と
り
わ

け
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一
人
一
人
の
学
生
と
つ
な
が
り
、心
を
支
え
る

働
き
が
いっそ
う
重
要
に
な
る
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
前
に
、ま
ず
私
た
ち
が
行
っ
た
の
は
、こ
の
危
機
下
に
お
い
て

こ
そ
未
来
に
向
け
て
意
識
を
拓
い
て
い
こ
う
と
い
う
呼
び
掛
け
で
あ

る
。今
後
、コロ
ナ
禍
が
終
息
し
て
も
、高
等
教
育
現
場
で
は
対
面
と

遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
が
標
準
化
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、

学
生
相
談
も
そ
こ
に
包
含
さ
れ
る
だ
ろ
う
。「
現
代
を
生
き
る
学
生

に
とって
役
に
立
つ
」と
い
う
視
点
か
ら
、学
生
相
談
も
新
た
な
方
法

の
導
入
に
取
り
組
み
、研
究
を
重
ね
、成
果
や
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
本
学
会
で
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
現
時
点
で
の
ま
と
め
と
し

て
、「
遠
隔
相
談
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ンver.01

」（
２
０
２
０
年
９

月
）を
作
成
し
た
。こ
こ
で
は
、遠
隔
相
談
は
代
替
手
段
で
は
な
く
、い

く
つ
も
あ
る
多
様
な

学
生
相
談
の
方
法
の

選
択
肢
で
あ
る
と
い

う
新
た
な
ス
タ
ン
ス

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
国
連
は
コ
ロ
ナ
後

の
復
興（
ビ
ル
ド・バッ
ク・ベ
タ
ー
）の
在
り
方
を
各
国
政
府
に
提
言

し
て
い
る
が
、学
生
一
人
一
人
の
心
の
復
興
も
、大
学
コ
ミュニ
テ
ィの

復
興
も
同
様
で
あ
る
。元
に
戻
る
の
で
は
な
く
、経
験
を
糧
に
し
て
新

た
な
状
態
へ
移
行
す
る
こ
と
。本
学
会
で
も
引
き
続
き
こ
の
大
き
な

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

＊
日
本
学
生
相
談
学
会

    「
学
生
相
談
に
お
け
る
遠
隔
相
談
導
入
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
」

   

高
石 

恭
子（
甲
南
大
学
）・高
野 

明（
東
京
大
学
）・

　
斉
藤 

美
香（
札
幌
学
院
大
学
）・太
田 

裕
一（
静
岡
大
学
）・

　
安
住 

伸
子（
神
戸
女
学
院
大
学
）・岩
田 

淳
子（
成
蹊
大
学
）

日
本
学
生
相
談
学
会
ウェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.gakuseisodan.com

/
日
本
学
生
相
談
学
会 

２
０
２
０
年
９
月 

遠
隔
相
談
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

https://w
w
w
.gakuseisodan.com

/w
p-content/uploads/2020

/10/enkaku_soudan_guideline_ver01.pdf

遠隔相談に関する
ガイドライン ver.01(2020年9月）
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今
年
に
な
って
突
然
襲
い
掛
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
は
、瞬
く
間
に
全
世
界
を
の
み
込
ん
だ
。そ
の
衝
撃
波
は
大
学

生
の
生
活
に
ま
で
深
く
到
達
し
て
お
り
、そ
の
あ
え
ぎ
の
様
相
が

学
生
相
談
室
を
通
し
て
ひ
し
ひ
し
と
伝
わって
く
る
。４
月
７
日
の

キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
に
伴
って
、必
然
的
に
閉
室
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

学
生
相
談
室
も
、こ
の
ま
ま
で
は
な
ら
じ
と
ス
タ
ッ
フ
が
連
日
の

メ
ー
ル
会
議
、そ
し
て
何
度
と
な
く
開
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て「
い
ま
で
き
る
こ
と
」を
模
索
し
な
が
ら
、で
き
る
限

り
で
の
対
応
策
を
講
じ
続
け
、い
ま
も
ま
だ
そ
の
さ
な
か
に
あ
る
。

そ
の
途
中
経
過
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
外
出
自
粛
と
３
密
回
避
と
い
う
社
会
要
請
に
よって
、「
や
り
た

く
て
も
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
」状
況
に
陥
っ
た
数
多
く
の
職
域
が

あ
る
が
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
ま
た
そ
の
中
の
一
つ
で
あった
。相
談
室

と
い
う
密
室
で
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
じっ
く
り
時
間
を
か
け
て
対
話
す

る
こ
と
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。だ
か
ら
相
談
室
の
閉
鎖

に
は
、ス
タッフ
一
同
、は
じ
め
は
大
い
な
る
当
惑
に
包
ま
れ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
始
直
前
の
４
月

30
日
か
ら
、連
休
を
返
上
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
開
講
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。そ
の
間
の
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生

た
ち
の
様
子
が
気
に
な
る
。つ
い
こ
の
前
ま
で
対
面
相
談
を
し
て
い

た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
学
生
た
ち
は
も
と
よ
り
、憧
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
思
い
描
い
て
い
た
矢
先
の
緊
急
事
態
宣
言
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ま
だ
見
ぬ
新
入
生
た
ち
の
顔
も
よ
ぎ
る
。授

業
開
始
前
の
ひ
と
月
足
ら
ず
の
間
の
こ
の
状
況
で
何
が
で
き
る

か
、他
大
学
の
相
談
室
は
じ
め
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
係
者
の
動
き

は
じ
め
に

安
藤 

寿
康

慶
應
義
塾
大
学

学
生
相
談
室
長
・
文
学
部
教
授

い
ま
大
学
学
生
相
談
室
に

で
き
る
こ
と

£
初
動
体
制

｜
ま
ず
は
寄
り
添
い
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
か
ら
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も
よ
く
見
え
ぬ
中
で
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
の
間
で
、さ
ま
ざ
ま
な

模
索
が
始
ま
る
。ま
ず
は
学
生
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
う
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、Ｗｅ
ｂ
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
る

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
い
ま
、あ
な
た
が
感
じ
て
い

る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
つ
い
て
」と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
素
材
を
急

遽
作
成
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
し
た
。こ
れ
は「
解
説
編
」

「
セ
ル
フ
ケ
ア
編
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル・コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
編
」の
３
部

か
ら
な
り
、こ
の
よ
う
な
状
況
で
抱
く
ス
ト
レ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
、そ
の
不
安
が
あ
な
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、自
分

が
置
か
れ
た
状
況
を
客
観
的
に
見
直
し
、ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
に

対
処
し
、陥
り
や
す
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
か
と
いっ
た
こ
と
に
つ

い
て
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
上
で
分
か
り
や
す
く
カ
ラ
フ
ル
に
描
い
た

視
覚
素
材
と
と
も
に
、音
声
付
き
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
素
材
も
用

意
し
て
、相
談
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
た
。ま
た

本
学
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
数
多
く
い
る
た
め
、英
語

対
応
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
こ
れ
ら
の
英
語
版
も
作
成
し
た﹇
図
１
﹈。［図1］「カウンセラーからのメッセージ」より
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こ
れ
が
４
月
28
日
の
段
階
で
、い
ま
に
し
て
思
う
と
わ
ず
か
３
週

間
足
ら
ず
の
初
動
段
階
で
、連
日
こ
の
内
容
の
吟
味
を
メ
ー
ル
上

で
積
み
重
ね
て
、こ
う
し
た
手
作
り
感
の
あ
る
素
材
を
作
り
上
げ

た
こ
と
は
、そ
の
後
の
相
談
室
と
し
て
の
学
生
対
応
や
、こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
教
職
員
に
向
け
て
の
情
報
発
信
へ
と
つ
な
が
る
、わ
れ

わ
れ
と
し
て
も
貴
重
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
感
醸
成
の
基
盤
に
な
っ
た

と
思
う
。

　
留
学
生
への
英
語
対
応
に
つ
い
て
は
、こ
の
素
材
だ
け
で
な
く
、こ

れ
ま
で
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、ほ
ぼ
全
て
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
日
英
の
両
言
語
で
作
成
し
て
い
る
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、帰
国
し
て
日
本
に
戻
って
こ
ら
れ
な
い
海
外
の
学
生
に
国
際

電
話
で
対
応
し
た
ケ
ー
ス
も
あっ
た
。

　
対
面
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
当
面
行
え
な
い
と
し
て
も
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
求
め
る
学
生
た
ち
は
潜
在
的
に
多
数
い
る
と
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、何
ら
か
の
形
で
こ
れ
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
学
職
員
の
勤
務
体

制
に
も
大
き
な
制
約
を
生
み
、出
勤
は
重
要
性
の
極
め
て
高
い
業

務
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、相
談
室
が

開
い
た
最
初
の
小
さ
な
扉
の
隙
間
は
、三
田・日
吉
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
週
１
日
ず
つ
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
１
人
当
た
り
30
分

に
限
っ
た
電
話
相
談
だ
っ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
話
対
応
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
行
い
４
月
24
日
か
ら
開
始
し
た
。こ
れ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の

場
所
を
問
わ
ず
、全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
で
対
応
で
き
る
と
い
う
電
話

対
応
の
利
点
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。３
密
を
避
け
る
た
め
、出

勤
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、三
田
と
日
吉
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
専
任
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
本
学
で
の
職
階
名
、略
し
て「
ア
ソ
シ
」と
も
呼
ぶ
）１
人
ず

つ
、そ
れ
ぞ
れ
交
代
で
曜
日
を
替
え
て
勤
務
し
た
。

　
ま
た
５
月
７
日
か
ら
は
、す
で
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
だ
っ
た
在
学
生

全
員
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
ア
ソ
シ
が
前
も
っ

て
聞
い
て
お
い
た
担
当
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
個
別
に
伝
え
な

が
ら
、相
談
室
の
状
況
を
電
話
で
説
明
し
た
。相
手
の
声
の
様
子

に
応
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
と
い
う
こ
の
初
動
の
対
応
は
、少

な
か
ら
ぬ
安
心
感
を
学
生
に
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。実
際
、そ
こ

で
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
学
生
に
は
、電
話
で
の
相
談
を
再
開
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
複
数
あ
っ
た
。

　
当
時
の
記
録
を
見
る
と
お
よ
そ
５
分
お
き
に
電
話
が
鳴
って
い

る
。当
然
１
人
で
は
対
応
で
き
な
い
。そ
れ
を
学
生
部
の
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
電
話
を
受
け
、控
え
を
作
成
し
て
く
れ
た（
本
学
で
は

学
生
相
談
室
は
学
生
部
に
所
属
し
て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
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た
の
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課
長
で
あ
っ
た
）。電
話
相
談
件
数
は
週

ご
と
に
増
え
、す
ぐ
に
医
療
崩
壊
な
ら
ぬ
相
談
崩
壊
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、５
月
下
旬
か
ら
週
２
日
体
制
に
す
る
と
と

も
に
、自
宅
待
機
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
携
帯
電
話
を
貸
与
し
て
相

談
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
相
談
件
数
の

枠
を
広
げ
る
意
味
も
あ
る
が
、す
で
に
昨
年
度
か
ら
の
継
続
学
生

が
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
直
接
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
だ
っ
た
。い
ま
に
し
て
思
う
と
、初
動
期

の
学
生
に
寄
り
添
う
姿
勢
の
表
し
方
は
、こ
の
よ
う
に
さ
さ
や
か

な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
が
当
時
わ
れ
わ
れ
の
で
き

る
最
善
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
が
増
え
る
中
で
、学
生
た
ち
が
置
か
れ
た
深
刻
な
情

況
も
、学
生
自
身
の
声
で
、ま
た
そ
の
学
生
の
様
子
を
見
て
不
安
に

駆
ら
れ
た
保
護
者
の
声
で
、じ
か
に
伝
わって
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
勉
強
や
研
究
が
進
ま
な
い
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
課
題
地
獄
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
」「
友
達
に
会
え
な
い
」「
就
活
が
思
う
よ
う
に

で
き
ず
将
来
が
不
安
」「
家
族
と
の
軋
轢
に
耐
え
ら
れ
な
い
」「
家
の

経
済
事
情
が
悪
く
なった
」「
こ
の
ま
ま
で
は
息
子
が
自
殺
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
た
ま
ら
な
い
」ｅ
ｔｃ
、ｅ
ｔｃ
。

　
こ
れ
は
慶
應
生
だ
け
で
な
く
、多
く
の
大
学
生
が
同
じ
よ
う
に

抱
え
て
い
る
問
題
で
、大
学
当
局
も
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
情
報
は
得
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
。と
は
い
え
、当
の
慶
應
生
の

生
身
の
声
と
し
て
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
具
体
的
な
状
況
を
、

気
が
付
い
た
ら
学
生
相
談
室
が
集
約
し
て
把
握
す
る
立
場
に

な
っ
て
い
た
。そ
し
て
学
生
相
談
室
が
リ
ス
ク
下
の
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
の
直
接
的
な
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
学
当
局（
い
つ
も

は
雲
の
上
の
法
人
の
理
事
で
あ
る
）か
ら
直
接
、い
ま
の
学
生
の

状
況
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
し
て
状
況
を
知
ら
せ
た
メ
ー
ル
に
は
、相
談
室
業
務
に

対
す
る
温
か
い
励
ま
し
の
返
信
が
即
座
に
生
身
の
言
葉
で
頻
繁

に
返
って
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。日
ご
ろ
独
立
自
尊
を
謳

い
、ま
た
実
際
に
自
律
し
た
学
生
に
恵
ま
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、学

生
に
必
要
以
上
に
介
入
す
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
慶
應
義
塾
の

校
風
に
、教
員
と
し
て
実
の
と
こ
ろ
あ
る
種
の
冷
た
さ
を
感
じ
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た
の
だ
が
、大
学
が
学
生
た
ち
を
遠
く
か
ら
見
守
り
、

こ
の
コロ
ナ
禍
の
中
で
、い
か
に
迅
速
適
切
に
対
応
す
る
か
を
親
身
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に
考
え
よ
う
と
す
る
温
か
い
姿
勢
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。実

際
、初
動
期
の
電
話
対
応
で
、自
ら
忙
し
い
業
務
の
間
に
学
生
部
課

長
が
関
わって
く
れ
た
の
も
、ま
た
相
談
枠
を
増
や
す
た
め
に
携
帯

電
話
を
す
ぐ
に
貸
し
出
し
て
く
れ
た
の
も
、大
学
の
こ
う
し
た
姿

勢
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
柔
軟
に
機
能
す
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
た

と
言
え
る（
こ
ん
な
自
画
自
賛
は
わ
れ
な
が
ら
気
が
引
け
る
の
だ

が
、慶
應
に
奉
職
し
て
30
年
余
り
の
間
に
初
め
て
味
わ
っ
た
感
動

だ
っ
た
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
）。そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
、学
生
の
様
子
を
、大
学
当
局
と
教
職
員
向
け
に
で
き
る
だ
け

生
の
声
で（
し
か
し
個
人
情
報
は
き
ち
ん
と
守
秘
さ
れ
た
形
で
）伝

え
る
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
素
材
を
作
成
し
、理
事
は
じ
め
管
理
職
に

向
け
て
発
信
し
た﹇
図
２
﹈。

　
学
生
相
談
室
か
ら
こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
、教
職
員
や
理
事

に
向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
間
に
込
め
て
行
う
の
は
、（
年
刊
の
紀

要
や
学
生
部
研
修
会
で
の
発
表
を
除
け
ば
）極
め
て
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
自
体
が
異
例
な
出
来

事
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
が
、こ
う
し
た
状
況
下
で
、大
学
の

学
生
相
談
室
が
、た
だ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
対
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
業
務
を
行
う
だ
け
で
な
く
、学
生
の
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
大
学
側
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
役
目
も

［図2］「オンライン授業についての困りごと̶教職員のみなさまへ̶」
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の
役
割
は
、た
だ
単
に
学
生
に
の
み
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、学

生
の
等
身
大
の
、し
か
も
い
つ
も
は
見
え
な
い
背
中
側
か
ら
の
い
ま

の
姿
を
、的
確
な
形
で
、そ
れ
を
忘
れ
た
大
人
に
なって
し
まっ
た
大

学
の
教
職
員
に
、必
要
な
形
で
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
電
話
相
談
が
そ
ろ
そ
ろ
定
着
し
て
き
た
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、そ
れ
は
週
に
３
日
、４
日
と
窓
口
を
広
げ
、Ｗｅ
ｂ
に
よ
る
擬
似

対
面
の
相
談
も
、そ
れ
を
必
要
と
す
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
対
象
に

行
え
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

が
個
人
的
に
つ
な
が
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、常
に
学
生
相
談
室

が
間
に
入
っ
て
両
者
を
つ
な
ぐ
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
し
て
い

る
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、そ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
枠
組
み
と

い
う
の
が
必
要
と
い
う
の
は
、臨
床
心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ

た
イ
ロハ
で
あ
る
。

　
10
月
か
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
も
部
分
的
に
開
か
れ
、少
人
数
制
の
ク

ラ
ス
や
実
験・実
習
系
の
ク
ラ
ス
は
対
面
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、学
生
相
談
室
で
も
い
よ
い
よ
対
面
相
談
を
、限
定
的
で
は
あ
る

担
う
こ
と
が
で
き
る
、い
や
、担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た
。

　
教
員
と
し
て
学
生
と
接
し
て
い
る
と
、学
生
の
ホ
ン
ネ
が
な
か
な

か
伝
わ
って
こ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
ず
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
意
味
で
、学
生
相
談
室
は
彼
ら
の
ホ
ン
ネ
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
数
少
な
い
大
学
の
部
署
と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ
れ
は
個
人
情

報
が
守
秘
さ
れ
る
と
い
う
信
頼
感
と
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
間
性
が

あって
の
こ
と
で
、本
来
、学
生
相
談
室
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
空
間
の
中

で
、学
生
本
人
の
問
題
解
決
や
成
長
の
た
め
だ
け
に
時
間
を
か
け

て
開
示
さ
れ
、そ
の
ま
ま
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。し
か
し
そ
れ

を
前
提
と
し
つ
つ
も
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
危
機
的
状
況
下
で
は
、組

織
と
し
て
そ
の
ホ
ン
ネ
に
で
き
る
だ
け
迫
る
こ
と
が
、問
題
の
真
の

解
決
に
と
って
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。当
事
者
で
あ
る

学
生
の
声
を
聞
か
ず
、単
に
官
僚
的
な
対
応
で
お
茶
を
濁
し
て
は
、

真
に
困
窮
し
た
学
生
は
救
わ
れ
ず
、大
学
も
そ
の
教
育
力
を
劣
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
幾
つ
か
の
資
料

を
作
る
と
き
も
、個
人
特
定
に
及
ば
な
い
よ
う
な
表
現
の
工
夫
や
、

資
料
が
公
開
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
話
し
合
い
を
し
て

確
認
し
て
い
く
作
業
が
不
可
欠
で
あっ
た
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、学
生
相
談
室
の
大
学
組
織
の
中
で
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コロ
ナ
状
況
は
時
と
と
も
に
常
に
変
化
し
、先
の
予
測
も
立
た
な

い
こ
と
が
多
く
、ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、ス
ト
レ
ス
の
出
方
の
個
人
差
は
平
常
時
よ
り
も
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、過
剰
適
応
し
て
快
適
さ
を
装
う
こ
と
が
で
き

明
る
く
振
舞
え
る
人
か
ら
、強
い
落
ち
込
み
と
と
も
に
不
適
応
を

起
こ
す
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。特
に
平
常
時
な
ら
ば
何
と
か

対
処
で
き
る
範
囲
の
リ
ス
ク
因
子
を
持
った
人
が
、こ
こ
に
き
て
一
気

に
そ
れ
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
る
。し
か
も「
ソ
ー
シ
ャ
ル・

デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
」の
お
か
げ
で
、そ
の
人
が
意
識
的・無
意
識
的

に
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
に
く
く
なって
い
る
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル・デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
」つ
ま
り「
社
会
的
距
離
を
取

る
こ
と
」、こ
の
言
葉
は
そ
れ
が
出
て
き
た
と
き
か
ら
違
和
感
を
感

じ
て
い
た
。取
る
べ
き
な
の
は「
物
理
的
距
離（
フ
ィ
ジ
カ
ル・デ
ィ
ス

タ
ン
シ
ン
グ
）」で
あ
って
、社
会
的・人
間
的
距
離
で
は
な
い
は
ず

だ
。コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
た
当
初
は
、こ
の
状
況
が
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
誰
も
分
か
ら
ず
、漠
然
と
し
た
不
安
だ
っ
た
の
が
、

半
年
以
上
続
く
中
で
、自
分
の
問
題
が
一
人
一
人
に
具
体
的
な
形

で
明
ら
か
に
なって
迫
って
く
る
、い
ま
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
期
だ

が
、認
め
る
こ
と
に
し
た
。そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
や
入

室
に
当
た
って
の
案
内
版
の
表
記
な
ど
も
、連
日
の
よ
う
な
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
の
中
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
が
ら
作
ら
れ
て
いっ
た
。

コ
ロ
ナ
状
況
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る「
新
し
い
生
活
様
式
」は
、使
って

み
る
と
予
想
外
に
使
い
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
も
手
伝
って
、こ

れ
ま
で
に
な
い
快
適
さ
と
忙
し
さ
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ス
タ
ッ
フ
間
で
交
わ
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
本
数
は
、１
日
いっ
た
い

何
通
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
お
か
げ
で
実
現
で
き
た
試
み
と
し
て
、テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
学
生
間
の
懇
親
会
が
あ

る
。グ
ル
ー
プ
ア
ワ
ー「
オ
ン
ラ
イ
ン
お
し
ゃべ
り
会
２
０
２
０
」と

銘
打
っ
た
こ
の
イ
ベン
ト
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
や
所
属
学
部
や
学
年
を
越

え
、上
京
で
き
な
い
学
生
に
とって
は
住
ん
で
い
る
場
所
も
越
え
て
、

Ｚｏｏｍ
で
初
め
て
出
会
い
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
心
身
を
ほ
ぐ
し
た
後
、み
ん
な
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

か
を
自
由
に
語
ら
う
場
と
な
って
い
る
。こ
れ
ま
で
に
ま
だ
２
度
し

か
行
って
お
ら
ず
、参
加
者
も
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、参
加
者

に
は
好
評
の
よ
う
で
、わ
れ
わ
れ
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

の
役
割
は
、た
だ
単
に
学
生
に
の
み
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、学

生
の
等
身
大
の
、し
か
も
い
つ
も
は
見
え
な
い
背
中
側
か
ら
の
い
ま

の
姿
を
、的
確
な
形
で
、そ
れ
を
忘
れ
た
大
人
に
なって
し
まっ
た
大

学
の
教
職
員
に
、必
要
な
形
で
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
電
話
相
談
が
そ
ろ
そ
ろ
定
着
し
て
き
た
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、そ
れ
は
週
に
３
日
、４
日
と
窓
口
を
広
げ
、Ｗｅ
ｂ
に
よ
る
擬
似

対
面
の
相
談
も
、そ
れ
を
必
要
と
す
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
対
象
に

行
え
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

が
個
人
的
に
つ
な
が
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、常
に
学
生
相
談
室

が
間
に
入
っ
て
両
者
を
つ
な
ぐ
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
し
て
い

る
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、そ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
枠
組
み
と

い
う
の
が
必
要
と
い
う
の
は
、臨
床
心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ

た
イ
ロハ
で
あ
る
。

　
10
月
か
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
も
部
分
的
に
開
か
れ
、少
人
数
制
の
ク

ラ
ス
や
実
験・実
習
系
の
ク
ラ
ス
は
対
面
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、学
生
相
談
室
で
も
い
よ
い
よ
対
面
相
談
を
、限
定
的
で
は
あ
る

こ
れ
が
４
月
28
日
の
段
階
で
、い
ま
に
し
て
思
う
と
わ
ず
か
３
週

間
足
ら
ず
の
初
動
段
階
で
、連
日
こ
の
内
容
の
吟
味
を
メ
ー
ル
上

で
積
み
重
ね
て
、こ
う
し
た
手
作
り
感
の
あ
る
素
材
を
作
り
上
げ

た
こ
と
は
、そ
の
後
の
相
談
室
と
し
て
の
学
生
対
応
や
、こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
教
職
員
に
向
け
て
の
情
報
発
信
へ
と
つ
な
が
る
、わ
れ

わ
れ
と
し
て
も
貴
重
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
感
醸
成
の
基
盤
に
な
っ
た

と
思
う
。

　
留
学
生
への
英
語
対
応
に
つ
い
て
は
、こ
の
素
材
だ
け
で
な
く
、こ

れ
ま
で
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、ほ
ぼ
全
て
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
日
英
の
両
言
語
で
作
成
し
て
い
る
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、帰
国
し
て
日
本
に
戻
って
こ
ら
れ
な
い
海
外
の
学
生
に
国
際

電
話
で
対
応
し
た
ケ
ー
ス
も
あっ
た
。

　
対
面
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
当
面
行
え
な
い
と
し
て
も
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
求
め
る
学
生
た
ち
は
潜
在
的
に
多
数
い
る
と
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、何
ら
か
の
形
で
こ
れ
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
学
職
員
の
勤
務
体

制
に
も
大
き
な
制
約
を
生
み
、出
勤
は
重
要
性
の
極
め
て
高
い
業

務
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、相
談
室
が

開
い
た
最
初
の
小
さ
な
扉
の
隙
間
は
、三
田・日
吉
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
週
１
日
ず
つ
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
１
人
当
た
り
30
分

　
今
年
に
な
って
突
然
襲
い
掛
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
は
、瞬
く
間
に
全
世
界
を
の
み
込
ん
だ
。そ
の
衝
撃
波
は
大
学

生
の
生
活
に
ま
で
深
く
到
達
し
て
お
り
、そ
の
あ
え
ぎ
の
様
相
が

学
生
相
談
室
を
通
し
て
ひ
し
ひ
し
と
伝
わって
く
る
。４
月
７
日
の

キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
に
伴
って
、必
然
的
に
閉
室
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

学
生
相
談
室
も
、こ
の
ま
ま
で
は
な
ら
じ
と
ス
タ
ッ
フ
が
連
日
の

メ
ー
ル
会
議
、そ
し
て
何
度
と
な
く
開
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て「
い
ま
で
き
る
こ
と
」を
模
索
し
な
が
ら
、で
き
る
限

り
で
の
対
応
策
を
講
じ
続
け
、い
ま
も
ま
だ
そ
の
さ
な
か
に
あ
る
。

そ
の
途
中
経
過
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
外
出
自
粛
と
３
密
回
避
と
い
う
社
会
要
請
に
よって
、「
や
り
た

く
て
も
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
」状
況
に
陥
っ
た
数
多
く
の
職
域
が

あ
る
が
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
ま
た
そ
の
中
の
一
つ
で
あった
。相
談
室

と
い
う
密
室
で
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
じっ
く
り
時
間
を
か
け
て
対
話
す

る
こ
と
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。だ
か
ら
相
談
室
の
閉
鎖

に
は
、ス
タッフ
一
同
、は
じ
め
は
大
い
な
る
当
惑
に
包
ま
れ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
始
直
前
の
４
月

30
日
か
ら
、連
休
を
返
上
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
開
講
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。そ
の
間
の
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生

た
ち
の
様
子
が
気
に
な
る
。つ
い
こ
の
前
ま
で
対
面
相
談
を
し
て
い

た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
学
生
た
ち
は
も
と
よ
り
、憧
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
思
い
描
い
て
い
た
矢
先
の
緊
急
事
態
宣
言
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ま
だ
見
ぬ
新
入
生
た
ち
の
顔
も
よ
ぎ
る
。授

業
開
始
前
の
ひ
と
月
足
ら
ず
の
間
の
こ
の
状
況
で
何
が
で
き
る

か
、他
大
学
の
相
談
室
は
じ
め
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
係
者
の
動
き

も
よ
く
見
え
ぬ
中
で
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
の
間
で
、さ
ま
ざ
ま
な

模
索
が
始
ま
る
。ま
ず
は
学
生
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
う
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、Ｗｅ
ｂ
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
る

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
い
ま
、あ
な
た
が
感
じ
て
い

る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
つ
い
て
」と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
素
材
を
急

遽
作
成
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
し
た
。こ
れ
は「
解
説
編
」

「
セ
ル
フ
ケ
ア
編
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル・コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
編
」の
３
部

か
ら
な
り
、こ
の
よ
う
な
状
況
で
抱
く
ス
ト
レ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
、そ
の
不
安
が
あ
な
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、自
分

が
置
か
れ
た
状
況
を
客
観
的
に
見
直
し
、ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
に

対
処
し
、陥
り
や
す
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
か
と
いっ
た
こ
と
に
つ

い
て
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
上
で
分
か
り
や
す
く
カ
ラ
フ
ル
に
描
い
た

視
覚
素
材
と
と
も
に
、音
声
付
き
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
素
材
も
用

意
し
て
、相
談
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
た
。ま
た

本
学
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
数
多
く
い
る
た
め
、英
語

対
応
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
こ
れ
ら
の
英
語
版
も
作
成
し
た﹇
図
１
﹈。

に
限
っ
た
電
話
相
談
だ
っ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
話
対
応
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
行
い
４
月
24
日
か
ら
開
始
し
た
。こ
れ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の

場
所
を
問
わ
ず
、全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
で
対
応
で
き
る
と
い
う
電
話

対
応
の
利
点
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。３
密
を
避
け
る
た
め
、出

勤
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、三
田
と
日
吉
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
専
任
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
本
学
で
の
職
階
名
、略
し
て「
ア
ソ
シ
」と
も
呼
ぶ
）１
人
ず

つ
、そ
れ
ぞ
れ
交
代
で
曜
日
を
替
え
て
勤
務
し
た
。

　
ま
た
５
月
７
日
か
ら
は
、す
で
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
だ
っ
た
在
学
生

全
員
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
ア
ソ
シ
が
前
も
っ

て
聞
い
て
お
い
た
担
当
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
個
別
に
伝
え
な

が
ら
、相
談
室
の
状
況
を
電
話
で
説
明
し
た
。相
手
の
声
の
様
子

に
応
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
と
い
う
こ
の
初
動
の
対
応
は
、少

な
か
ら
ぬ
安
心
感
を
学
生
に
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。実
際
、そ
こ

で
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
学
生
に
は
、電
話
で
の
相
談
を
再
開
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
複
数
あ
っ
た
。

　
当
時
の
記
録
を
見
る
と
お
よ
そ
５
分
お
き
に
電
話
が
鳴
って
い

る
。当
然
１
人
で
は
対
応
で
き
な
い
。そ
れ
を
学
生
部
の
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
電
話
を
受
け
、控
え
を
作
成
し
て
く
れ
た（
本
学
で
は

学
生
相
談
室
は
学
生
部
に
所
属
し
て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
の
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課
長
で
あ
っ
た
）。電
話
相
談
件
数
は
週

ご
と
に
増
え
、す
ぐ
に
医
療
崩
壊
な
ら
ぬ
相
談
崩
壊
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、５
月
下
旬
か
ら
週
２
日
体
制
に
す
る
と
と

も
に
、自
宅
待
機
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
携
帯
電
話
を
貸
与
し
て
相

談
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
相
談
件
数
の

枠
を
広
げ
る
意
味
も
あ
る
が
、す
で
に
昨
年
度
か
ら
の
継
続
学
生

が
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
直
接
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
だ
っ
た
。い
ま
に
し
て
思
う
と
、初
動
期

の
学
生
に
寄
り
添
う
姿
勢
の
表
し
方
は
、こ
の
よ
う
に
さ
さ
や
か

な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
が
当
時
わ
れ
わ
れ
の
で
き

る
最
善
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
が
増
え
る
中
で
、学
生
た
ち
が
置
か
れ
た
深
刻
な
情

況
も
、学
生
自
身
の
声
で
、ま
た
そ
の
学
生
の
様
子
を
見
て
不
安
に

駆
ら
れ
た
保
護
者
の
声
で
、じ
か
に
伝
わって
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
勉
強
や
研
究
が
進
ま
な
い
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
課
題
地
獄
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
」「
友
達
に
会
え
な
い
」「
就
活
が
思
う
よ
う
に

で
き
ず
将
来
が
不
安
」「
家
族
と
の
軋
轢
に
耐
え
ら
れ
な
い
」「
家
の

経
済
事
情
が
悪
く
なった
」「
こ
の
ま
ま
で
は
息
子
が
自
殺
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
た
ま
ら
な
い
」ｅ
ｔｃ
、ｅ
ｔｃ
。

　
こ
れ
は
慶
應
生
だ
け
で
な
く
、多
く
の
大
学
生
が
同
じ
よ
う
に

抱
え
て
い
る
問
題
で
、大
学
当
局
も
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
情
報
は
得
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
。と
は
い
え
、当
の
慶
應
生
の

生
身
の
声
と
し
て
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
具
体
的
な
状
況
を
、

気
が
付
い
た
ら
学
生
相
談
室
が
集
約
し
て
把
握
す
る
立
場
に

な
っ
て
い
た
。そ
し
て
学
生
相
談
室
が
リ
ス
ク
下
の
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
の
直
接
的
な
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
学
当
局（
い
つ
も

は
雲
の
上
の
法
人
の
理
事
で
あ
る
）か
ら
直
接
、い
ま
の
学
生
の

状
況
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
し
て
状
況
を
知
ら
せ
た
メ
ー
ル
に
は
、相
談
室
業
務
に

対
す
る
温
か
い
励
ま
し
の
返
信
が
即
座
に
生
身
の
言
葉
で
頻
繁

に
返
って
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。日
ご
ろ
独
立
自
尊
を
謳

い
、ま
た
実
際
に
自
律
し
た
学
生
に
恵
ま
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、学

生
に
必
要
以
上
に
介
入
す
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
慶
應
義
塾
の

校
風
に
、教
員
と
し
て
実
の
と
こ
ろ
あ
る
種
の
冷
た
さ
を
感
じ
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た
の
だ
が
、大
学
が
学
生
た
ち
を
遠
く
か
ら
見
守
り
、

こ
の
コロ
ナ
禍
の
中
で
、い
か
に
迅
速
適
切
に
対
応
す
る
か
を
親
身

に
考
え
よ
う
と
す
る
温
か
い
姿
勢
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。実

際
、初
動
期
の
電
話
対
応
で
、自
ら
忙
し
い
業
務
の
間
に
学
生
部
課

長
が
関
わって
く
れ
た
の
も
、ま
た
相
談
枠
を
増
や
す
た
め
に
携
帯

電
話
を
す
ぐ
に
貸
し
出
し
て
く
れ
た
の
も
、大
学
の
こ
う
し
た
姿

勢
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
柔
軟
に
機
能
す
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
た

と
言
え
る（
こ
ん
な
自
画
自
賛
は
わ
れ
な
が
ら
気
が
引
け
る
の
だ

が
、慶
應
に
奉
職
し
て
30
年
余
り
の
間
に
初
め
て
味
わ
っ
た
感
動

だ
っ
た
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
）。そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
、学
生
の
様
子
を
、大
学
当
局
と
教
職
員
向
け
に
で
き
る
だ
け

生
の
声
で（
し
か
し
個
人
情
報
は
き
ち
ん
と
守
秘
さ
れ
た
形
で
）伝

え
る
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
素
材
を
作
成
し
、理
事
は
じ
め
管
理
職
に

向
け
て
発
信
し
た﹇
図
２
﹈。

　
学
生
相
談
室
か
ら
こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
、教
職
員
や
理
事

に
向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
間
に
込
め
て
行
う
の
は
、（
年
刊
の
紀

要
や
学
生
部
研
修
会
で
の
発
表
を
除
け
ば
）極
め
て
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
自
体
が
異
例
な
出
来

事
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
が
、こ
う
し
た
状
況
下
で
、大
学
の

学
生
相
談
室
が
、た
だ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
対
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
業
務
を
行
う
だ
け
で
な
く
、学
生
の
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
大
学
側
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
役
目
も

担
う
こ
と
が
で
き
る
、い
や
、担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た
。

　
教
員
と
し
て
学
生
と
接
し
て
い
る
と
、学
生
の
ホ
ン
ネ
が
な
か
な

か
伝
わ
って
こ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
ず
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
意
味
で
、学
生
相
談
室
は
彼
ら
の
ホ
ン
ネ
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
数
少
な
い
大
学
の
部
署
と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ
れ
は
個
人
情

報
が
守
秘
さ
れ
る
と
い
う
信
頼
感
と
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
間
性
が

あって
の
こ
と
で
、本
来
、学
生
相
談
室
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
空
間
の
中

で
、学
生
本
人
の
問
題
解
決
や
成
長
の
た
め
だ
け
に
時
間
を
か
け

て
開
示
さ
れ
、そ
の
ま
ま
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。し
か
し
そ
れ

を
前
提
と
し
つ
つ
も
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
危
機
的
状
況
下
で
は
、組

織
と
し
て
そ
の
ホ
ン
ネ
に
で
き
る
だ
け
迫
る
こ
と
が
、問
題
の
真
の

解
決
に
と
って
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。当
事
者
で
あ
る

学
生
の
声
を
聞
か
ず
、単
に
官
僚
的
な
対
応
で
お
茶
を
濁
し
て
は
、

真
に
困
窮
し
た
学
生
は
救
わ
れ
ず
、大
学
も
そ
の
教
育
力
を
劣
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
幾
つ
か
の
資
料

を
作
る
と
き
も
、個
人
特
定
に
及
ば
な
い
よ
う
な
表
現
の
工
夫
や
、

資
料
が
公
開
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
話
し
合
い
を
し
て

確
認
し
て
い
く
作
業
が
不
可
欠
で
あっ
た
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、学
生
相
談
室
の
大
学
組
織
の
中
で

お
わ
り
に

ろ
う
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。学
生
相

談
室
も
当
分
の
間
、学
生
と
の
距
離
は
物
理
的
に
は
あ
る
程
度
保

た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、社
会
的・人
間
的
距
離
は
、む
し
ろ
で

き
る
だ
け
近
づ
け
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

﹇
学
生
相
談
室
各
U
R
L
﹈

学
生
の
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
につい
て

―

教
職
員
の
み
な
さ
まへ―

（
９
ペ
ー
ジ
）　
２
０
２
０
年
５
月
１
日

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/CO
VID

19
_for_faculty.pdf

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
につい
て
の
困
り
ご
と

―

教
職
員
の
み
な
さ
まへ―

（
７
ペ
ー
ジ
）　
２
０
２
０
年
６
月
10
日 

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/CO
VID

19
_for_faculty_2.pdf

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

い
ま
、あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
につ
い
て　
２
０
２
０
年
４
月
24
日

ｐ
ａｒ
ｔ 

１ 

◆ 

解
説
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part1.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/EN
G_

for_students_part1.pdf

ｐ
ａｒ
ｔ 

２ 

◆ 

セ
ル
フ
ケ
ア
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part2.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
EN

G
_for_students_part2.pdf

ｐ
ａｒ
ｔ 

３ 

◆ 

ソ
ー
シャル・コ
ミュニ
ケ
ー
ション
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part3.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
EN

G
_for_students_part3.pdf

英
語
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/counseling-
room

.htm
l

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
inform

ation_of_how
_to_use_en.pdf
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コロ
ナ
状
況
は
時
と
と
も
に
常
に
変
化
し
、先
の
予
測
も
立
た
な

い
こ
と
が
多
く
、ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、ス
ト
レ
ス
の
出
方
の
個
人
差
は
平
常
時
よ
り
も
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、過
剰
適
応
し
て
快
適
さ
を
装
う
こ
と
が
で
き

明
る
く
振
舞
え
る
人
か
ら
、強
い
落
ち
込
み
と
と
も
に
不
適
応
を

起
こ
す
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。特
に
平
常
時
な
ら
ば
何
と
か

対
処
で
き
る
範
囲
の
リ
ス
ク
因
子
を
持
った
人
が
、こ
こ
に
き
て
一
気

に
そ
れ
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
る
。し
か
も「
ソ
ー
シ
ャ
ル・

デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
」の
お
か
げ
で
、そ
の
人
が
意
識
的・無
意
識
的

に
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
き
に
く
く
なって
い
る
。

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル・デ
ィ
ス
タ
ン
シ
ン
グ
」つ
ま
り「
社
会
的
距
離
を
取

る
こ
と
」、こ
の
言
葉
は
そ
れ
が
出
て
き
た
と
き
か
ら
違
和
感
を
感

じ
て
い
た
。取
る
べ
き
な
の
は「
物
理
的
距
離（
フ
ィ
ジ
カ
ル・デ
ィ
ス

タ
ン
シ
ン
グ
）」で
あ
って
、社
会
的・人
間
的
距
離
で
は
な
い
は
ず

だ
。コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
た
当
初
は
、こ
の
状
況
が
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
誰
も
分
か
ら
ず
、漠
然
と
し
た
不
安
だ
っ
た
の
が
、

半
年
以
上
続
く
中
で
、自
分
の
問
題
が
一
人
一
人
に
具
体
的
な
形

で
明
ら
か
に
なって
迫
って
く
る
、い
ま
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
期
だ

が
、認
め
る
こ
と
に
し
た
。そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
や
入

室
に
当
た
って
の
案
内
版
の
表
記
な
ど
も
、連
日
の
よ
う
な
メ
ー
ル

の
や
り
取
り
の
中
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
が
ら
作
ら
れ
て
いっ
た
。

コ
ロ
ナ
状
況
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る「
新
し
い
生
活
様
式
」は
、使
って

み
る
と
予
想
外
に
使
い
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
も
手
伝
って
、こ

れ
ま
で
に
な
い
快
適
さ
と
忙
し
さ
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ス
タ
ッ
フ
間
で
交
わ
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
本
数
は
、１
日
いっ
た
い

何
通
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
お
か
げ
で
実
現
で
き
た
試
み
と
し
て
、テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
学
生
間
の
懇
親
会
が
あ

る
。グ
ル
ー
プ
ア
ワ
ー「
オ
ン
ラ
イ
ン
お
し
ゃべ
り
会
２
０
２
０
」と

銘
打
っ
た
こ
の
イ
ベン
ト
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
や
所
属
学
部
や
学
年
を
越

え
、上
京
で
き
な
い
学
生
に
とって
は
住
ん
で
い
る
場
所
も
越
え
て
、

Ｚｏｏｍ
で
初
め
て
出
会
い
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
て
心
身
を
ほ
ぐ
し
た
後
、み
ん
な
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

か
を
自
由
に
語
ら
う
場
と
な
って
い
る
。こ
れ
ま
で
に
ま
だ
２
度
し

か
行
って
お
ら
ず
、参
加
者
も
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、参
加
者

に
は
好
評
の
よ
う
で
、わ
れ
わ
れ
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

の
役
割
は
、た
だ
単
に
学
生
に
の
み
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、学

生
の
等
身
大
の
、し
か
も
い
つ
も
は
見
え
な
い
背
中
側
か
ら
の
い
ま

の
姿
を
、的
確
な
形
で
、そ
れ
を
忘
れ
た
大
人
に
なって
し
まっ
た
大

学
の
教
職
員
に
、必
要
な
形
で
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

　
電
話
相
談
が
そ
ろ
そ
ろ
定
着
し
て
き
た
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、そ
れ
は
週
に
３
日
、４
日
と
窓
口
を
広
げ
、Ｗｅ
ｂ
に
よ
る
擬
似

対
面
の
相
談
も
、そ
れ
を
必
要
と
す
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
対
象
に

行
え
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
ら
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

が
個
人
的
に
つ
な
が
る
と
い
う
形
で
は
な
く
、常
に
学
生
相
談
室

が
間
に
入
っ
て
両
者
を
つ
な
ぐ
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
し
て
い

る
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、そ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
枠
組
み
と

い
う
の
が
必
要
と
い
う
の
は
、臨
床
心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ

た
イ
ロハ
で
あ
る
。

　
10
月
か
ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
も
部
分
的
に
開
か
れ
、少
人
数
制
の
ク

ラ
ス
や
実
験・実
習
系
の
ク
ラ
ス
は
対
面
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、学
生
相
談
室
で
も
い
よ
い
よ
対
面
相
談
を
、限
定
的
で
は
あ
る

こ
れ
が
４
月
28
日
の
段
階
で
、い
ま
に
し
て
思
う
と
わ
ず
か
３
週

間
足
ら
ず
の
初
動
段
階
で
、連
日
こ
の
内
容
の
吟
味
を
メ
ー
ル
上

で
積
み
重
ね
て
、こ
う
し
た
手
作
り
感
の
あ
る
素
材
を
作
り
上
げ

た
こ
と
は
、そ
の
後
の
相
談
室
と
し
て
の
学
生
対
応
や
、こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
教
職
員
に
向
け
て
の
情
報
発
信
へ
と
つ
な
が
る
、わ
れ

わ
れ
と
し
て
も
貴
重
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
感
醸
成
の
基
盤
に
な
っ
た

と
思
う
。

　
留
学
生
への
英
語
対
応
に
つ
い
て
は
、こ
の
素
材
だ
け
で
な
く
、こ

れ
ま
で
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、ほ
ぼ
全
て
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
日
英
の
両
言
語
で
作
成
し
て
い
る
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、帰
国
し
て
日
本
に
戻
って
こ
ら
れ
な
い
海
外
の
学
生
に
国
際

電
話
で
対
応
し
た
ケ
ー
ス
も
あっ
た
。

　
対
面
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
当
面
行
え
な
い
と
し
て
も
、カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
求
め
る
学
生
た
ち
は
潜
在
的
に
多
数
い
る
と
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、何
ら
か
の
形
で
こ
れ
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
学
職
員
の
勤
務
体

制
に
も
大
き
な
制
約
を
生
み
、出
勤
は
重
要
性
の
極
め
て
高
い
業

務
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、相
談
室
が

開
い
た
最
初
の
小
さ
な
扉
の
隙
間
は
、三
田・日
吉
の
各
キ
ャ
ン
パ

ス
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
週
１
日
ず
つ
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
１
人
当
た
り
30
分

　
今
年
に
な
って
突
然
襲
い
掛
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
は
、瞬
く
間
に
全
世
界
を
の
み
込
ん
だ
。そ
の
衝
撃
波
は
大
学

生
の
生
活
に
ま
で
深
く
到
達
し
て
お
り
、そ
の
あ
え
ぎ
の
様
相
が

学
生
相
談
室
を
通
し
て
ひ
し
ひ
し
と
伝
わって
く
る
。４
月
７
日
の

キ
ャ
ン
パ
ス
閉
鎖
に
伴
って
、必
然
的
に
閉
室
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

学
生
相
談
室
も
、こ
の
ま
ま
で
は
な
ら
じ
と
ス
タ
ッ
フ
が
連
日
の

メ
ー
ル
会
議
、そ
し
て
何
度
と
な
く
開
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
通
じ
て「
い
ま
で
き
る
こ
と
」を
模
索
し
な
が
ら
、で
き
る
限

り
で
の
対
応
策
を
講
じ
続
け
、い
ま
も
ま
だ
そ
の
さ
な
か
に
あ
る
。

そ
の
途
中
経
過
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
外
出
自
粛
と
３
密
回
避
と
い
う
社
会
要
請
に
よって
、「
や
り
た

く
て
も
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
」状
況
に
陥
っ
た
数
多
く
の
職
域
が

あ
る
が
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
ま
た
そ
の
中
の
一
つ
で
あった
。相
談
室

と
い
う
密
室
で
、ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
じっ
く
り
時
間
を
か
け
て
対
話
す

る
こ
と
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。だ
か
ら
相
談
室
の
閉
鎖

に
は
、ス
タッフ
一
同
、は
じ
め
は
大
い
な
る
当
惑
に
包
ま
れ
た
。

　
慶
應
義
塾
大
学
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
始
直
前
の
４
月

30
日
か
ら
、連
休
を
返
上
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
開
講
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。そ
の
間
の
自
宅
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生

た
ち
の
様
子
が
気
に
な
る
。つ
い
こ
の
前
ま
で
対
面
相
談
を
し
て
い

た
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
学
生
た
ち
は
も
と
よ
り
、憧
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
思
い
描
い
て
い
た
矢
先
の
緊
急
事
態
宣
言
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ま
だ
見
ぬ
新
入
生
た
ち
の
顔
も
よ
ぎ
る
。授

業
開
始
前
の
ひ
と
月
足
ら
ず
の
間
の
こ
の
状
況
で
何
が
で
き
る

か
、他
大
学
の
相
談
室
は
じ
め
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
関
係
者
の
動
き

も
よ
く
見
え
ぬ
中
で
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
の
間
で
、さ
ま
ざ
ま
な

模
索
が
始
ま
る
。ま
ず
は
学
生
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
う
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、Ｗｅ
ｂ
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
る

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
い
ま
、あ
な
た
が
感
じ
て
い

る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
つ
い
て
」と
題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
素
材
を
急

遽
作
成
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
し
た
。こ
れ
は「
解
説
編
」

「
セ
ル
フ
ケ
ア
編
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル・コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
編
」の
３
部

か
ら
な
り
、こ
の
よ
う
な
状
況
で
抱
く
ス
ト
レ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
、そ
の
不
安
が
あ
な
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、自
分

が
置
か
れ
た
状
況
を
客
観
的
に
見
直
し
、ど
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
に

対
処
し
、陥
り
や
す
い
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
か
と
いっ
た
こ
と
に
つ

い
て
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
上
で
分
か
り
や
す
く
カ
ラ
フ
ル
に
描
い
た

視
覚
素
材
と
と
も
に
、音
声
付
き
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
素
材
も
用

意
し
て
、相
談
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
た
。ま
た

本
学
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
数
多
く
い
る
た
め
、英
語

対
応
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
こ
れ
ら
の
英
語
版
も
作
成
し
た﹇
図
１
﹈。

に
限
っ
た
電
話
相
談
だ
っ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
話
対
応
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
行
い
４
月
24
日
か
ら
開
始
し
た
。こ
れ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の

場
所
を
問
わ
ず
、全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
で
対
応
で
き
る
と
い
う
電
話

対
応
の
利
点
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。３
密
を
避
け
る
た
め
、出

勤
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、三
田
と
日
吉
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
専
任
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
本
学
で
の
職
階
名
、略
し
て「
ア
ソ
シ
」と
も
呼
ぶ
）１
人
ず

つ
、そ
れ
ぞ
れ
交
代
で
曜
日
を
替
え
て
勤
務
し
た
。

　
ま
た
５
月
７
日
か
ら
は
、す
で
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
だ
っ
た
在
学
生

全
員
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
ア
ソ
シ
が
前
も
っ

て
聞
い
て
お
い
た
担
当
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
個
別
に
伝
え
な

が
ら
、相
談
室
の
状
況
を
電
話
で
説
明
し
た
。相
手
の
声
の
様
子

に
応
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
と
い
う
こ
の
初
動
の
対
応
は
、少

な
か
ら
ぬ
安
心
感
を
学
生
に
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。実
際
、そ
こ

で
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
学
生
に
は
、電
話
で
の
相
談
を
再
開
し
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
複
数
あ
っ
た
。

　
当
時
の
記
録
を
見
る
と
お
よ
そ
５
分
お
き
に
電
話
が
鳴
って
い

る
。当
然
１
人
で
は
対
応
で
き
な
い
。そ
れ
を
学
生
部
の
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
電
話
を
受
け
、控
え
を
作
成
し
て
く
れ
た（
本
学
で
は

学
生
相
談
室
は
学
生
部
に
所
属
し
て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
の
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課
長
で
あ
っ
た
）。電
話
相
談
件
数
は
週

ご
と
に
増
え
、す
ぐ
に
医
療
崩
壊
な
ら
ぬ
相
談
崩
壊
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、５
月
下
旬
か
ら
週
２
日
体
制
に
す
る
と
と

も
に
、自
宅
待
機
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
携
帯
電
話
を
貸
与
し
て
相

談
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
相
談
件
数
の

枠
を
広
げ
る
意
味
も
あ
る
が
、す
で
に
昨
年
度
か
ら
の
継
続
学
生

が
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
直
接
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
だ
っ
た
。い
ま
に
し
て
思
う
と
、初
動
期

の
学
生
に
寄
り
添
う
姿
勢
の
表
し
方
は
、こ
の
よ
う
に
さ
さ
や
か

な
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
が
当
時
わ
れ
わ
れ
の
で
き

る
最
善
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
相
談
件
数
が
増
え
る
中
で
、学
生
た
ち
が
置
か
れ
た
深
刻
な
情

況
も
、学
生
自
身
の
声
で
、ま
た
そ
の
学
生
の
様
子
を
見
て
不
安
に

駆
ら
れ
た
保
護
者
の
声
で
、じ
か
に
伝
わって
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
勉
強
や
研
究
が
進
ま
な
い
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
課
題
地
獄
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
」「
友
達
に
会
え
な
い
」「
就
活
が
思
う
よ
う
に

で
き
ず
将
来
が
不
安
」「
家
族
と
の
軋
轢
に
耐
え
ら
れ
な
い
」「
家
の

経
済
事
情
が
悪
く
なった
」「
こ
の
ま
ま
で
は
息
子
が
自
殺
す
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
た
ま
ら
な
い
」ｅ
ｔｃ
、ｅ
ｔｃ
。

　
こ
れ
は
慶
應
生
だ
け
で
な
く
、多
く
の
大
学
生
が
同
じ
よ
う
に

抱
え
て
い
る
問
題
で
、大
学
当
局
も
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
情
報
は
得
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
。と
は
い
え
、当
の
慶
應
生
の

生
身
の
声
と
し
て
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
具
体
的
な
状
況
を
、

気
が
付
い
た
ら
学
生
相
談
室
が
集
約
し
て
把
握
す
る
立
場
に

な
っ
て
い
た
。そ
し
て
学
生
相
談
室
が
リ
ス
ク
下
の
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
の
直
接
的
な
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
学
当
局（
い
つ
も

は
雲
の
上
の
法
人
の
理
事
で
あ
る
）か
ら
直
接
、い
ま
の
学
生
の

状
況
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。そ
し
て
状
況
を
知
ら
せ
た
メ
ー
ル
に
は
、相
談
室
業
務
に

対
す
る
温
か
い
励
ま
し
の
返
信
が
即
座
に
生
身
の
言
葉
で
頻
繁

に
返
って
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
初
め
て
で
あ
る
。日
ご
ろ
独
立
自
尊
を
謳

い
、ま
た
実
際
に
自
律
し
た
学
生
に
恵
ま
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、学

生
に
必
要
以
上
に
介
入
す
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
慶
應
義
塾
の

校
風
に
、教
員
と
し
て
実
の
と
こ
ろ
あ
る
種
の
冷
た
さ
を
感
じ
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た
の
だ
が
、大
学
が
学
生
た
ち
を
遠
く
か
ら
見
守
り
、

こ
の
コロ
ナ
禍
の
中
で
、い
か
に
迅
速
適
切
に
対
応
す
る
か
を
親
身

に
考
え
よ
う
と
す
る
温
か
い
姿
勢
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。実

際
、初
動
期
の
電
話
対
応
で
、自
ら
忙
し
い
業
務
の
間
に
学
生
部
課

長
が
関
わって
く
れ
た
の
も
、ま
た
相
談
枠
を
増
や
す
た
め
に
携
帯

電
話
を
す
ぐ
に
貸
し
出
し
て
く
れ
た
の
も
、大
学
の
こ
う
し
た
姿

勢
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
柔
軟
に
機
能
す
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
っ
た

と
言
え
る（
こ
ん
な
自
画
自
賛
は
わ
れ
な
が
ら
気
が
引
け
る
の
だ

が
、慶
應
に
奉
職
し
て
30
年
余
り
の
間
に
初
め
て
味
わ
っ
た
感
動

だ
っ
た
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
）。そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
、学
生
の
様
子
を
、大
学
当
局
と
教
職
員
向
け
に
で
き
る
だ
け

生
の
声
で（
し
か
し
個
人
情
報
は
き
ち
ん
と
守
秘
さ
れ
た
形
で
）伝

え
る
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
素
材
を
作
成
し
、理
事
は
じ
め
管
理
職
に

向
け
て
発
信
し
た﹇
図
２
﹈。

　
学
生
相
談
室
か
ら
こ
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
、教
職
員
や
理
事

に
向
け
て
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
行
間
に
込
め
て
行
う
の
は
、（
年
刊
の
紀

要
や
学
生
部
研
修
会
で
の
発
表
を
除
け
ば
）極
め
て
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
自
体
が
異
例
な
出
来

事
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
が
、こ
う
し
た
状
況
下
で
、大
学
の

学
生
相
談
室
が
、た
だ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
対
学
生
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
業
務
を
行
う
だ
け
で
な
く
、学
生
の
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
大
学
側
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
役
目
も

担
う
こ
と
が
で
き
る
、い
や
、担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
た
。

　
教
員
と
し
て
学
生
と
接
し
て
い
る
と
、学
生
の
ホ
ン
ネ
が
な
か
な

か
伝
わ
って
こ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
ず
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
意
味
で
、学
生
相
談
室
は
彼
ら
の
ホ
ン
ネ
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
数
少
な
い
大
学
の
部
署
と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ
れ
は
個
人
情

報
が
守
秘
さ
れ
る
と
い
う
信
頼
感
と
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
間
性
が

あって
の
こ
と
で
、本
来
、学
生
相
談
室
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
空
間
の
中

で
、学
生
本
人
の
問
題
解
決
や
成
長
の
た
め
だ
け
に
時
間
を
か
け

て
開
示
さ
れ
、そ
の
ま
ま
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
。し
か
し
そ
れ

を
前
提
と
し
つ
つ
も
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
危
機
的
状
況
下
で
は
、組

織
と
し
て
そ
の
ホ
ン
ネ
に
で
き
る
だ
け
迫
る
こ
と
が
、問
題
の
真
の

解
決
に
と
って
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。当
事
者
で
あ
る

学
生
の
声
を
聞
か
ず
、単
に
官
僚
的
な
対
応
で
お
茶
を
濁
し
て
は
、

真
に
困
窮
し
た
学
生
は
救
わ
れ
ず
、大
学
も
そ
の
教
育
力
を
劣
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
幾
つ
か
の
資
料

を
作
る
と
き
も
、個
人
特
定
に
及
ば
な
い
よ
う
な
表
現
の
工
夫
や
、

資
料
が
公
開
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
話
し
合
い
を
し
て

確
認
し
て
い
く
作
業
が
不
可
欠
で
あっ
た
。

　
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、学
生
相
談
室
の
大
学
組
織
の
中
で

ろ
う
。カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。学
生
相

談
室
も
当
分
の
間
、学
生
と
の
距
離
は
物
理
的
に
は
あ
る
程
度
保

た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、社
会
的・人
間
的
距
離
は
、む
し
ろ
で

き
る
だ
け
近
づ
け
る
よ
う
に
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

﹇
学
生
相
談
室
各
U
R
L
﹈

学
生
の
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
につい
て

―

教
職
員
の
み
な
さ
まへ―
（
９
ペ
ー
ジ
）　
２
０
２
０
年
５
月
１
日

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/CO
VID

19
_for_faculty.pdf

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
につい
て
の
困
り
ご
と

―

教
職
員
の
み
な
さ
まへ―

（
７
ペ
ー
ジ
）　
２
０
２
０
年
６
月
10
日 

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/CO
VID

19
_for_faculty_2.pdf

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

い
ま
、あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
につ
い
て　
２
０
２
０
年
４
月
24
日

ｐ
ａｒ
ｔ 

１ 

◆ 

解
説
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part1.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/EN
G_

for_students_part1.pdf

ｐ
ａｒ
ｔ 

２ 

◆ 

セ
ル
フ
ケ
ア
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part2.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
EN

G
_for_students_part2.pdf

ｐ
ａｒ
ｔ 

３ 

◆ 

ソ
ー
シャル・コ
ミュニ
ケ
ー
ション
編

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/com

/life/consult/files/for_
students_part3.pdf
https://w

w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
EN

G
_for_students_part3.pdf

英
語
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/counseling-
room

.htm
l

https://w
w
w
.students.keio.ac.jp/en/com

/life/consult/files/
inform

ation_of_how
_to_use_en.pdf
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今
年
１
月
、中
国
の
一
都
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り
を
見
せ
た
。海
外
の
国
々

の
惨
状
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
中
、日
本
で
も
じ
わ
じ
わ
と

感
染
者
数
が
増
加
し
、医
療
機
関
の
逼
迫
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」が
間
も
な
く
発
令
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
た
３
月
、大
学
は
新
学
期
を
控
え
た
春
期
休
暇
中
で
あ
り
、未

曽
有
の
事
態
に
大
学
全
体
が
大
き
な
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　
や
が
て
、政
府
に
提
言
さ
れ
た
密
の
回
避
は
、「
人
と
出
会
う
こ

と
」に
よ
って
成
立
す
る
心
理
臨
床
、学
生
相
談
の
場
に
と
って
は  

大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、「
人
と
の
距
離
」を
求
め
ら
れ
る

学
生
た
ち
の「
孤
独
」と「
不
安
」の
高
ま
り
も
懸
念
さ
れ
た
。こ

う
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ
収
束
を
迎
え
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
中

で
、学
生
相
談
の
模
索
が
始
まっ
た
。

　
以
下
に
、刻
々
と
変
わ
る
事
態
に
苦
慮
し
な
が
ら
、大
学
の
協
力

の
も
と
で
、電
話
相
談
、遠
隔（
Ｚｏｏｍ
）相
談
お
よ
び
比
較
的
早

期
の
対
面
式
相
談
の
再
開
に
至
っ
た
経
緯
を
振
り
返
り
つ
つ
、長

引
く
コロ
ナ
禍
に
備
え
た「
新
し
い
生
活
様
式
」に
お
け
る
学
生
相

談
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

 

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
３
月
後
半
、

相
談
室
で
は
、相
談
内
容
や
緊
急
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、継
続

面
談
の
学
生
た
ち
を
中
心
に
、担
当
者
が
以
下
の
３
点
に
つ
い
て
事

前
に
学
生
た
ち
と
話
し
合
って
お
く
方
針
を
固
め
た
。

①
突
然
の
閉
室
等
の
不
測
の
事
態
へ
の
心
の
準
備
と
対
策

②
再
開
時
は
電
話
相
談
と
な
る
た
め
、必
ず
担
当
者
か
ら
学
生

　

に
連
絡
を
入
れ
る
こ
と

は
じ
め
に

井
口 

知
子

大
正
大
学 

学
生
相
談
室
相
談
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
生
相
談
の
模
索

―
学
内
連
携
の
も
と
で―

£   

緊
急
事
態
宣
言
へ
の
準
備
と

     

宣
言
下
で
の
相
談
活
動
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③
緊
急
時
の
連
絡
に
つ
い
て

　
４
月
初
め
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時
、学
生
は
全
面

的
に
入
構
禁
止
、職
員
は
在
宅
勤
務
が
基
本
と
な
っ
た
。学
生
相

談
室
も
閉
室
と
な
り
、相
談
員
に
は
緊
急
対
応
用
に
大
学
名
義
の

携
帯
電
話
が
貸
し
出
さ
れ
た
。５
月
の
連
休
ま
で
相
談
員
の
出
勤

は
週
１
回
と
な
り
、そ
の
日
は
学
生
へ
の
連
絡
も
兼
ね
て
電
話
対 

応
を
行
っ
た
。

　
５
月
の
連
休
明
け
、緊
急
事
態
宣
言
は
延
長
と
なっ
た
が
、相
談  

員
の
勤
務
が
週
３
日
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
電
話
相
談
を
本
格
的
に

開
始
し
た
。新
規
相
談
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
履
修   

等
に
関
わ
る
問
い
合
わ
せ
で
あ
り
、交
通
整
理
が
中
心
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、対
面
相
談
の
め
ど
が
つ
か
な
い
こ
と
、お
よ
び
今
後
も
繰 

り
返
さ
れ
る
感
染
の
波
を
想
定
し
て
、遠
隔（
Ｚｏｏｍ
）相
談
導
入 

の
検
討
を
始
め
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　
当
初
、５
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣
言
の
早
期
解

除
が
見
込
ま
れ
る
過
程
で
、大
学
は
入
構
制
限
の
段
階
的
緩
和
と

し
て
学
内
施
設
の
幾
つ
か
の
利
用
再
開
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、学
生
相
談
室
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。

 

し
か
し
な
が
ら
、面
談
室
で
密
が
生
じ
る
リ
ス
ク
の
高
さ
に
加
え

て
、入
構
時
の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
問
題
も
重
な
り
、対
面  

面
談
への
ハ
ー
ド
ル
は
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
っ
た
。そ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、大
学
が
考
慮
し
て
く
れ
た
支
援
策
は 

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
相
談
用

   

機
器
、連
絡
用
ア
ド

   

レ
ス
の
設
置

②
面
談
用
飛
沫
防

   

止
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

   

テ
ン
の
設
置（
高
さ

    

約
２
メ
ー
ト
ル
、幅

   

1.7
メ
ー
ト
ル
）

③
来
談
学
生
の
個
人

    

情
報
保
護
の
た
め

   
の
入
構
特
別
処
置

　
対
面
面
談
を
実 

現
す
る
た
め
越
え
な

手作りビニールカーテンを施した面接室内観

Ó   

緊
急
事
態
宣
言
解
除
と

　
　
入
構
制
限
の
段
階
的
緩
和
に
伴
う
相
談
活
動
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け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て
、密
の
回
避
と
換
気
の
徹

底
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、幸
い
、本
学
の
学
生
相
談
室
に
は
全
て
の
面

接
室
に
大
き
な
窓
が
あ
っ
た
。窓
を
開
け
て
の
換
気
、手
作
り
ビ

ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
、室
内
で
の
２
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
保
持
、そ
し
て

面
談
時
間
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
で
、対
面
面
談
再
開
の
可
能
性

は
大
き
く
広
がっ
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
伴
い
、大
学
への
入
構
制
限
の
段
階

的
緩
和
が
進
め
ら
れ
て
い
た
６
月
中
旬
、学
生
相
談
室
で
は
、以
下

の
よ
う
に
選
択
肢
を
広
げ
て
、対
面
と
遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
よ

る
相
談
活
動
を
再
開
し
た
。

①
電
話
相
談

②
遠
隔
ビ
デ
オ
通
話（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）相
談

③
対
面
相
談

　
右
記
①
〜
③
の
い
ず
れ
の
相
談
に
お
い
て
も
、電
話
に
よ
る
事
前

予
約
が
前
提
で
あ
る
。新
規
の
相
談
に
つ
い
て
は
、初
回
は
で
き
る

限
り
電
話
で
行
い
、相
談
形
態
に
つ
い
て
も
学
生
と
相
談
員
間
で

話
し
合
い
、ニ
ー
ズ
と
安
全・安
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
柔
軟

な
対
応
を
心
掛
け
た
。ま
た
、ビ
デ
オ
通
話（
Ｚｏｏｍ
）相
談
に
つ
い

て
は「
同
意
書
」を
必
要
と
し
た
。

　
対
面
相
談
に
つ
い
て
は
、そ
の
必
要
性
を
慎
重
に
検
討
し
た
上

で
実
施
し
て
い
る
。相
談
時
に
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
、ビ
ニ
ー
ル

カ
ー
テ
ン
を
挟
ん
で
２
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
置
い
て
着
席
す
る
。

１
回
の
面
談
時
間
を
原
則
30
分
と
し
て
、延
長
の
場
合
は
換
気
の

時
間
を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、面
談
予
約
の
間
隔
も
空
け
て
換
気

を
行
って
い
る
。

　　
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
思
い
描
い
て
い
た
学
生
、あ
る
い
は
満
喫

し
て
い
た
学
生
に
と
って
、オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
の
大
学
生
活
は
耐
え

難
い
も
の
と
な
っ
た
。一
方
、対
人
関
係
の
苦
手
な
学
生
に
と
って

は
、そ
れ
が
救
い
に
な
って
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。し
か
し
、社
会
全

体
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急
速
に
進
む
中
で「
オ
ン
ラ
イ
ン
疲
れ
」が

蔓
延
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
態
も
見
過
ご
せ
な
い
。

　
４
月
か
ら
の
入
構
制
限
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
への
移
行
か
ら
今
日

Î   

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
相
談
活
動

      ―

対
面
と
遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
目
指
し
て―

{   

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と

     「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
お
け
る
学
生
相
談
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ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
学
生
か
ら
の
相
談
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の

は
、そ
ん
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
光
と
影
の
部
分
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、本
学
で
も
秋
学
期
か
ら
一
部
で

対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
、学
生
相
談
室
を
含
め
て
多
く
の
大
学
施

設
の
利
用
も
再
開
と
なっ
た
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」の
定
着
が
言

わ
れ
て
い
る
今
日
、学
生
相
談
に
お
い
て
も「
新
し
い
学
生
相
談
様

式
と
し
て
対
面
と
遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
実
現
し
て
い
く
必
要

性
」が
日
本
学
生
相
談
学
会
か
ら
提
言
さ
れ
て
い
る
。（※

）

　
こ
れ
か
ら
の
学
生
相
談
は
、対
面
と
遠
隔
を
柔
軟
に
組
み
合
わ

せ
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
、分
断
さ
れ
た
学
生
一
人
一
人
へ
の
き
め

細
か
な
心
の
ケ
ア
が
、従
来
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。今

後
も
学
内
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、本
学
な
り
の「
新
し
い

学
生
相
談
様
式
」を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

※

日
本
学
生
相
談
学
会
ウェ
ブ
サ
イ
ト
参
照

   https://w
w
w
.gakuseisodan.com

/?p=
4204
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は
じ
め
に

　
人
は
痛
み
や
苦
し
み
を
感
じ
て
、そ
れ
を
避
け
る
よ
う
に
成
長
す

る
。同
じ
経
験
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
学
び
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付

け
子
ど
も
に
伝
え
、世
代
を
超
え
て
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。し

か
し
、いっ
た
ん
遭
遇
す
る
と
、全
て
を
失
って
し
ま
う
出
来
事
も
あ

れ
ば
、周
り
に
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
出
来

事
も
あ
る
。

　
大
学
生
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
大
き
く
変
わ

る
。そ
の
機
会
に
、こ
う
いった「
リ
ス
ク
」につ
い
て
改
め
て
学
ぶ
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１　

大
学
生
の
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上

　
「
大
学
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
」「
社
会
に
出
る
前
の
大
学
生
の

位
置
付
け
と
は
」等
に
着
目
し
、大
学
生
に
な
っ
た
ら
遭
遇
す
る
か

も
し
れ
な
い
危
険
な
事
項
を
対
応
策
も
含
め
て
幅
広
く
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
た
い
と
考
え
、書
籍
化
を
目
指
し
た
。様
々
な
紆
余
曲

折
を
経
て
、全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
、全
国
大
学

生
協
連
）と
全
国
大
学
生
協
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
、

大
学
生
協
共
済
連
）と
協
力
し
て『
大
学
生
が
ダ
マ
さ
れ
る
50
の
危

険
』を
２
０
１
１
年
に
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
後
10
年
近
く
が
経
過
す
る
中
、社
会
も
学
生
生
活
も
大
き

く
変
化
し
、３
年
ご
と
の
改
訂
を
３
回
行
った
。

　
初
版
を
発
刊
し
た
際
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広
く
普
及
し
、ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
や
ブ
ロ
グ
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
て
、ネ
ッ

ト
に
関
す
る
章
に
力
を
入
れ
た
。飲
酒
の
問
題
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
ト

ラ
ブ
ルへの
注
意
喚
起
も
記
載
し
た
。

　
発
刊
直
後
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、次
の
改
訂（
２
０
１
４

年
版
）で
は
、自
然
災
害
や
事
故
に
関
す
る
章
を
新
設
し
た
。自
転

އࠛ
ႛ˧
ဒ̫
̨̧

ᩕ̊׈
˯̨
˦̥

Ὤ
΄͓
͈́
΃͑͠
⁀ؒ
Π̮
ᅊଏ˵

ʼ
ຈր̊
ᨏὬ࢔

元
田 

謙
太
郎
　
村
上 

大
和
　
高
森 

裕
子

株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所

寄 稿
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車
事
故
の
損
害
賠
償
額
が
極
端
に
増
加
し
た
こ
と
への
注
意
喚
起

や
、大
学
生
も
含
め
て
若
い
人
の
自
殺
が
社
会
問
題
と
なって
い
た

こ
と
も
あ
り
、身
体
に
加
え
て
心
の
健
康
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
た
。

タ
イ
ト
ル
も『
大
学
生
が
狙
わ
れ
る
50
の
危
険
』（
以
下
、50
の
危
険
）

に
微
修
正
し
た
。

　
こ
の
改
訂
版
発
刊
時
に
、今
後
も
定
期
的
に
改
訂
を
行
お
う
と

考
え
、そ
の
た
め
の
最
新
情
報
の
入
手
、大
学
生
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
維
持
等
も
視
野
に
入
れ
て『
学
生
の
生
活
リ
ス
ク
講
座
』

（
以
下
、リ
ス
ク
講
座
）を
開
設
し
た
。

　
こ
の
リ
ス
ク
講
座
は
、大
学
生
の
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
目

的
と
し
て
全
国
大
学
生
協
連
と
大
学
生
協
共
済
連
が
主
催
し
、リ

ス
ク
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
専
門
と
す
る
放
送
大
学
の
奈
良
由
美

子
教
授
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。毎
回
出

席
者
に
対
し
て
、大
学
生
活
の
リ
ス
ク
と
特
徴
を﹇
図
１
﹈の
よ
う
に

整
理
し
紹
介
し
て
い
る
。

　
次
の
改
訂
版
を
発
刊
し
た
の
は
２
０
１
７
年
。スマ
ー
ト
フ
ォン
が

す
っ
か
り
普
及
し
、新
し
い
形
態
の
リ
ス
ク
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、災

害
時
の
情
報
活
用
に
役
立
つ
こ
と
に
も
触
れ
た
。ア
ル
バ
イ
ト
に
対
す

る
注
意
事
項
は
タ
イ
ト
ル
を
ブ
ラッ
ク
バ
イ
ト
に
変
え
、内
容
を
充
実

さ
せ
た
。成
年
年
齢
引
下
げ
に
伴
う
選
挙
権
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
も

記
載
し
た
。読
者
に
、よ
り
興
味
を
持
って
も
ら
え
る
よ
う
マ
ン
ガ
も

導
入
し
た
。（
こ
の
２
０
１
７
年
版
は
、後
ほ
ど
紹
介
す
る「
全
国
大

学
生
協
連 

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
設
サ
イ
ト 

＃ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コロ
ナ
」か
ら
、期
間
限
定
で
無
料
購
読
可
能
）

［図１］大学生活のリスク―特徴と対処
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２
０
２
０
年
の
最
新
改
訂
版
で
は
、奨
学
金
に
関
す
る
項
目
や
多

様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
重
要
性
等
と
併
せ
て
、リ
ス
ク
に
対
す

る
理
解
や
自
分
事
と
し
て
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
奈

良
先
生
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、大
学
生
の
リ
ス
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
を

高
め
、た
と
え
危
険
な
場
面
に
遭
遇
し
て
も
、自
分
の
力
だ
け
で
な

く
必
要
に
応
じ
て
周
囲
の
協
力
も
得
な
が
ら
そ
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
込
み
、大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
、社
会
に
羽
ば
た
い
て
いって

ほ
し
い
と
の
期
待
を
込
め
た
。

２　

大
学
生
に
と
っ
て
の
コ
ロ
ナ
禍

　
最
新
改
訂
版
発
刊
直
後
に
、新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
パン
デ
ミッ
ク
が
全
世
界
を
襲
った
。

　
春
を
彩
る
卒
業
式
、入
学
式
は
お
ろ
か
、こ
と
ご
と
く
屋
内
外
で

の
イ
ベン
ト
が
中
止
さ
れ
、人
々
の
活
動
も
制
限
さ
れ
た
。こ
の
原
稿

が
読
ま
れ
る
頃
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
なって
い
る
の
か
、不
安
な
思

い
と
楽
観
的
に
考
え
た
い
思
い
と
が
入
り
混
じ
る
。

　
大
学
生
が
こ
の
半
年
近
く
の
間
、ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、ど

の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
考
え
て
い
た
の
か
。全
国
大
学
生
協
連
で

は
、学
生
委
員
を
中
心
と
し
て
学
び
合
い・助
け
合
い
、仲
間
と
応

援
し
合
う
た
め
、「
全
国
大
学
生
協
連 

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

特
設
サ
イ
ト 

＃ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コロ
ナ
」を
開
設
し
、様
々
な
情
報
を
発
信

し
て
い
る（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.univcoop.or.jp/

covid19/index.htm
l

）。

　
７
月
時
点
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少

は
も
と
よ
り
、た
と
え
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
て
も
、ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

こ
と
に
よ
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
不
安
等
が
依
然
と
し
て

高
い
。学
生
支
援
給
付
金
や
奨
学
金
等
の
救
済
制
度
が
あ
って
も
、

受
給
資
格
の
な
い
大
学
生
が
多
い
の
も
実
態
で
あ
る
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
が
新
し
い
試
み
と
し
て
幅
広
く

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、レ
ポ
ー
ト
等
の
提
出
課
題
も
多
く
、ビ
フ
ォ
ー

コロ
ナ
の
授
業
と
比
べて
負
担
が
大
幅
に
増
し
て
い
て
、こ
う
し
た
現

状
を
教
員
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と
の
意
見
も
見
ら
れ
る
。上
級
生

は
、就
職
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、進
学
に
関
す
る
展
望
が
不
透

明
な
ま
ま
で
、卒
業
後
の
人
生
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
も
い
る
。

　
こ
う
し
た
大
学
生
の
窮
状
や
高
ま
る
不
安
が
あ
る
一
方
で
、世
間

で
は「
Ｇ
о
Ｔ
о
ト
ラ
ベル
」を
は
じ
め
と
す
る
経
済
活
動
の
活
性
化

策
や
中
小
事
業
者
の
救
済
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。教
育
現
場
で

は
、小
中
学
校
や
高
校
が
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
対
面
で
の
授
業

を
再
開
し
て
い
る
。
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そ
う
し
た
動
勢
の
渦
中
に
あって
、「
自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
る

リ
ス
ク
は
社
会
的
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」「
社
会
に
お
け
る
大
学
生

の
リ
ス
ク
軽
減
の
優
先
順
位
は
極
め
て
低
い
」と
感
じ
て
い
る
大
学

生
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３ 　
「
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
」そ
し
て

　
　

社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
へ

　
大
学
生
は
も
う
す
ぐ
自
立
し
た
大
人
と
なって
社
会
に
出
て
い
く

存
在
で
、高
校
生
ま
で
と
異
な
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、大
学
と
し
て

は
、大
学
生
自
身
が
コロ
ナ
禍
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
抱
か
な
い
よ
う
積
極
的
に
そ
の
声
を
聴
き
、共
に
ど
う
し
た
ら

良
い
か
を
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　
大
学
の
伝
統
、キャン
パス
の
特
徴
、地
域
と
のつ
な
が
り
な
ど
が
時

間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
過
程
で
、も
ち
ろ
ん
創
設
者
に
よ
る
建

学
の
精
神
が
あって
の
も
の
だ
が
、在
籍
す
る
大
学
生
自
身
の
存
在
を

忘
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い
。大
学
生
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
そ
の
大
学

の
伝
統
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
と
いって
も
過
言
で
は
な
い
し
、受
験

生
が
自
分
が
進
み
た
い
大
学
を
選
ぶ
時
、そ
う
いった
各
大
学
の
伝
統

や
特
徴
も
大
き
な
要
素
に
なって
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
翻
って
、キ
ャン
パ
ス
に
大
学
生
が
通
う
こ
と
に
大
き
な
制
約
が
伴

う
コロ
ナ
禍
の
大
学
は
、こ
の
先
、何
を
目
指
し
、ど
の
よ
う
に
なって

い
く
の
か
。

　
後
期
か
ら
、少
し
ず
つ
対
面
授
業
を
再
開
す
る
大
学
も
増
え
、新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
も
対
応
を

検
討
し
、準
備
し
な
が
ら
先
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。コロ
ナ
禍

に
お
い
て
研
究
教
育
を
推
進
し
、大
学
生
の
リ
ス
ク
対
策
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
は
、大
学
に
とって
こ
れ
ま
で
の
大
学
運
営
と
は
別
次
元

で
大
き
な
負
担
が
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、大
学
生
に
こ
の
コロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
新
し
い
生
活
様

式
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
、将
来
、こ
の
未
曾
有
の
危
機
を
乗
り
越

え
た
多
数
の
大
人
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、社
会
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
も
な
る
。

　
同
時
に
こ
の
取
り
組
み
は
、大
学
に
対
し
て
、各
大
学
が
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
伝
統
や
キャン
パス
の
特
徴
、地
域
と
のつ
な
が
り
を
振

り
返
り
、何
を
大
切
に
し
今
後
ど
こ
を
目
指
し
て
い
く
の
か
につい
て
、

改
め
て
考
え
る
きっか
け
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
入
生
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
い
く
中
で
、彼
ら
に
よって
そ
し
て
彼
ら
と
共
に

ど
の
よ
う
に
大
学
の
伝
統
や
特
徴
を
再
構
築
し
て
い
く
の
か
、変
化
す

る
社
会
や
地
域
の
中
で
大
学
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
描
い
て
い
く
の
か
、
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チャン
ス
で
も
あ
り
ピ
ン
チ
で
も
あ
る
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
生
の
リ
ス
ク
に
真
剣
に
向
き
合
い
、共

に
対
策
を
考
え
、そ
れ
を
実
践
で
き
る
大
学
と
大
学
生
は
、ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
あ
って

先
導
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。大
学
生
に

とって
の
リ
ス
ク
は
、大
学
が
し
な
や
か
に
変
わって
い
く
機
会
、レ
ジ

リ
エ
ン
ス
を
強
め
る
契
機
で
も
あ
る
。

４　

大
学
生
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
を
社
会
に
向
け
て

　
50
の
危
険
の
改
訂
や
リ
ス
ク
講
座
の
実
施
に
際
し
、私
た
ち
は
、

大
学
生
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
き
た
。

　
私
た
ち
大
人
は
大
学
な
ど
を
卒
業
し
て
社
会
に
出
て
、社
会
と

共
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
、歳
を
重
ね
て
き
て
い
る
が
、大
学
生

は
違
う
。大
学
生
は
私
た
ち
大
人
が
経
験
し
頭
に
入
れ
て
き
た
こ
と

と
は
異
な
る
時
間
を
生
き
て
お
り
、毎
年
毎
年
、新
し
く
大
学
生
に

な
る
人
も
い
れ
ば
卒
業
す
る
人
も
い
て
、常
に
入
れ
替
わって
い
く
。

だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
時
代
の
大
学
生
に
寄
り
添
い
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ション
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
、必
須
だ
と
考
え
る
。

　
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
と
は
異
な
る
学
生
生
活
を
体
験
し
た
大
学
生

は
、社
会
全
体
が
変
わって
い
く
中
で
、そ
の
先
頭
に
立
って
、大
学
時

代
の
経
験
を
活
か
し
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。そ
う
し
た
人

財
を
生
み
出
せ
る
大
学
は
、次
の
時
代
で
も
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
奈
良
先
生
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。

　
「
レ
ジ
リ
エン
ス
と
は
、危
機
や
逆
境
に
対
し
て
柔
軟
に
適
応・回
復

す
る
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。私
た
ち
人
間
は
こ
れ
ま
で
も
、様
々
な

リ
ス
ク
ま
た
危
機
と
共
に
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
し
な
や
か

に
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
時
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
元
々

か
ら
備
わって
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ス
ク
に
向
か
い
合
い
危

機
に
対
処
す
る
過
程
で
、獲
得
し
高
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　
防
災
の
分
野
に『Build Back Better

』と
い
う
概
念
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、災
害
に
見
舞
わ
れ
た
時
、単
な
る
復
元
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、災
害
前
よ
り
も
よ
り
強
く
、よ
り
良
い
仕
組
み
や
社
会

を
つ
くって
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、東
日
本
大
震
災
等
の
大
災
害
を

経
験
し
た
世
界
が
国
際
的
に
共
有
し
て
い
る
考
え
方
で
す
。さ
ら

に
、や
は
り
重
要
と
さ
れ
て
い
る
考
え
方
に『
多
様
な
主
体
に
よ
る
協

働
』が
あ
り
ま
す
。リ
ス
ク
や
危
機
への
対
応
に
お
い
て
は
、こ
れ
に
関

与
す
る
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
付

け
合
う
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
す
。『
し
て
あ
げ
る
』・『
し
て
も
ら

う
』と
い
う
関
係
で
は
な
く
、互
い
の
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
を
出
し
合
っ
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て
、『
対
話
し
、共
考
し
、協
働
す
る
』と
い
う
関
係
を
つ
く
る
こ
と

で
、当
該
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
よ
り
高
まって
い
き
ま
す
。

　
今
の
コロ
ナ
禍
に
あって
、そ
こ
か
ら
の
適
応・回
復
過
程
に
あって

も
、こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
重
要
で
す
。そ
し
て
大
学
生
た
ち
は
、

Build Back Better 

を
実
現
す
る
上
で
、実
に
心
強
い
、パ
ー
ト

ナ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
主
体
だ
と
考
え
ま
す
。」

５　

大
学
生
の
力
を
信
じ
て
引
き
出
す
取
り
組
み
を

　
大
学
生
に
と
って
大
学
で
講
義
を
受
け
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
、そ
の
た
め
に
授
業
料
を
払
って
い
る
と
も
言
え
る
が
、図
書
館
や

学
食
で
過
ご
す
時
間
、友
達
と
会
う
場
所
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
勤
し
む
機
会
な
ど
、様
々
な
居
場
所
も
大
切
で
あ
る
。コロ

ナ
禍
に
直
面
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、こ
れ
ら
も
含
め
た
学
生
生

活
全
般
を
大
学
と
大
学
生
が
改
め
て
一
緒
に
見
つ
め
直
す
こ
と
、そ

し
て
、何
よ
り
も
大
学
が
大
学
生
と
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
り
、

共
に
考
え
、で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
進
め
て
い
く
よ
う
な
、大
学
生
に

寄
り
添
う
姿
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

　
例
え
ば
、学
年
ご
と
に
大
学
生
と
直
接
話
を
す
る
、あ
る
い
は
、大

学
生
同
士
が
改
め
て
自
分
だ
け
で
は
な
い
コロ
ナ
禍
の
中
で
の
お
互

い
の
境
遇
の
共
通
点
や
相
違
点
、工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
う

な
ど
、大
学
生
が
自
ら
の
言
葉
で
思
って
い
る
こ
と
、感
じ
て
い
る
こ

と
を
語
り
合
え
る
場
、大
学
と
し
て
そ
れ
ら
を
聞
い
て
寄
り
添
え
る

場
を
つ
く
る
こ
と
も
有
意
義
だ
ろ
う
。

　
地
方
か
ら
入
学
し
た
大
学
生
、留
学
生
な
ど
、多
様
な
大
学
生
が

存
在
す
る
。コロ
ナ
禍
の
も
と
、自
分
の
こ
と
だ
け
で
手
一
杯
か
も
し

れ
な
い
が
、大
学
生
自
身
が
そ
う
いった
多
様
性
を
認
識
し
、相
手
へ

の
配
慮
や
思
い
や
り
に
気
付
く
よ
う
な
機
会
も
貴
重
だ
ろ
う
。

　
各
大
学
に
お
い
て
も
、自
ら
の
大
学
の
カ
ラ
ー
、特
徴
、伝
統
を
見

つ
め
直
し
、こ
の
先
に
ど
の
よ
う
な
姿
を
描
い
て
い
く
の
か
、そ
の
中

で
大
学
生
が
活
躍
す
る
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
、大

学
生
が
持
って
い
る
力
を
信
じ
て
そ
れ
を
引
き
出
す
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
数
年
後
に
、50
の
危
険
の
改
訂
版
を
発
刊
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。そ
の
際
、今
目
の
前
で
起
こって
い
る
こ
と

と
こ
れ
か
ら
の
展
開
を
そ
の
時
の
大
学
生
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
学
生

生
活
に
役
立
て
て
も
ら
う
の
か
、私
た
ち
も
常
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
、そ
し
て
リ
ス
ク
講
座
を
継
続
的
に
開
催
し
な
が
ら
、大
学
生
と
一

緒
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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きっか
け
は
学
生
た
ち
に
よ
る
度
重
な
る
利
用
だった
。学
生
に
レ

ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
課
す
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、特
に

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
し
れっ
と
情
報
を
仕
入
れ
て
く
る
。そ
の
度
に

「
ウ
ィ
キ
ペデ
ィ
ア
は
誰
で
も
書
け
る
し
査
読
の
制
度
も
な
い
か
ら
信

憑
性
が
薄
く
て
云
々
」と
説
明
す
る
が
、学
生
に
は
あ
ま
り
響
か
な
い
。

次
第
に
自
分
自
身
に
も
響
か
な
く
なって
いった
。

　
そ
の
理
由
は
、自
分
の
発
言
の
根
拠
が
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
と
気
付

い
た
か
ら
だ
。大
学
図
書
館
に
も
査
読
を
経
て
い
な
い
書
籍・雑
誌
は

無
数
に
あ
る
が
、そ
れ
ら
か
ら
引
用
し
た
学
生
に
は
同
じ
よ
う
な
注
意

を
し
な
い
。そ
れ
は
な
ぜ
か
。そ
も
そ
も
自
分
は
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
に
あ

る
情
報
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、そ
の
情
報
を
精
査
す
る
仕
組
み
は
あ

る
の
か
、な
い
の
か
、あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
か
につ
い
て
全
く
知
ら

な
かった
。「
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
の
知
は
悪
、大
学
の
知
は
善
」と
言
い
切

る
に
は
あ
ま
り
に
も
素
朴
で
あ
り
無
知
で
あった
。ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
を

遠
ざ
け
よ
う
と
学
生
と
無
意
味
に
格
闘
す
る
く
ら
い
な
ら
、学
生
に
実

際
に
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
執
筆・編
集
し
て
も
ら
い
、ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィア
の
知
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
の
方
が
建
設
的
で
は
な
い
か
と

思
う
に
至った
。２
０
１
９
年
の
初
秋
の
こ
と
だった
。

　
そ
の
後
準
備
を
進
め
て
い
く
と
、心
強
い
サ
ポ
ー
ト
が
各
種
あ
る
こ

と
が
分
かった
。ま
ず
大
学
の
歴
史
科
目
で
ウ
ィ
キ
ペディア
を
使
う
こ

と
に
関
し
て
は
、先
人
の
体
験・知
見
が
存
在
す
る
。ウ
ィ
キ
ペデ
ィ
ア

が
世
に
出
た
２
０
０
１
年
以
降
、そ
れ
を
教
材
と
し
て
積
極
的
に
利
用

す
る
歴
史
教
員
は
北
米
の
大
学
に
散
在
し
て
お
り
、そ
の
体
験
は
教

授
法
の
論
文
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
る※

１
。

　
そ
の
上
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
自
身
も
、大
学
の
教
育
活
動
を
支
援
す
る

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。長
ら
く
大
学
と
は
無
縁
だった
ウ
ィ
キ
ペ

デ
ィ
ア
だ
が
、２
０
１
３
年
に
大
き
く
方
向
転
換
を
行
う
。ウ
ィ
キ
教

育
財
団
と
い
う
組
織
を
設
置
し
、そ
れ
を
母
体
と
し
て
大
学
の
授
業

向
け
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
。こ
れ
に
よって
学
生
は
、ウ
ィ
キ

ペデ
ィ
ア
を
執
筆・編
集
す
る
際
の
注
意
事
項
を
学
ぶ
ト
レ
ー
ニン
グ

を
Ｗｅ
ｂ
上
で
受
講
し
た
り
、指
定
さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
質

問
が
で
き
る
。教
員
は
、授
業
科
目
単
位
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設

歴
史
の
授
業
で

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
使
って
み
た

（
結
局
は
、歴
史
と
は
何
か
を
本
気
で
教
え
て
い
た
）

吉
江 

弘
和

創
価
大
学
国
際
教
養
学
部
講
師
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し
、そ
れ
を
通
し
て
履
修
学
生
の
執
筆・編
集
履
歴
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。こ
れ
ら
の
支
援
を
受
け
る
に
は
、教
員
が
事
前
に
シ
ラ
バス
を
提

出
し
て
同
財
団
の
認
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。２
０
２
０
年
３
月

下
旬
、事
前
に
提
出
し
た
歴
史
科
目
「Sem

inar: W
ikipedia and 

M
odern Japanese H

istory

」
が
先
方
に
承
認
さ
れ
た※

２
。

準
備
は
整
って
いった
。

　
翌
月
下
旬
、開
講
を
迎
え
た
。期
間
は
週
１
回
の
授
業
で
14
週
間
と

なった
。本
学
部
の
授
業
は
全
て
英
語
で
行って
お
り
、同
科
目
も
同
様

で
あ
る
。履
修
者
は
筆
者
の
所
属
す
る
学
部
の
３
年
生
が
６
名
と
なっ

た
。ゼ
ミ
と
い
う
こ
と
で
少
人
数
で
は
あ
る
が
、本
学
部
は
専
攻
が
な
い

カ
リ
キュラ
ム
の
た
め
、履
修
学
生
は
歴
史
学
を
専
門
に
し
て
い
な
い
。

一
方
で
６
名
全
員
が
日
本
の
学
校
教
育
を
受
け
て
お
り
、日
本
史
に
対

す
る
認
識
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。最
終
的
な
目
標
は
、各
学
生
が
選

ん
だ
近
現
代
日
本
史
の
ト
ピック
に
基
づい
て
英
語
版
の
ウィ
キ
ペディ

ア
に
執
筆・編
集
を
行
う
こ
と
で
あった
。ウ
ィ
キ
ペディア
に
既
に
あ
る

ト
ピッ
ク（
項
目
ご
と
に
独
立
し
た
Ｗｅ
ｂ
ペー
ジ
）に
加
筆
す
る
の
か
、

新
た
な
ト
ピッ
ク
を
作
る
の
か
は
自
由
と
し
た
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
、英

単
語
数
と
し
て
２
３
０
０
語
以
上
の
執
筆
を
最
低
条
件
と
し
た
。授
業

時
間
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピック
の
執
筆
に
学
生
は
取
り
組
み
、毎
週
の

授
業
で
は
学
生
に
よ
る
経
過
報
告
や
問
題
点
の
共
有
、教
員
か
ら
の
助

言
や
問
題
提
起
な
ど
を
中
心
に
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
ま
ず
ト
ピッ
ク
の
選
定
か
ら
始
まった
。各
学
生
の
興
味
関
心
が
基

本
で
は
あ
る
が
、そ
れ
と
同
時
に
、英
語
版
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
で
既
に
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
ト
ピッ
ク
、ま
た
、ま
だ
学
術
的
に
研
究
さ
れ
て

い
な
い
ト
ピッ
ク
は
避
け
る
よ
う
に
伝
え
た
。加
筆
で
き
る
こ
と
が
な

かった
り
、情
報
源
と
な
る
学
術
論
文・書
籍
が
な
い
と
い
う
状
況
を

避
け
る
の
が
そ
の
理
由
で
あった
。こ
れ
ら
制
約
の
中
で
も
学
生
た
ち

は
、「Iw

akura Tom
om

i（
岩
倉
具
視
）」と
いった
歴
史
上
の
人
物

か
ら「Taishō D

em
ocracy

（
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
）」と
いった
政

治
運
動
、さ
ら
に
は「History of Am

usem
ent Parks in Japan

（
日
本
の
遊
園
地
の
歴
史
）」な
ど
、幅
広
い
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
。

　
次
は
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
文
献
を
集
め
る
作
業
に
入
っ
た
。時
節

柄
、大
学
図
書
館
に
は
入
館
で
き
な
かった
が
、司
書
の
方
々
が
必
要

な
書
籍
は
学
生
の
自
宅へ郵
送
し
た
り
、遠
隔
で
も
学
術
論
文
を
デ
ジ

タ
ル
で
入
手
す
る
方
法
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
。学
生
に
は
、関
連

文
献
と
そ
の
入
手
方
法
を
記
し
た
リ
ス
ト
を
出
し
て
も
ら
い
、学
術
的

な
資
料
が
少
な
かった
り
、古
い
文
献
ば
か
り
の
場
合
は
個
別
に
指
摘

を
し
て
いった
。あ
る
学
生
は
、す
ぐ
に
入
手
し
た
い
書
籍
が
あった
が
、

大
学
図
書
館
か
ら
の
郵
送
手
続
き
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
知
り
、

自
宅
近
く
の
公
共
図
書
館
ま
で
自
転
車
で
借
り
に
行
った
。教
員
冥
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利
に
尽
き
る
。

　
関
連
資
料
の
収
集
と
同
時
進
行
し
て
、そ
れ
ら
を
読
み
進
め
る
よ

う
促
し
た
。た
だ
、こ
の
作
業
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
学
生
も
多
かった
。

と
い
う
の
も
、学
生
た
ち
が
受
け
た
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
は
、教
員
が

宿
題
を
選
択
し
て
学
生
に
課
し
、学
生
は
そ
れ
を
最
初
か
ら
最
後
ま

で
読
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
本
ゼ
ミ
の
数
週
間
と
い
う

時
間
的
制
約
で
は
、集
め
た
資
料
の
全
て
は
読
み
こ
な
せ
な
い
。逆
に
、

読
め
ば
読
む
ほ
ど
新
た
な
関
連
文
献
が
見
つ
かって
く
る
。た
だ
こ
の

こ
と
は
、歴
史
研
究
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
、研
究
者
た
ち
は
自
ら

読
む
も
の
を
合
理
的
に
選
び
と
り
、常
に
一
定
の
情
報
を
諦
め
て
い

る
。学
ぶべき・解
釈
す
べき
情
報
が
無
限
に
あ
る
と
い
う
感
覚
こ
そ
が

歴
史
学
者
の
不
安
の
種
で
あ
り
、同
時
に
研
究
の
原
動
力
で
も
あ
る

と
思
う
。今
回
の
よ
う
に
学
生
た
ち
が
行
き
詰
まった
と
き
こ
そ
、歴

史
研
究
の
作
法
を
伝
え
る
絶
好
の
機
会
だ
と
感
じ
た
。

　
６
月
の
中
心
は
、ト
ピック
の
執
筆
作
業
だった
。学
生
は
あ
ら
か
じ

め
週
ご
と
に
行
う
執
筆
内
容
と
執
筆
量
の
目
安
を
提
出
し
、そ
れ
に

沿って
書
い
た
も
の
を
毎
週
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
上
で
公
開
。教
員
は
そ
の

都
度
そ
れ
を
評
価
し
な
が
ら
修
正
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た（
教
員

は
、前
述
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
ど
の
学
生
が
何
文
字
書
き
込
ん
だ

か
を
逐
一
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。毎
週
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、文
献

を
読
み
進
め
る
場
合
と
同
様
、選
択
的
に
文
章
を
構
成
す
る
こ
と
を

伝
え
た
。

　
７
月
は
、学
生
が
一
度
書
き
上
げ
た
も
の
を
お
互
い
に
読
ん
で
批

評・助
言
し
て
も
らった
。教
員
と
し
て
筆
者
も
各
ト
ピック
修
正
に
関

す
る
提
案
を
行った
。各
学
生
は
、こ
れ
ら
の
コメ
ン
ト
を
考
慮
し
て
ト

ピッ
ク
を
加
筆・修
正
し
、そ
の
成
果
を
学
期
末
の
課
題
と
位
置
付
け

た
。ま
た
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
者
は
誰
で
も
、そ
こ
に

書
か
れ
た
も
の
に
異
議
を
唱
え
た
り
、修
正
を
提
案
し
た
り
で
き
、そ

れ
ら
につい
て
議
論
す
る
た
め
の
Ｗｅ
ｂ
空
間
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。先

述
の
教
授
法
に
関
す
る
論
文
で
は
、学
生
が
自
身
の
書
い
た
も
の
につ

い
て
見
知
ら
ぬ
他
人
と
議
論
を
重
ね
る
体
験
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。本

科
目
で
も
同
様
の
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、結
局
そ
の
よ
う
な
異
議

申
立
は
な
かった
。そ
の
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　
８
月
上
旬
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
を
使
った
歴
史
授
業
は
無
事
に
終
了

し
た
。きっか
け
は
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
の
知
と
は
何
か
体
験
し
考
え
て
も

ら
う
こ
と
だった
が
、終
わって
み
る
と
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
につい
て
よ
り

も
、筆
者
自
身
が
日
々
実
践
し
て
い
る
歴
史
学
の
知
の
生
成
サ
イ
ク
ル

を
教
授
し
て
い
た
こ
と
が
分
かった
。履
修
し
た
学
生
は
ウ
ィ
キ
ペデ
ィ

ア
を
通
し
て
、あ
る
特
定
の
テ
ー
マについ
て
資
料
を
集
め
、選
択
的
に

解
釈
し
、実
証
的
に
叙
述
し
、叙
述
し
た
も
の
を
他
者
に
批
評
さ
れ
、
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そ
れ
を
受
け
て
加
筆・修
正
を
行
う
。こ
れ
は
多
く
の
歴
史
学
者
が
日

常
的
に
行って
い
る
学
術
活
動
に
似
て
お
り
、実
際
の
と
こ
ろ
筆
者
は
、

自
身
の
研
究
体
験
を
基
に
学
生
に
助
言
を
行
い
、ま
た
学
生
の
実
践

を
評
価
し
て
い
た
。

　
当
然
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィ
ア
と
学
術
知
は
違
う
。前
者
の
場
合
は
執
筆

や
批
評
を
す
る
権
利
が
広
く
開
か
れ
て
い
る
が
、後
者
に
お
け
る
そ
れ

ら
は
、専
門
性
と
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
序
列
が
存
在
す
る
。学
期
中

に
両
者
の
違
い
を
学
生
と
議
論
す
る
機
会
を
設
け
よ
う
と
考
え
て
い

た
が
、そ
の
時
間
を
確
保
で
き
な
い
ま
ま
学
期
末
を
迎
え
た
。

　
と
も
あ
れ
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィ
ア
を
通
し
て
歴
史
研
究
を
教
え
て
い
た

と
い
う
の
は
筆
者
に
は
う
れ
し
い
発
見
で
あった
。た
だ
よ
く
考
え
る

と
、ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
は
、学
部
の
授
業
で
で
き
る
こ
と
の
中
で
は
実
際

の
歴
史
研
究
に
近
い
ツ
ー
ル
で
あ
り
、筆
者
の
結
論
は
合
理
的
と
い
え

る
。よ
り
一
般
的
な
レ
ポ
ー
ト
課
題
で
も
歴
史
研
究
の
作
法
につい
て

教
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、そ
の
場
合
は
想
定
さ
れ
る
読
者
と
批
評
者

が
他
の
学
生
と
教
員
に
限
定
さ
れ
る
。ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
の
場
合
は
、学

生
が
書
い
た
も
の
が
瞬
時
に
世
界
中
の
ネッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
閲
覧
可
能

と
な
る
。こ
れ
ら
無
数
の
読
者
は
、学
生
の
書
い
た
も
の
に
批
判
や
修

正
を
す
る
こ
と
も
で
き
る（
残
念
な
こ
と
に
本
科
目
の
履
修
生
は
こ
れ

を
体
験
で
き
な
かった
け
れ
ど
も
）。こ
の
よ
う
に
書
い
た
も
の
を
出
版

し
世
に
問
う
作
業
は
、歴
史
研
究
者
な
ら
ば
書
籍
や
論
文
を
通
し
て

実
践
で
き
る
が
、通
常
の
授
業
で
学
生
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
。し
か
し
ウ
ィ
キ
ペデ
ィ
ア
で
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
り
、し
か
も

学
生
は
、自
身
が
執
筆・編
集
し
た
ト
ピッ
ク
が
何
回
閲
覧
さ
れ
て
い

る
か
確
認
で
き
る
。例
え
ば「Iw

akura Tom
om

i

」は
７
月
だ
け
で

９
０
０
回
ほ
ど
閲
覧
さ
れ
て
い
た
。自
身
の
知
的
成
果
を
第
三
者
の
目

に
晒
す
プ
ロ
セ
ス
は
、履
修
学
生
全
員
に
良
い
緊
張
感
を
終
始
与
え
、

ク
ラ
ス
全
体
の
作
業
の
質
を
高
め
る
こ
と
と
なった
。

　
筆
者
も
教
員
と
し
て
、自
分
の
学
生
の
文
章
がｗｅ
ｂ
上
に
出
版
さ
れ
る

と
い
う
事
実
を
前
に
、いつ
に
も
ま
し
て
学
生
の
成
長
に
熱
心
に
なって
い

た
。こ
れ
は
ウ
ィ
キ
ペデ
ィア
で
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
かった
と
思
う
。未

知
の
授
業
実
践
に
飛
び
込
ん
で
き
て
く
れ
た
学
生
６
名
に
も
感
謝
し
た
い
。

　
２
０
２
０
年
春
学
期
、ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
使
って
本
気
で
歴
史
を

教
え
た
。

※

1 

最
近
の
例
と
し
て
は
、Robert L. N

elson &
 H

eidi  L. M
. Jacobs, 

“
H
istory, 

Play, 
and 

the 
Public: 

W
ikipedia 

in 
the 

U
niversity C

lassroom
,” The H

istory Teacher, V
ol. 50, 

N
o. 4 (August 2017)

を
参
照
。

※
2 

同
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
を
含
む
詳
細
は
、ウ
ィ
キ
教
育
財
団
の
ウェ
ブ
サ
イ
ト
で

閲
覧
可
能
で
あ
る
：https://dashboard.w

ikiedu.org/courses

　
　

 /Soka_University/W
ikipedia_and_M

odern_Japanese_History_
(Spring)/tim

eline 　
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本
年
４
月
に
共
立
女
子
大
学
の
神
田
一
ツ
橋
キ
ャン
パ
ス
に
共
立

女
子
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
が
開
設
の
運
び
と
なった
。ビ
ジ
ネ
ス
学
部

は
、経
営・商・経
済
系
の
学
部
で
あ
り
、女
子
大
で
は
珍
し
い
も
の
の

ほ
と
ん
ど
の
総
合
大
学
に
類
似
学
部
が
あ
り
、新
設
に
際
し
て
は
他

大
学
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
と
い
う
命
名
に
は
、卒
業
後
の
社
会
生
活
で
直
ち

に
役
に
立
つ
能
力
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
実
践
性
の
高
い
学
部
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。カ
リ
キュラ
ム
の
骨
格
は
、経
営・経
済

系
の
基
礎
科
目
の
幅
広
く
徹
底
し
た
学
習
、チ
ー
ム
で
の
活
躍
能
力

を
高
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・プ
ロ
グ
ラ
ム
、以
上
の
２
つ
の
成
果
を

生
か
す
形
で
の
、ビ
ジ
ネ
ス
に
登
場
す
る
課
題
を
チ
ー
ム
で
解
決
す

る
授
業
の
三
本
柱
で
あ
る
。以
下
で
は
、こ
の
よ
う
な
カ
リ
キュラ
ム

が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
急
速
に
変
貌
を
遂
げ
つつ
あ
る
経
済
社
会
の

要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
か
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
本
学
が
女
子
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、働
く
女
性
の
役
割
と
い
う
点

に
強
い
関
心
が
あ
る
わ
け
だ
が
、（
特
に
長
く
）働
く
意
欲
を
持った
女
性

に
とって
は
未
曾
有
の
チ
ャン
ス
が
訪
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。人
口
減

少
下
の
労
働
市
場
で
は
、女
性
の
役
割
は
否
応
な
し
に
上
昇
し
つつ
あ

る
。加
え
て
、政
府
を
は
じ
め
と
し
て
、社
会
全
体
が
女
性
の
地
位
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
注
力
し
て
い
る
。ま
た
、現
状
で
は
高
い
地
位
に
あ
る
女

共
立
女
子
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
・
　
植
田 

和
男 ﹇
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
﹈

Ａ
Ｉ
時
代
に
生
き
残
る
力
を
身
に
付
け
る

明
日
へ
の
試
み

�

社
会
経
済
的
背
景

は
じ
め
に
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性
の
比
率
が
低
い
た
め
、今
後
大
き
く
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、若
い
女
性
に
とって
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
が
広
が
り
つつ
あ
る
。

　
た
だ
し
、ど
の
よ
う
な
職
種
で
も
一
様
に
求
人
が
増
え
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。コン
ピュー
タ・通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、さ
ら
に
最
近
で
は

ロ
ボッ
ト
や
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）の
発
達（
以
下
、Ａ
Ｉ
）が
、労
働
に
対

す
る
需
要
を
大
き
く
変
え
つつ
あ
る
。特
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
、Ａ
Ｉ
で

代
替
さ
れ
る
よ
う
な
職
種
、ス
キ
ルへの
労
働
需
要
が
大
き
く
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
る
点
で
あ
る
。こ
の
問
題
の
代
表
的
な
分
析
例
で
あ
る

Frey &
 O

sborne

※
に
よ
れ
ば
、単
純
作
業
の
代
表
で
あ
る
タ
イ
ピ

ス
ト
、レ
ジ
係
、文
書
整
理
係
等
への
需
要
減
少
が
予
想
さ
れ
る
と
と

も
に
、ク
レ
ジッ
ト
ア
ナ
リ
ス
ト
や
融
資
担
当
者
な
ど
も
、Ａ
Ｉ
に
よ
る

分
析
に
取
って
代
わ
ら
れ
る
。他
方
、医
師
、教
師
、弁
護
士
、経
営
者

等
は
Ａ
Ｉ
で
代
替
さ
れ
に
く
い
と
の
結
果
に
なって
い
る
。実
際
、金
融

機
関
を
は
じ
め
と
し
て
、コン
ピュー
タ・ソ
フ
ト
で
人
間
を
代
替
す
る

い
わ
ゆ
る
Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
テ
ィッ
ク・プ
ロ
セ
ス・オ
ー
ト
メ
ー
ション
）を

利
用
す
る
動
き
は
日
本
で
も
急
速
に
広
が
り
つつ
あ
る
。　

　
こ
う
し
た
分
析
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
労
働
需
要
が
減
少
し
て
い
る
職

種
の
特
徴
は
、こ
れ
ま
で
の
日
本
の
大
学
で
言
え
ば
、標
準
的
な
文
科
系

の
卒
業
者
の
就
職
先
に
大
ま
か
に
対
応
し
て
い
る
。文
科
系
卒
業
者
の

多
く
は
、Ａ
Ｉ
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
し
、関
連
す
る
数
学・統
計
に
関
し
て
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
苦
手
で

あ
る
。結
果
的
に
、か
な
り
単
純
な
事
務
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
も
多

く
、今
後
求
人
が
減
少
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。逆
に
言
え
ば
、大

学
と
し
て
は
Ａ
Ｉ
に
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
、そ
れ
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
効
か
と
い
う
点
を
常
に

考
え
続
け
な
い
と
い
け
な
い
厳
し
い
時
代
に
なって
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
は
、あ
る
事
柄
に
つ
い
て
過
去
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
豊
富
な

場
合
に
、そ
の
デ
ー
タ
を
正
確・迅
速
に
分
析
し
て
近
い
将
来
を
予

測
す
る
能
力
に
優
れ
て
い
る
。逆
に
言
え
ば
、過
去
に
類
似
例
が
少

な
い
事
象
、あ
る
い
は
数
値
化・パ
タ
ー
ン
化
が
難
し
い
よ
う
な
事
象

につい
て
は
力
を
発
揮
し
に
く
い
。

　
以
上
の
Ａ
Ｉ
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、Ａ
Ｉ
時
代
に
生
き
残
る
仕

事
の
類
型
と
し
て
は
、以
下
の
３
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
。

①
直
接
・
間
接
に
Ａ
Ｉ
に
携
わ
る
職
種
：
Ａ
Ｉ
向
け
の
新
し
い
ソ

フ
ト
開
発
や
、Ａ
Ｉ
の
職
場
へ
の
導
入（
生
産
・
企
画
部
門
）に

関
わ
る
仕
事
。

②
人
間
に
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
新
し
い
価
値
の
創
造
に
関
わ
る

�

Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
能
力
と

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
対
応
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明
日
へ
の
試
み

仕
事
：
芸
術
家
や
真
に
創
造
的
な
学
者
だ
け
で
な
く
、よ
り
広

く
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
も
過
去
の
繰
り
返
し
で
は
な
い

新
し
い
領
域
で
の
仕
事
へ
の
関
与
。

③
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
の
仕
事
：
言
い
換
え
れ
ば
、人
間
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
カ
ギ
と
な
る
仕
事
。

以
上
を
経
営・経
済
系
の
学
部
教
育
を
念
頭
に
ま
と
め
直
す
と
、新

し
い
時
代
に
適
応
す
る
た
め
に
は
、

⑴
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
専
門
知
識
を
身
に
付

け
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵
Ａ
Ｉ
時
代
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、自
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、基
礎
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
、統
計
等
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑶
分
野
を
ま
た
が
っ
た
新
し
い
仕
事
に
発
展
の
余
地
が
あ
る
こ
と

か
ら
、自
分
の
専
門
に
加
え
て
複
数
の
領
域
の
知
識
を
併
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑷
領
域
を
ま
た
ぐ
仕
事
は
、さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
集
ま
っ
た

チ
ー
ム
で
の
対
応
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、他
者
を
生
か
し

つ
つ
、自
分
の
力
も
発
揮
す
る
訓
練
が
大
事
で
あ
る
。よ
り
広

く
、前
記
③
に
関
わ
る
場
合
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
は
重
要
で
あ
る
。

⑸
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
た
う
え
で
、教
科
書
に
は
現
れ
な
い

よ
う
な
応
用
問
題
、新
し
い
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

必
要
で
あ
る
。

冒
頭
で
示
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
３
つ
の
特
徴
は
こ
の
５
種
類
の
要

請
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
活
躍
に
必
要
な
経
営
・
経
済
の
基
礎
知
識
の
教

育
。（ 

⑴
、⑵
、⑶ 

）

B
チ
ー
ム
で
の
活
躍
の
能
力
を
高
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
。

（ 

⑷ 

）

C
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
発
生
す
る
よ
う
な
課
題
を
、A
の
基
礎
知

識
と
B
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
を
基
に
、グ
ル
ー
プ
で
解
決

し
て
い
く
課
題
解
決
型
授
業
。（ 

⑷
、⑸ 

）

　
補
足
す
れ
ば
、A
に
つ
い
て
は
、経
営・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・経
済・会

計
の
４
分
野
を
主
軸
に
、法
律
、統
計・プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ（
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
分
析
を
含
む
）の
体
系
的
な
学
習
と
、さ
ら
に
英
語
も
必
修・

選
択
科
目
に
組
み
込
み
、Ａ
Ｉ
時
代
の
基
礎
力
を
養
う
。

　
B
に
関
し
て
は
、リ
ー
ダ
ー
シッ
プ
開
発
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
型
授

業
は
最
近
多
く
の
大
学
で
試
み
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、本
格
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
例
は
数
少
な
い
。ビ
ジ
ネ
ス
学
部
は
、立
教
大
学
等

で
開
始
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シッ
プ・プ
ロ
グ
ラ
ム
を
女
子
大
学
で
は
初
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め
て
必
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
導
入
す
る
。そ
の
目
的
は
、「
組
織
に

お
い
て
何
ら
か
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、他
者
に
影
響
を
与
え

る
」能
力
の
育
成
で
あ
る
。

　
A
や
B
で
身
に
付
け
た
能
力
も
そ
れ
だ
け
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

で
発
揮
で
き
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。現
実
的
に
は
就
職

後
の
現
場
で
の
経
験
を
経
て
よ
う
や
く
実
践
力
が
身
に
付
く
わ
け
で

あ
る
が
、そ
こへの
移
行
過
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
は
大
学
に

お
い
て
こ
う
し
た
実
践
例
を
経
験
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。C

の
グ
ル
ー
プ
授
業
は
こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

　
例
え
ば
、B
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、趣
旨

に
賛
同
し
た
企
業
か
ら
、企
業
経
営
上
の
現
実
的
な
課
題
を
提
出

し
て
も
ら
い
、そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う

企
画
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。ま
た
、専
門
分
野
の
よ
り
高
度
な
授

業
の
中
で
、や
は
り
企
業
や
経
済
の
実
践
的
な
課
題
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
数
多
く
用
意
さ
れ

て
お
り
、学
生
の
企
業
社
会
に
お
け
る
適
応
能
力
を
高
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　
課
題
解
決
型
授
業
の
実
施
例
も
他
大
学
に
お
い
て
増
え
て
き
て

い
る
が
、ビ
ジ
ネ
ス
学
部
で
は
、A
と
B
の
しっ
か
り
し
た
基
礎
の
上

に
、C
を
配
置
し
て
い
る
と
い
う
点
が
、他
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
試

み
と
なって
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　
最
後
に
学
部
開
設
前
後
の
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。開
設
が

昨
年
９
月
初
め
に
認
可
さ
れ
、年
内・年
明
け
の
入
試
を
経
て
募
集

人
員（
１
５
０
名
）を
若
干
上
回
る
入
学
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。そ
の
特
徴
は
、総
合
大
学
の
経
営・商・経
済・法
学
部
と
の
併

願
が
多
かっ
た
こ
と
に
加
え
て
、化
学
、社
会
工
学
等
の
理
科
系
や
、

食
物・被
服
等
の
家
政
系
学
部
と
の
併
願
者
も
無
視
で
き
な
い
数
で

い
た
こ
と
で
あ
る
。設
立
の
狙
い
通
り
の
傾
向
と
なって
い
る
だ
け
で

な
く
、技
術
の
変
化
の
中
で
文
系
理
系
の
区
別
が
徐
々
に
意
味
を
失

いつつ
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
折
か
ら
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
への
対
応
は
、右
記

B
、C
の
試
み
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、同
時
に

浸
透
し
つ
つ
あ
る
リ
モ
ー
ト
教
育
の
新
し
い
技
術
も
利
用
し
な
が

ら
、着
実
に
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

※
Frey, C. B. & M

. A. O
sborne “The Future of Em

ploym
ent: How

 
Susceptible are Jobs to Com

puterization?” Technological 
Forecasting and Social Change, January 2017, V

ol 114, 
254-280.

�

学
部
開
設
を
経
て
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文
教
大
学
に
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
の
は
２
０
１
６

年
で
あ
る
。大
学
創
立
50
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
文
教
大
学

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
る
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
、１
０
９
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
、卒
業
生
が
デ

ザ
イ
ン
し
た「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」が
選
ば

れ
た
。「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」は
本
学
の
建

学
の
精
神「
人
間
愛
」に
ち
な
み
、分

か
ち
合
う
幸
せ
や
人
と
の
絆・繋
が

り
を
表
し
た「
あ
な
た
と
は
ん
ぶ
ん

こ
し
た
ハ
ー
ト
」を
持
っ
て
い
る
。学

生
や
教
職
員
な
ど
学
内
者
に
広
く

知
ら
れ
て
お
り
、昨
年
度
学
内
で

行
っ
た「
広
告
イ
メ
ー
ジ
調
査
」で
は

93
％
以
上
の
認
知
率
を
得
た
。そ
こ
で
、大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
の
一
つ
と
し
て
、「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」の
力
を
借
り
た
施
策
を
検
討

す
る
こ
と
と
なっ
た
。

　　
「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」を
用
い
た
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
つ

と
し
て
、身
近
に
置
い
て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
グ
ッ
ズ
化
を
行

う
こ
と
と
し
た
。グ
ッ
ズ
内
容
を
検
討
す
る
際
、同
時
期
に
進
行

し
て
い
た
本
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス「
東
京
あ
だ
ち
キ
ャ
ン
パ
ス
」開
設

（
２
０
２
１
年
４
月
）と
連
動
し
た
企
画
と
し
て
、両
方
を
同
時
に

盛
り
上
げ
る
グ
ッ
ズ
を
作
り
た
い
と
考
え
た
。新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

設
す
る
東
京
都
足
立
区
は
、２
千
以
上
の
工
場
が
あ
る
も
の
づ
く

り
の
地
域
で
あ
り
、区
内
産
業
の
優
れ
た
製
品・技
術
を「
足
立
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
認
定
し
て
い
る
。そ
の
足
立
区
の
も
の
づ
く
り
技

術
と「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」普
及
を
掛
け
合
わ
せ
た
グ
ッ
ズ
と
し
て
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
の
製
作
を
検
討
し
、足
立
区
千
住
で
着
物
に
も
洋
服
に

も
合
う
鞄
を
一
つ
一
つ
手
づ
く
り
し
て
い
る「
渡
邊
鞄
」に
快
諾
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
ション
が
実
現
し
た
。製
作
に
あ

た
って
は
、デ
ザ
イ
ン
を
本
学
が
担
当
し
、ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
仕
様
は

�
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
と
連
動
し
た
グ
ッ
ズ
製
作

�
大
学
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕
生

［文教大学］

大学ブランディングと地域連携
－公式マスコットキャラクターを活用した事例－

西村 美佳　学校法人文教大学学園経営企画課
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「
渡
邊
鞄
」に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、約
半
年
で
完
成
と
な
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
、本
を
読
ん
で
い
る「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」と
一
緒
に「
Ｂ

Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」の
手
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
を
開
く
と
読
者
の

手
と「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」の
手
が
重
な
り「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」が
読
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
絵
柄
に
な
って
い
る
。「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」の
親

し
み
や
す
さ
を
表
し
た
い
、多
く
の
人
に
手
に
し
て
も
ら
え
る
グ
ッ
ズ

を
作
り
た
い
と
い
う
本
学
の
想
い
と
、帆
布
の
質
感
の
良
さ
や
使
い

や
す
さ
を
慎
重
に
検
討
し
て
く
だ
さ
っ
た「
渡
邊
鞄
」の
想
い
が
重

な
っ
た
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品「
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
の
文
庫
カ
バ
ー
」が
完
成

し
た
の
で
あ
る
。

　　
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
完
成
後
、

２
０
１
９
年
秋
か
ら
大
学
の
購

買
部
で
販
売
し
て
い
る
。紺
・

カ
ー
キ・赤
の
３
色
が
あ
り
、売

上
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

他
に
も
、卒
業
生
が
芥
川
賞・直

木
賞
を
２
０
１
８
年
に
続
け
て

受
賞
し
た
こ
と
に
伴
う
紀
伊
國
屋
書
店
特
別
イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
販
売
や
新
聞
取
材
な
ど
、予
想
外
の
反
響
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。帆
布
の
質
感
と
落
ち
着
い
た
色
使
い
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

は
、使
う
ほ
ど
に
良
さ
が
わ
か
る
一
品
と
な
っ
て
い
る
。足
立
区
の

企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、新
キ
ャ
ン
パ
ス

開
設
を
盛
り
上
げ
る
一
助
と
な
る
と
と
も
に
、少
な
か
ら
ず
大
学

ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、学

内
製
作
だ
け
で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
話
題
性
が
生
ま
れ
、今
後

に
繋
が
る
地
域
と
の

絆
づ
く
り
の
端
緒
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。来
年
４
月

に
開
設
さ
れ
る
新

キ
ャ
ン
パ
ス
内
や
足

立
区
内
で「
Ｂ
Ｕ
Ｎ

Ｋ
Ｏ
の
文
庫
カ
バ
ー
」

を
つ
け
て
読
書
し
て

い
る
人
を
多
く
目
に

す
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
み
で
あ
る
。

�
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
助
と
し
て

「BUNKOの文庫カバー」　詳細は文教大学HPよりご確認ください。
https://www.bunkyo.ac.jp/about/public_relations/goods/

文教大学
公式マスコットキャラクター
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本
学
図
書
館
で
は
、近
年
話
題
に

の
ぼ
る
学
生
協
働
施
策
に
か
ね
て
よ

り
力
を
注
い
で
き
た
。本
学
で
そ
の

枢
軸
と
な
る
の
が
、図
書
館
広
報
隊

で
あ
る
。広
報
隊
は
全
て
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
組
織
さ
れ
、原
則
、半
期
ま

た
は
1
年
を
任
期
と
し
、半
期
ご
と

に
募
集
さ
れ
る
。広
報
隊
に
は
、図
書

館
運
営
の
一
環
を
担
う
活
動
が
要
請

さ
れ
る
。こ
の
た
め
、学
生
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
は
じ
め
学
生
目
線
を
取
り

入
れ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、

図
書
館
の
認
知
度
の
向
上
な
ど
が
活

動
を
通
じ
て
期
待
さ
れ
る
。

　
広
報
隊
の
活
動
は
、主
と
し
て
学

生
な
ら
で
は
の
イ
ベン
ト
の
企
画
・
開

催
で
あ
り
、図
書
館
職
員
は
企
画
へ

の
助
言
、備
品
の
発
注
な
ど
の
補
助

的
立
場
に
徹
し
、企
画
の
円
滑
な
遂
行
を
下
支
え
し
て
い
る
。

　
広
報
隊
の
具
体
的
活
動
と
し
て
は
、今
や
大
学
は
言
う
に
及
ば

ず
、高
等
学
校
・
中
学
校
に
も
普
及
し
つ
つ
あ
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

―
知
的
書
評
合
戦
―
や
、館
内
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。特
に
昨
年
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、図
書
館
司
書
課
程
在
学

生
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
開
催
と
な
り
反
響
も
大
き
かっ
た
。他
に
も
館

内
ト
ー
ク
イ
ベン
ト
を
は
じ
め
、広
報
隊
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、今
回
は
そ
の
一つ
、展
示
会
を
例
に
挙
げ
た
い
。

　
展
示
会
は
年
に
3
回
程
度
、館
内
の
一
部
を
利
用
し
て
開
催
さ

れ
る
。主
役
は
も
ち
ろ
ん
図
書
館
広
報
隊
で
あ
る
。

　
ま
ず
、季
節
や
世
情
を
反
映
し
た
展
示
テ
ー
マ（『
雨
の
日
に
読

む
本
』、『
雪
』、『
筋
ト
レ
』な
ど
）を
設
定
し
、そ
の
後
は
展
示
班
と

作
成
班
に
分
か
れ
て
の
作
業
と
な
る
。展
示
班
は
展
示
会
ま
で
の

日
程
調
整
か
ら
は
じ
ま
り
、展
示
方
法
や
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
図
書

の
選
別
収
集
、購
入
手
続
き
な
ど
の
細
か
な
作
業
を
経
て
、テ
ー
マ

に
沿
っ
た
ポ
ッ
プ
、ポ
ス
タ
ー
、案
内
チ
ラ
シ
も
準
備
す
る
。中
で

も
メ
ン
バ
ー
の
日
程
調
整
が
最
大
の
難
関
の
よ
う
で
あ
る
。一方
、

�
展
示
会
に
お
け
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
展
示
・
配
布

�
〝
図
書
館
広
報
隊
〞

［中京大学］

ブックカバー作成に見る広報隊活動
中山 惠子　中京大学図書館長　経済学研究科長
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作
成
班
は
テ
ー
マ
の
具
現
化
に
頭
を
痛
め
つ
つ
、展
示
会
当
日
に

展
示
を
す
る
と
と
も
に
、無
料
で
配
布
す
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
、栞
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
作
成
に
あ
た
る
が
、請
求
記
号
を
模
す
デ

ザ
イ
ン
や
既
存
図
書
を
虹
の
ア
ー
チ
に
見
立
て
て
の
撮
影
な
ど
、

毎
回
学
生
ら
し
さ
の
際
立
つ
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
展
示
会
は
学
生
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
か
ら
も
好
評
を
博
し
、

大
量
に
用
意
す
る
成
果
物
も
会
の
終
了
を
待
た
ず
、在
庫
が
尽
き

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。参
加
学
生
か
ら
は
、毎
回
、学
部・学

年
の
垣
根
を
越
え
て
の
交
流
や
達
成
感
が
声
高
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
で
は
、学
生
た
ち
の
デ
ィベ
ー
ト
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
な

ど
の
能
動
的
学
修
行
動
に
寄
与
す
る
空
間
と
し
て
、ラ
ー
ニ
ン
グ・

ス
ク
エ
ア
を
提
供
し
て
い
る
。ラ
ー
ニン
グ・ス
ク
エ
ア
は
名
古
屋
図
書

館
正
面
出
入
口
奥
に
位
置
し
、50
名
程
度
の
収
容
が
可
能
で
あ
る
。

可
動
式
テ
ー
ブ
ル・椅
子・ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
に
向
け
て
も
、図
書
館
広
報
隊
の
活

動
の
活
性
化・定
着
化
は
大
き
な
役
割
を
担
う
は
ず
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
も
、以
前
と
は
異
な
っ
た
形
で
の
サ
ー
ビ

ス
が
図
書
館
に
は
求
め
ら
れ
よ
う
。そ
う
し
た
制
約
的
環
境
に
お

い
て
、図
書
館
運
営
に
携
わ
る
教
職
員
は
、学
生
主
体
の
協
働
施

策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
、学
生
に
何
ら
か
の
経
験
を
体
得
し
て
も

ら
え
る
よ
う
支
援
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た

小
さ
な
歩
み
が
、や
が
て
は
身
近
な
図
書
館
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切

に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

�
学
生
参
加
に
よ
る
図
書
館
運
営
の
今
後

展示イベントの様子
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大
学
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
多
様
化
し
続
け
て
い
る
。大
学
に
お

け
る
学
修・教
育
や
研
究
を
支
え
、時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
常
に
問

わ
れ
て
い
る
。

　
学
生
の
主
体
的
な
学
び
の
場
と
し

て
の
図
書
館
の
利
用
促
進
も
、課
題

の
一つ
で
あ
る
。そ
こ
で
、図
書
館
に
関

心
を
持
って
も
ら
い
、図
書
館
を
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
の
手
段
の
一つ
と
し

て
甲
南
大
学
で
開
始
さ
れ
た
の
が
、

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あった
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目
的
は
、

学
生
に
企
画
を
通
し
て
図
書
館
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。さ

ら
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブッ
ク
カ
バ
ー
を

掛
け
た
本
を
学
生
が
大
学
外
の
店
や
電
車
な
ど
で
読
め
ば
、広
報
と

い
う
副
次
的
な
効
果
も
見
込
め
る
と
い
う
目
論
見
も
あった
。

　
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
制
作
を
提
案
し
た
の
は
、甲
南
大
学
図
書
館
と

共
に
日
々
図
書
館
の
管
理
運
営
業
務
を
行
って
い
る
甲
南
学
園
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）の
ス
タッフ
で
あった
。オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブッ
ク

カ
バ
ー
を
作
成
し
配
布
す
る
と
い
う
試
み
は
他
大
学
で
も
す
で
に
行

わ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
倣って
企
画
さ
れ
た
プ
ロ
ジェク
ト
で
あ
る
。

　
２
０
１
１
年
に
図
書
館
と
の
協
議
を
経
て
Ｋ
Ｓ
Ｃ
ス
タ
ッフ
自
ら

が
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
た
。さ
ら

に
翌
年
に
は
学
生
か
ら
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。初
年
度
か
ら
12
名
の
応
募
を
得
る
こ
と
が
で
き
、グ

ラ
ン
プ
リ
作
品
を
決
定
し
た
。現
在
で
は
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を
選
ぶ

投
票
も
、学
生
に
よって
行
わ
れ
て
い
る
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
、大
学
の
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
大
学
は

少
な
か
ら
ず
あ
る
。し
か
し
、学
生
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
、そ
の
中
か

ら
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
て
配
布
す
る
と
い
う
試
み
は
、全
国
的
に

�
経
緯

�
な
ぜ
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
か

［甲南大学］

笹倉 香奈　甲南大学法学部教授　甲南大学図書館長

学生によるブックカバーデザイン企画
－甲南大学図書館の取り組み－
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見
て
も
ま
だ
ま
だ
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
条
件
は「
甲
南
大
学
」ま
た
は「
甲
南
大
学
図
書

館
」と
い
う
文
字（
英
語
ま
た
は
日
本
語
）を
ど
こ
か
に
入
れ
る
こ
と

で
あ
る
。こ
れ
は
、冒
頭
の
広
報
の
効
果
を
狙
った
条
件
だ
。

　
２
０
１
２
年
以
降
も
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
応
募
は
毎
年
あ

り
、年
間
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
提
供
枚
数
は
１
０
０
０
枚
前
後
で
あ
る
。

図
書
館
内
で
配
布
し
て
い
る
他
、オ
ー
プ
ン
キ
ャン
パ
ス
な
ど
で
も
好

評
を
得
て
い
る
。オ
ー
プ
ン
キ
ャン
パ
ス
に
来
る
高
校
生
に
とって
は
、

大
規
模
な
大
学
図
書
館
や
、そ
こ
で
配
布
す
る
学
生
デ
ザ
イ
ン
の

ブッ
ク
カ
バ
ー
が
新
鮮
に
映
る
の
で
は
な
い
か
。

　
写
真
は
、２
０
１
９
年
度
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ

ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品
で
あ

る
。文
学
部
英
語
英
米
文
学

科
の
北
村
彩
華
さ
ん
に
よ
る

も
の
で
、誰
で
も
使
え
る
よ
う

に
こ
だ
わった
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
。深
み
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
地

に
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
美
術
部
な
ど
に
属
さ
な
い

学
生
で
も
、絵
が
得
意
で
あ

る
と
い
う
者
は
多
い
。友
人
か
ら
依
頼
さ
れ
て
応
募
し
た
と
い
う
北
村

さ
ん
の
カ
バ
ー
は
、定
番
と
し
て
長
く
使
え
そ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　
甲
南
大
学
に
お
い
て
ブッ
ク
カ
バ
ー
プ
ロ
ジェク
ト
は
定
着
し
つつ
あ

る
。し
か
し
、課
題
も
あ
る
。と
り
わ
け
応
募
数
が
ま
だ
少
な
い
た
め
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
企
画
を
周
知
し
応
募
数
を
増
や
し
て
い
く
か
が

課
題
で
あ
る
。学
内
の
他
の
部
署
と
の
連
携
強
化
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
甲
南
大
学
図
書
館
で
は
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
プ
ロ
ジェク
ト
の
他
に
も
、

Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
ス
タッフ
を
中
心
に
、消
し
ゴ
ムハン
コ
を
使
って
蔵
書
票
を

作
る
と
い
う
企
画
や
製
本
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の

他
、外
国
語
学
習
の
た
め
の
語
学
学
習
室
で
の
多
読
チ
ャレ
ン
ジ
や
、

甲
南
大
学
全
体
の
プ
ロ
ジェク
ト
で
あ
る
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
サ
ー
テ
ィフ
ィ

ケ
イ
ト
と
い
う
評
価
認
定
制
度
の
一
環
と
し
て「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
ラ
イ

ブ
ラ
リ 

サ
ー
テ
ィフ
ィ
ケ
イ
ト
」制
度
も
あ
る
。

　
現
在
、CO

V
ID‐19

の
影
響
の
下
、図
書
館
に
そ
も
そ
も
入
館
で

き
る
学
生
の
数
の
制
限
な
ど
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。時
代
の
変
化

や
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
考
案
す
る
こ
と
が
、大
学

図
書
館
に
も
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。

�
今
後
の
展
望

2019年度のブックカバー。デザインは文学部英語英米
文学科の北村彩華さんによる。
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クローズアップ

CLOSE-UP
        INTERVIEW

 

﹇
聞
き
手
﹈
川
島 

葵
さ
ん   

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

高
倉 

麻
子
さ
ん
に
聞
く

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
指
導
者

「
自
分
ら
し
さ
」を
大
切
に

自
ら
を
磨
き

仲
間
と
と
も
に

成
長
す
る
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い

たかくら・あさこ
1968 年、東京都生まれ。和光大学文学部卒
業。サッカー日本女子代表監督。小学校4 年
生の時にサッカーを始め、15 歳で日本代表
に選出され、2度のワールドカップ、アトラン
タオリンピックに出場。2004 年に現役を引退
後、FIFAのテクニカル・スタディ・グループや
インストラクターとして、大会の分析や指導
者の育成に従事。2016年からなでしこジャ
パン(サッカー日本女子代表)を指揮する。
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 
島 
本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 

大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 

倉 

多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 

若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 

倉 

女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 

島 

そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 

日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
生
を
拓
く
き
っ
か
け
は

そ
ば
に
あ
る
何
気
な
い
こ
と

好
き
な
こ
と
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

幸
せ
と
周
囲
へ
の
感
謝
と
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 

島 

本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 
大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 

倉 

多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 

若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 

倉 

女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 

島 

そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 

日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高倉 麻子さん
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ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

サ
ッ
カ
ー
と
は
異
な
る
様
々
な

出
会
い
が
あ
っ
た
大
学
時
代

川島 葵さん
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 

島 

本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 

大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 
倉 
多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 

若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 

倉 

女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 

島 

そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 

日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

世
界
を
知
っ
て
は
じ
め
て

わ
か
る
日
本
の
良
さ
と
強
み
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 

島 

本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 

大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 

倉 

多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 
若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 

倉 

女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 

島 

そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 

日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

好
き
を
突
き
詰
め
た
か
ら
こ
そ

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
い

自
分
自
身
の
カ
ラ
ー
を
大
切
に

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
磨
い
て
ほ
し
い
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 

島 

本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 

大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 

倉 

多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 

若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 
倉 
女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 

島 

そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 

日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

クローズアップ

物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え

女
子
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
く
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川 

島 

当
時
の
遊
び
仲
間
や
そ
の
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
先
生

が
い
た
か
ら
こ
そ
、今
の
監
督
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

サ
ッ
カ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
も
、好
き
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
も
、当
時
の
仲
間
や
先
生
が
あって
こ
そ
な
の
で
、と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。小
さ
な
きっか
け
や
め
ぐ
り
あ
わ
せ
か
ら
人
生
が
拓
け

て
き
た
こ
と
は
、と
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
す
。と
に
か
く
、私
の
場

合
は「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
の
が
、い
つ
も
一
番
に
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

川 

島 

中
学
時
代
に
は
福
島
と
東
京
を
往
復
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
続

け
ら
れ
て
い
た
と
か
。

高 

倉 

私
が
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、女
子
サ
ッ
カ
ー
は
、国
内
リ
ー

グ
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、ア
ジ
ア
の
大
き
な
大
会
な
ど

は
な
い
時
代
で
す
。そ
の
た
め
、サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
も
福
島
に
は

な
く
、私
は
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
、一度
サ
ッ
カ
ー
を
離
れ
ま
し

た
。東
京
に
は
い
く
つ
か
チ
ー
ム
が
あ
る
と
聞
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
続

け
た
い
思
い
か
ら
、チ
ー
ム
に
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
、福
島
か
ら
東
京

の
練
習
場
ま
で
通
って
い
ま
し
た
。

川 

島 

本
日
は
、プ
ロ
サッ
カ
ー
指
導
者
で
サッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表

監
督
の
高
倉
麻
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
でつ
な
い
で
の
取
材
と
な
り
ま
す
が
、お
会
い
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。ま
ず
は
、監
督
が
ど
の
よ

う
に
し
て
サッカ
ー
と
出
会った
の
か
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

高 

倉 

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
非
常
に
活
発
な
子
ど
も
で
、遊
び
相

手
も
男
の
子
ば
か
り
で
し
た
。近
所
に
住
ん
で
い
る
仲
間
と
よ
く
野

球
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、そ
の
野
球
仲
間
が
小
学
校
４
年
生
の
時

に
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
る
こ
と
に
なっ
た
の
で
す
。放
課
後

に
遊
ぶ
仲
間
が
い
な
く
なって
は
困
る
と
、私
も
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

入
部
届
を
出
し
た
こ
と
が
、サッ
カ
ー
と
の
出
会
い
で
す
。

川 

島 

遊
び
仲
間
が
野
球
か
ら
サッ
カ
ーへシ
フ
ト
し
て
いった
と
い

う
こ
と
が
直
接
の
きっか
け
だった
の
で
す
ね
。

高 

倉 

ど
う
し
て
も
サッ
カ
ー
が
や
り
た
かった
わ
け
で
は
な
く
、友

だ
ち
と
遊
び
た
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だった
の
で
、入
部
届
を

出
し
た
際
に
、先
生
に「
女
の
子
は
ダ
メ
」と
言
わ
れ
て
い
た
ら
、サ
ッ

カ
ー
に
触
れ
る
こ
と
は
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

当
時
は
ま
だ
新
幹
線
も
走
って
い
な
かった
の
で
は
。

高 

倉 

福
島
か
ら
上
野
ま
で
３
時
間
15
分
ほ
ど
か
かって
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
練
習
場
ま
で
行
く
わ
け
で
す
。数
時
間
サッカ
ー
の
練

習
を
す
る
た
め
に
、往
復
６
時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
た
ん
で
す
。

川 

島 

大
変
だ
な
と
か
辞
め
た
い
と
思
った
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。数
時
間
の
練
習
で
も
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、喜
び
で
し
た
し
、チ
ー
ム
の
先
輩
た
ち
に
も

か
わ
い
がって
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
楽
し
い
」以
外
の
こ
と
は
感
じ
て

い
な
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

ご
家
族
の
理
解
や
応
援
が
な
け
れ
ば
、続
け
る
こ
と
は
困
難

で
し
た
よ
ね
。

高 

倉 

本
当
に
そ
の
通
り
で
す
。い
ま
の
よ
う
に
サッ
カ
ー
選
手
に
な

る
と
い
う
道
が
拓
け
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、見
え
て
も
い
な
かった
時
代

に
、よ
く
中
学
生
の
私
を
東
京
ま
で
練
習
に
行
か
せ
て
く
れ
た
な
と
。

川 

島 

そ
ん
な
中
学
時
代
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、そ
れ
は
や
は
り
特
別
な
こ
と
で
し
た
か
。

高 

倉 

そ
の
意
味
や
重
み
に
、正
直
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
代
表
が
結
成
さ
れ
た
り
、国
内
リ
ー
グ
が
やっ
と
整
備
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
、若
い
選
手
が
多
く
、サッ
カ
ー
好
き
の
女
の
子
の
中
で
、

少
し
人
よ
り
も
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
が
う
ま
かっ
た
り
、得
意
技
が
あ

る
よ
う
な
子
が
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、初
め
て
の
海
外
遠
征
に

行
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。今
の
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
基
礎
、土
台

と
し
て
の
代
表
で
は
あった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

と
は
い
え
日
本
代
表
で
す
か
ら
、同
級
生
た
ち
に
驚
か
れ
た

り
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

高 

倉 

代
表
に
なっ
た
こ
と
は
、学
校
に
は
報
告
し
て
い
な
かっ
た
ん

で
す
。と
い
う
の
も
、中
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
環
境
が
な
かっ
た

の
で
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を

やって
い
る
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
に
い
た
ん
で
す
。で
も
、新
聞
に
代

表
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
の
先
生
が

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
と
て
も
厳
し
い
方
で
し

た
が
、そ
の
時「
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、や
り
た
い
方
ど
ち

ら
か
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」と
おっ
し
ゃって
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
こ

で
さ
ら
に
、サ
ッ
カ
ー
への
道
が
、確
か
な
も
の
に
なっ
た
気
が
し
て
い

ま
す
。本
当
に
そ
の
時
々
で
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
出
会
い
が
あ
る

も
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

高
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
き
の
選
択
肢
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あった
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

私
は「
東
京へ出
て
サッカ
ー
を
す
る
」と
決
め
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
に
女
子
サッ
カ
ー
部
が
あ
る
と
か
、サッ
カ
ー
で
推
薦
が
も
ら
え
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、そ
の
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、当
時
私
が
所
属
し

て
い
た
チ
ー
ムの
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
近
い
、和
光
大
学へ進
学
し
た
の
で
す
。

川 

島 

サ
ッ
カ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
大
学
生
活
で
は
、ど
ん
な
学
び

が
あ
り
ま
し
た
か
。

高 

倉 

本
を
読
む
こ
と
が
好
き
だっ
た
こ
と
か
ら
、大
学
は
文
学
部

を
選
び
ま
し
た
。と
て
も
自
由
な
大
学
で
、学
部
以
外
の
単
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
面
白
かった
で
す
ね
。

川 

島 

本
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
が
、ど
ん
な
本
を
読
ま
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
読
ん
で
い
ま

す
。歴
史
も
の
が
結
構
好
き
で
。フ
ラッと
図
書
館
に
行って
子
ど
も
向
け

の
歴
史
の
本
を
読
み
漁
っ
た
り
。あ
と
は
、心
が
も
や
も
や
し
た
と
き
に

は
、別
次
元
に
行
け
る
感
じ
の
す
る
村
上
春
樹
さ
ん
の
小
説
を
読
み
ま

す
。大
学
を
卒
業
し
た
ら
雑
誌
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
も
思って
い

た
の
で
、学
生
時
代
雑
誌
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

サッ
カ
ー
以
外
の
出
会
い
も
多
かった
で
す
か
。

高 

倉 

や
は
り
高
校
ま
で
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の

で
。個
性
的
で
面
白
い
仲
間
も
多
かった
で
す
ね
。遠
征
で
授
業
に
出
席
で

き
な
かった
と
き
な
ど
は
、多
く
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
ん

な
友
人
と
は
、今
で
も
連
絡
を
取
り
合って
い
ま
す
。学
部
学
科
を
超
え
て

授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
で
の
び
の
び
と
し
た
環
境
だった

ので
、もっと
違
う
分
野
の
勉
強
も
し
て
お
け
ば
よ
かった
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

大
学
３
年
生
の
時
に
日
本
女
子
サッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
発
足
し

た
わ
け
で
す
が
、そ
の
時
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

高 

倉 

多
く
の
人
の
努
力
や
協
力
が
あって
出
来
上
がっ
た
舞
台
で

す
が
、実
際
に
中
に
い
る
選
手
と
し
て
は
、試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
ろ
う
、う
ま
く
な
り
た
い
、強
く
な
り
た
い
、勝
ち
た
い
と
い
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

川 

島 

大
学
３
年
生
４
年
生
と
も
な
る
と
、就
職
活
動
な
ど
も
あ

り
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
時
期
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
思
い
で
い
らっし
ゃった
の
で
し
ょ
う
。

高 

倉 

第
一
回
の
女
子
サッカ
ー
ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
う
わ
さ
も
あ
り
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
ま
で
は
、バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
で
も

サッカ
ー
を
続
け
た
い
と
思って
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、結

局
サッカ
ー
を
あ
き
ら
め
る
と
い
う
選
択
は
な
かった
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

川 

島 

監
督
は
10
代
の
頃
か
ら
世
界
と
向
き
合
う
機
会
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、世
界
と
戦
って
感
じ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
代
表
と
し
て
初
め
て
の
海
外
と
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た

の
は
中
学
３
年
生
の
時
で
し
た
。イ
タ
リ
ア
代
表
と
の
試
合
を
ベン
チ

か
ら
見
て
い
た
の
で
す
が
、金
髪
を
な
び
か
せ
て
戦
う
イ
タ
リ
ア
人
の

選
手
た
ち
が
本
当
に
美
し
く
、かっこ
よ
く
見
え
ま
し
た
。自
分
も
あ

ん
な
ふ
う
に
な
り
た
い
、追
い
付
き
た
い
、そ
し
て
追
い
越
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

川 

島 

海
外
と
日
本
の
サッ
カ
ー
、そ
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

当
時
も
今
も
で
す
が
、体
の
サ
イ
ズ
と
シ
ン
プ
ル
な
ス
ピ
ー

ド
、パワ
ー
な
ど
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
、や
は
り
圧
倒
的
に
日
本
人
に
は

足
り
て
い
な
い
部
分
で
す
。た
だ
、キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
中
で
、細

か
い
テ
ク
ニッ
ク
や
息
の
合った
プ
レ
ー
や
約
束
事
を
守
る
と
いった
集

団
の
強
さ
は
、日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
だ
と
わ
かって
き
ま
し
た
。

川 

島 

日
本
人
な
ら
で
は
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
、世
界
と
戦
って
き

た
わ
け
で
す
ね
。

高 

倉 

な
か
な
か
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
が
、そ
う
し
た
日
本
人
の
強

み
は
、世
界
の
サッカ
ー
指
導
者
の
間
で
も
リ
スペク
ト
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
。他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
そ
う
で
す
が
、日
本
の
も
の
づ
く
り
の
細
や

か
な
部
分
が
世
界
を
驚
か
せ
る
よ
う
に
、サッ
カ
ー
で
も
小
回
り
の
き

く
動
き
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
な
ど
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す

し
、そ
れ
で
十
分
に
戦
え
て
、勝
って
も
い
け
る
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
を

見
る
際
に
も
、国
民
性
や
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
比
較
す
る
と
、よ
り

深
く
競
技
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。日
本
に
は
日
本
の

良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、各
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ま
ね
で
な
く
、自
分
の
良
さ
、カ
ラ
ー
を
認
め
、そ
れ
を
活
か

し
て
い
く
べき
な
の
だ
と
私
は
自
分
の
経
験
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

31
歳
の
時
に
、ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー・レッ
ド
デ
ビ
ル

ス
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
ど
ん
な
思
い
を
持
って
海
外
に

行
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

今
は
、科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
サ
ポ
ー

ト
で
、30
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で
活
躍
す
る
選
手
が
多
く
い
ま
す

が
、当
時
の
日
本
に
は
ま
だ
そ
う
いっ
た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
り
た
い
、そ
し
て
う
ま
く
な
れ

る
ん
だ
と
い
う
思
い
も
あった
の
で
す
。私
に
は
、何
か
を
選
ぶ
時
、人

生
の
岐
路
に
立
った
時
、「
サッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
思
い
と
、選
手

で
あ
っ
た
時
に
は「
う
ま
く
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
い
つ
も
強
く

あ
り
ま
し
た
。何
の
保
証
も
な
く
て
も
、好
き
だ
し
う
ま
く
な
り
た
い

か
ら
行
って
み
よ
う
と
い
う
一
念
で
し
た
。

川 

島 

突
き
詰
め
て
い
く
と
、答
え
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だった
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

高 

倉 

自
分
で
ト
ラ
イ
し
た
こ
と
は
、誰
に
も
消
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、自
分
の
財
産
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。思
い
切
って
挑
戦
す
る
こ
と
は
、や
は
り
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

川 

島 

好
き
と
い
う
思
い
を
持
ち
、36
歳
ま
で
選
手
と
し
て
挑
戦
し
続
け

て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、引
退
の
時
に
悔
い
は
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

高 

倉 

１
ミ
リ
の
後
悔
も
な
く
、や
り
切
っ
た
と
い
う
思
い
で
引
退

を
決
め
ま
し
た
。私
が
引
退
を
決
め
た
２
０
０
４
年
は
、な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
が
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
に
勝
っ
た
時
期
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
に
少
し
光
が
当
た
り
だ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。若
い

選
手
の
活
躍
も
目
立
ち
始
め
て
い
た
の
で
、自
分
が
い
な
く
て
も
、日

本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は
も
う
大
丈
夫
だ
な
と
感
じ
、サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ

リ
ア
は
終
え
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

川 

島 

若
い
選
手
の
育
成
に
も
携
わって
い
らっしゃい
ま
す
。指
導
者

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
で
しょう
か
。

高 

倉 

選
手
一
人
ひ
と
り
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、そ
れ

は
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。こ
ち
ら
か
ら
の
指
示
を
待
つ
の
で

は
な
く
、自
分
自
身
で
戦
い
方
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
って
い
ま

す
。自
分
の
奥
底
に
あ
る「
こ
う
な
り
た
い
ん
だ
」と
い
う
思
い
を

もっと
強
く
出
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川 

島 

今
の
若
い
選
手
に
は
、そ
う
いっ
た
思
い
を
前
面
に
出
す
の

が
苦
手
な
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

そ
う
い
う
傾
向
に
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。若
い
選
手
は
ま
じ

め
で
、よ
く
練
習
も
し
て
い
る
し
、指
導
者
の
言
う
こ
と
も
素
直
に
聞
き

ま
す
。し
か
し
、例
え
ば
負
け
た
く
な
い
と
か
悔
し
い
と
か
、そ
う
いった

感
情
を
表
に
出
す
の
が
苦
手
な
選
手
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。もっ

と
自
分
の
思
い
や
感
情
を
前
面
に
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と

は
練
習
で
も
よ
く
言って
い
ま
す
し
、鼓
舞
も
し
て
い
ま
す
。

川 

島 

自
分
の
思
い
、感
情
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
、強
さ
や
上
達

につ
な
がって
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高 

倉 

サッ
カ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
た
ら
、選
手
一
人
ひ
と
り
が
決

断
し
て
プ
レ
ー
を
し
て
い
く
と
い
う
要
素
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、自
分
の
意
思
決
定
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん

細
か
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、自
分
が
ど
ん

な
ふ
う
に
思
い
、ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
しっか
り
と
肯
定

し
て
い
る
こ
と
も
、大
切
な
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

若
い
選
手
を
見
て
い
く
中
で
、選
手
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
瞬

間
や
大
き
く
成
長
す
る
過
程
を
見
て
、ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら

れ
ま
す
か
。

高 

倉 

急
に
伸
び
る
選
手
も
い
れ
ば
、ゆっ
く
り
と
成
長
し
て
い
く

選
手
も
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。た
だ
、自
分
は
で
き
る
と
い
う
思

い
が
強
す
ぎ
る
選
手
は
、そ
こ
で
成
長
が
止
まって
し
まって
い
る
気

が
し
ま
す
。人
の
せ
い
に
し
た
り
、環
境
の
せ
い
に
し
た
り
す
る
選
手

も
、同
じ
傾
向
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。自
分
で
考
え
、ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
、自
分
ら
し
い
選
択
を
し
て
い
け
る
人
は
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
成
長
に
手

を
差
し
伸
べる
こ
と
も
、大
人
の
役
割
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

１
９
９
４
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピック
に
出
場
さ
れ
て
い

ま
す
が
、監
督
に
とって
オ
リ
ン
ピック
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
。

高 

倉 

女
子
サッ
カ
ー
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
種
目
に
なった
と
い
う
話

を
聞
い
た
時
に
も
、自
分
が
オ
リ
ン
ピッ
ク
選
手
に
な
る
と
は
思って
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
た
だ
目
の
前
の
試
合
で
チャン
ス
をつ
か
み
、そ
れ

を
活
か
し
て
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。で
も
、実
際
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に

行って
も
、オ
リ
ン
ピック
にで
て
い
る
と
い
う
実
感
は
薄
かった
で
す
。

川 
島 
そ
う
だった
ん
で
す
ね
。

高 

倉 
日
本
選
手
団
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
り
、横
断
幕
に

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
て「
あ
あ
、オ

リ
ン
ピッ
ク
な
ん
だ
」と
感
じ
た
く
ら
い
で
し
た
。た
だ
、そ
の
時
の
仲

間
と
は
、精
一
杯
試
合
が
で
き
た
し
、応
援
し
て
く
れ
た
人
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
の
で
、大
き
な
舞
台
に
立
て
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
し
、幸
せ
だ
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
は
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
に

つい
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
らっし
ゃい
ま
す
か
。

高 

倉 

日
本
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、日
本
人
の
選
手
が
注

目
さ
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、結
果
を

残
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
あ
り
ま
す
ね
。延
期
に
は
な
り
ま
し

た
が
、若
い
チ
ー
ム
に
とって
、１
年
余
分
に
強
化
で
き
る
こ
と
を
、ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
。

川 

島 

選
手
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
ション
は
い
か
が
で
す
か
。

高 

倉 

オ
リ
ン
ピッ
ク
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
を
持って
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。年
齢
の
高
い

選
手
と
若
い
選
手
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、コン
デ
ィ
ション
を
整
え
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
は
、こ
れ
か
ら
の
１
年
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
す
。時
間
を
も
らっ

た
と
思
って
、も
っ
と
成
長
し
よ
う
、選
ば
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と

士
気
を
上
げ
て
いって
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

川 

島 

前
向
き
に
捉
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
た
いで
す
ね
。

高 

倉 

日
本
の
サッ
カ
ー
の
良
さ
を
もっと
もっと
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、選
手
、指
導
者
と
も
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
。そ
の
た
め
に
も
、自
分
自
身
の
色
や
個
性
に
誇
り
を
持
ち
、切

磋
琢
磨
を
続
け
て
ほ
し
い
。未
開
発
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、日
本
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
は

魅
力
も
多
い
。そ
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

川 

島 

今
日
は
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
、指
導
者
と
し
て
人
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
お
話

か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新会員代表者紹介／新学長紹介

　
任
期
満
了
で
退
任
し
た
芝
井

敬
司
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、

前
田
裕
教
授
が
２
０
２
０
年
10

月
１
日
付
で
第
43
代
学
長
に
就

任
し
た
。

　
前
田
新
学
長
は
、１
９
５
６
年

大
阪
市
生
ま
れ
。工
学
博
士
。１
９

８
１
年
大
阪
府
立
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭
、関

西
大
学
工
学
部
助
手
、専
任
講

師
、助
教
授
、教
授
を
経
て
２
０

０
７
年
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教

授
。２
０
０
８
年
同
学
部
長
、２
０

１
２
年
か
ら
２
期
８
年
間
、副
学

長
を
務
め
、そ
の
間
、研
究
推
進

部
長
、社
会
連
携
部
長
、国
際
部

長
、学
校
法
人
関
西
大
学
常
任
理

事
を
歴
任
。専
門
は
制
御
理
論
、

計
算
機
知
能
。

　
１
３
４
年
の
歴
史
を
持
つ
関

西
大
学
は
２
０
２
２
年
に
、大
学

昇
格
、ま
た
学
是「
学
の
実
化
」

の
提
唱
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

前
田
新
学
長
は
、不
確
実
性
の

高
ま
る
時
代
が
求
め
る
大
学
の

使
命
は
、社
会
を
先
導
す
る
人

材
づ
く
り
と
独
創
的
研
究
の
創

造
で
あ
る
と
し
、多
様
性
の
時
代

に
社
会
を
牽
引
す
る
関
西
大
学

の
発
展
を
目
指
す
。「
学
の
実
化
」

の「
学
理
と
社
会
と
の
調
和
」に

基
づ
き
、絶
え
ず
不
易
流
行
を

見
極
め
、変
化
を
恐
れ
ず
、挑
戦

す
る
関
西
大
学
を
つ
く
って
い
き

た
い
と
の
抱
負
を
掲
げ
て
い
る
。

前
田
　
裕

ま
え
　
だ

ゆ
た
か

関
西
大
学

関
西
大
学 

学
長

　
大
塚
𠮷
兵
衛
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
い
、９
月
１
日
付
で
加

藤
直
人
文
理
学
部
教
授
が
学
長

に
就
任
し
た
。

　
加
藤
新
学
長
は
１
９
５
１
年

東
京
都
生
ま
れ
。１
９
７
４
年
日

本
大
学
文
理
学
部
史
学
科
卒
業
、

１
９
７
９
年
日
本
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
東
洋
文
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
満
期
退
学
、早
稲
田
大

学
に
て
博
士（
文
学
）取
得
。１
９

９
７
年
か
ら
日
本
大
学
文
理
学
部

教
授
、２
０
１
０
年
か
ら
文
理
学

部
長・文
学
研
究
科
長
、２
０
１
３

年
か
ら
副
学
長
等
を
歴
任
。専
門

分
野
は
東
洋
史
。主
な
著
書
と
し

て『
清
代
文
書
資
料
の
研
究
』、

『
内
国
史
院
檔 

天
聡
五
年
１・２
』

（
共
著
）な
ど
。新
学
長
は
２
０
１
９

年
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た

日
本
大
学
で
、教
育
理
念
で
あ
る

「
自
主
創
造
」を
基
に
16
学
部
を

擁
す
る
大
規
模
な
総
合
大
学
で
あ

り
な
が
ら
、全
学
的
な
共
通
教
育

な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。特
に
こ
れ
ま
で

全
学
的
な「
ワ
ー
ル
ド・カ
フェ
」な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
実
行
し
て
き
た
が
、今
後

は
そ
の
評
価
や
機
能
性
を
検
証
し

問
題
点
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
る
。就
職
対
策
に
お
い

て
も
約
１
２
０
万
人
の
校
友
が
後

輩
を
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り
な

ど「
人
脈
の
強
化
」に
も
重
点
を

置
い
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

加
藤 

直
人

か
　
と
う

な
お
　
と

日
本
大
学

日
本
大
学 

学
長
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保
立 

和
夫（
ほ
た
て 

か
ず
お
）

豊
田
工
業
大
学
学
長
。東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
電
子
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了（
工

博
）。同
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、理
事・副

学
長
を
歴
任
。本
学
副
学
長・教
授
を
経
て
、’19
よ

り
現
職
。

内
藤 

二
郎（
な
い
と
う 

じ
ろ
う
）

大
東
文
化
大
学
学
長
。’02
神
戸
商
科
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
経
済
学
）。’10
よ
り
大
東
文
化
大
学
経
済

学
部
教
授
、’20
よ
り
現
職
。専
門
は
現
代
中
国

経
済
論
。

杉
原 

保
史（
す
ぎ
は
ら 

や
す
し
）

京
都
大
学
学
生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長・教
授
。 

’89
年
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。教
育
学
博
士
。臨

床
心
理
士・公
認
心
理
師
。

西
浦 

太
郎（
に
し
う
ら 

た
ろ
う
）

甲
南
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー 

特
任
准
教
授・

学
生
相
談
室
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。

田
上 

正
範（
た
が
み 

ま
さ
の
り
）

追
手
門
学
院
大
学
基
盤
教
育
機
構
准
教
授
。’95

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。パ
ナ
ソ
ニッ
ク
㈱
を
経
て
、’15
か
ら
現
職
。共

著「
理
系
の
た
め
の
交
渉
学
入
門
」な
ど
。

早
川 

和
宏（
は
や
か
わ 

か
ず
ひ
ろ
）

東
洋
大
学
副
学
長
、学
生
部
長
、ウェル
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
長
、法
学
部
教
授
、弁
護
士
。’00
成
城
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
単
位
取

得
退
学
。

音 

好
宏（
お
と 

よ
し
ひ
ろ
）

上
智
大
学
文
学
部
教
授
。’90
上
智
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

専
門
は
メ
デ
ィ
ア
論
。主
著『
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
現

代
的
展
開
』ほ
か
。

猪
瀬 

浩
平（
い
の
せ 

こ
う
へ
い
）

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
。専
門
は
文
化
人

類
学・ボ
ラ
ン
テ
ィア
学
。著
書
は『
ボ
ラ
ン
テ
ィアっ

て
な
ん
だっけ
？
』（
岩
波
ブック
レット
）な
ど
。

矢
野 

泉（
や
の 
い
ず
み
）

広
島
修
道
大
学
副
学
長
。ひ
ろ
し
ま
未
来
協
創

セ
ン
タ
ー
長
。博
士（
農
学
）。広
島
大
学
大
学

院
准
教
授
を
経
て
’15
よ
り
広
島
修
道
大
学
商
学

部
教
授
、’20
４
月
よ
り
現
職
。

筒
井 

の
り
子
（
つ
つ
い 

の
り
こ
）

龍
谷
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー

長
。’83
関
西
学
院
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

（
社
会
福
祉
学
専
攻
）博
士
課
程
前
期
課
程
修

了
。社
会
学
修
士
。’99
よ
り
龍
谷
大
学
社
会
学
部

教
授
。

牧
田 

東
一（
ま
き
た 

と
う
い
ち
）

桜
美
林
大
学
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニン
グ
セ
ン
タ
ー
長
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
教
授
。’02
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
、博
士（
学
術
）。主
著『
国
際
協
力
の
レッス
ン
』

な
ど
。

菱
河 

亮
平
（
ひ
し
か
わ 

り
ょ
う
へ
い
）

東
北
学
院
大
学
総
務
部
地
域
連
携
課
係
長
、東

北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所
属
。

光
田 

剛（
み
つ
た 

つ
よ
し
）

成
蹊
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
・

法
学
部
教
授
。博
士（
法
学
）。成
蹊
大
学
講
師

等
を
経
て
’18
年
に
副
所
長
、’19
年
に
所
長
就
任
。

『
現
代
中
国
入
門
』（
編
著
）な
ど
。

安
田 

隆
二（
や
す
だ 

り
ゅ
う
じ
）

学
校
法
人
東
京
女
子
大
学
理
事
長
。カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
政
治
学
博
士
。マッ
キ
ン

ゼ
ー・ア
ン
ド・カ
ン
パ
ニ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、一
橋

大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授
等
を
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歴
任
。

安
藤 

寿
康（
あ
ん
ど
う 

じ
ゅ
こ
う
）

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授・学
生
相
談
室
長
。

’８６
同
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。博
士（
教
育
学
）。専
門
は
行

動
遺
伝
学
、進
化
教
育
学
。主
著『
な
ぜ
ヒ
ト
は

学
ぶ
の
か
』。

井
口 

知
子（
い
ぐ
ち 

ち
か
こ
）

大
正
大
学
学
生
相
談
室
相
談
員
。’03
大
正
大
学

大
学
院
人
間
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻
修
了
。

修
士（
臨
床
心
理
学
）。同
年
よ
り
現
職
。臨
床
心

理
士
。

元
田 

謙
太
郎（
も
と
だ 

け
ん
た
ろ
う
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
。’89
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
了
。専

門
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、危
機
管
理
な
ど
。

村
上 

大
和（
む
ら
か
み 

ひ
ろ
か
ず
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
。’98
東
京

都
立
大
学
大
学
院
都
市
科
学
研
究
科
修
士
了
。

専
門
は
防
災
計
画
、防
災
ま
ち
づ
く
り
な
ど
。

高
森 

裕
子（
た
か
も
り 

ゆ
う
こ
）

（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
。’99
京
都

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
了
。専
門
は
社

会
保
障・ヘル
ス
ケ
ア
政
策
な
ど
。

吉
江 

弘
和（
よ
し
え 

ひ
ろ
か
ず
）

創
価
大
学
国
際
教
養
学
部
講
師
。上
智
大
学
卒

業
後
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程
よ
り

Ph.D
.

取
得
。専
門
は
近
現
代
日
本
史
。

植
田 

和
男（
う
え
だ 

か
ず
お
）

共
立
女
子
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
、同
学
部
教

授
。’80
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
大
学
院
修

了
、Ph.D

.（
経
済
学
）、東
京
大
学
を
経
て
’17
よ

り
現
職
。主
著『
ゼ
ロ
金
利
と
の
闘
い
』な
ど
。

西
村 

美
佳（
に
し
む
ら 

み
か
）

学
校
法
人
文
教
大
学
学
園
経
営
企
画
課
。’05
青

山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
卒
業
。

中
山 

惠
子（
な
か
や
ま 

け
い
こ
）

中
京
大
学
経
済
学
部
教
授
。名
古
屋
市
立
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
。博
士（
経
済
学
）。中
京

大
学
図
書
館
長・経
済
学
研
究
科
長
。主
著『
投

入
産
出
分
析
と
最
適
制
御
の
環
境
保
全
への
応

用
』な
ど
。

笹
倉 

香
奈（
さ
さ
く
ら 

か
な
）

甲
南
大
学
法
学
部
教
授
、甲
南
大
学
図
書
館

長
。一
橋
大
学
博
士
後
期
課
程
修
了
・
博
士（
法

学
）。専
門
は
刑
事
訴
訟
法
。

高
倉 

麻
子（
た
か
く
ら 

あ
さ
こ
）

サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
監
督
。15
歳
で
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
、ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
、ア
ト
ラ
ン
タ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。現
役
引
退
後
は
若
手
や
指

導
者
の
育
成
に
従
事
し
、’16
か
ら
な
で
し
こ
ジャパン

を
指
揮
。

川
島 

葵（
か
わ
し
ま 

あ
お
い
）

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。上
智
大
学
文
学
部
卒
。 

’12
か
ら
フ
リ
ー
。東
海
ラ
ジ
オ「TO

KYO
 UPSIDE 

STATIO
N

」、「
川
島
葵
の
東
京
か
ら
も
歌
謡

曲
」な
ど
に
出
演
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

９
月
１
日
㈫

第
４
回
常
務
理
事
会・第
４
回
理
事
会
に
出
席

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

● 
９
月
４
日
㈮

令
和
３
年
度
私
立
大

学
関
係
政
府
予
算

要
望
を
文
部
科
学

大
臣
等
に
手
交
。

▼
資
料
は
、下
記
の
私

大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

９
月
10
日
㈭

文
部
科
学
省
幹
部
と
の
懇
談
会
に
出
席

● 

９
月
18
日
㈮

私
大
連
役
員
選
考
委
員
会
に
出
席

● 

９
月
29
日
㈫

第
１
回
総
会・第
５
回
理
事
会
に
出
席（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

● 

10
月
20
日
㈫

第
６
回
理
事
会・第
５
回
常
務
理
事
会
に
出

席（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

　
日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、私
立
大
学
の
コロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
係
る
課
題
や
実
情
を

広
く
共
有
す
る
と
と
も
に
、授
業
料
等
に
関
す
る

考
え
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
メ
デ
ィア
を
中
心
に「
大
学
の
対
面
授
業
は

い
つ
再
開
す
る
の
か
。学
生
た
ち
の
学
び
や
交
流

の
場
が
失
わ
れ
て
い
る
」等
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、私
立
大
学
の
対
面
授
業
再
開

の
努
力
と
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
大
学
の
実
情
を
広

く
社
会
に
発
信
し
、理
解
を
求
め
ま
し
た
。

▼
資
料
は
、下
記
の
私
大
連
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
８
月
24
日
㈪
、25
日
㈫
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。73
法
人
74
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
学
担
当
理
事
の
観

点
か
ら
、各
加
盟
法
人
の
コロ
ナ
禍
で
の「
令
和
３

年
度
入
学
者
選
抜
の
課
題・対
応
等
」お
よ
び
、「
春

学
期
対
応
、秋
学
期
対
応
方
針
等
」に
つ
い
て
、参

加
者
間
で
意
見
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
８
月
27
日
㈭
、28
日
㈮
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。83
法
人
88
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。教
学
に
関
す
る
最
高

責
任
者
で
あ
る
学
長
の
立
場
か
ら
、各
大
学
の
コロ

ナ
禍
対
応
の
現
状
や
課
題
、事
例
等
に
つ
い
て
参

加
者
間
で
情
報
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
９
月
10
日
㈭
、11
日
㈮
の
２
日
間
に

わ
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
。56
大
学
56
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
状
況
や
課
題
につ
い
て
情
報
共
有

し
、今
後
の
取
組
への
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、「
財
務
面
で
の
対
応
」、「
学
内
の
感
染
予
防

対
策
」、「
新
し
い
働
き
方
」、「
入
試
の
実
施
体

制
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、参
加
者
間
で

意
見
交
換・情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
の
概
算
要
求
に
か
か
る
加
盟
校
へ

の
情
報
提
供
と
理
解
の
深
化
等
を
目
的
と
し
て
、

毎
年「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
」を

行
って
い
ま
す
。本
年
度
は
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に

よ
り
、令
和
２
年
10
月
23
日
㈮
〜
令
和
２
年
11
月

９
日
㈪
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 0 . 0 9 - 1 0

私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
関
す
る
情
報
を
公
開

https://w
w
w
.shidairen.or.jp/

会
長
の
動
き

オ
ン
ラ
イ
ン
学
長
会
議
開
催
報
告

令
和
２
年
度
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
会
議

（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）開
催
報
告

令
和
２
年
度
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る

説
明
会（【
第
１
回
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
】）

私
立
大
学
の「
対
面
授
業
再
開
」と

「
授
業
料
等
」に
関
す
る
見
解
を
公
表

令
和
２
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
教
学
担
当

理
事
者
会
議
開
催
報
告
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◆
阪
神・淡
路
大
震
災
以
降
、さ
ま
ざ
ま
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
社
会
に
広
が
り
、大

学
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
場
に
お
い
て

も
身
近
な
も
の
と
な
って
き
た
。か
つ
て
、

「
日
本
社
会
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
根
付
き

に
く
い
」と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、不
思

議
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
だ
。そ
の
一
方
で
、自

発
的
に
行
わ
れ
る
は
ず
の
活
動
が
、奉
仕

活
動
と
し
て
全
員
に
課
せ
ら
れ
た
り
、生

徒・学
生
の「
自
主
性
」を
は
か
る
課
外
活

動
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
り
す
る
例

も
あ
り
、大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、問
題
点
を
共
有

し
、こ
れ
か
ら
の
課
題
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

　
今
回
の
特
集
を
通
じ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
学
生
の
成
長
の
糧
に
な
って
き
た

こ
と
や
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢
献・社
会

貢
献
の
多
様
性
を
改
め
て
実
感
し
、今
後

の
可
能
性
に
期
待
す
る
気
持
ち
が
強
く

な
っ
た
。人
と
人
と
の
直
接
的
な
交
流
が

十
分
で
き
な
く
なっ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、大

学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィア
活
動
につ
い
て
、

立
ち
止
まって
考
え
る
よ
い
機
会
に
なっ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。〈
広
報
・
情
報
委

員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
中
央
大
学

文
学
部
教
授 

松
田
美
佐
〉

◆
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
の
課
題
の
中
に

は
、実
は
そ
れ
以
前
か
ら
課
題
で
あっ
た
も

の
が
、コロ
ナ
禍
を
通
じ
て
よ
り
鮮
明
化
し

た
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
座
談
会
及
び
小
特
集
連
動
企
画
に
あ
る

「
学
生
の
心
の
ケ
ア
」も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。学
生
の
多
様
化
が
進
み
、学
生
の
心
の

ケ
ア
に
対
す
る
窓
口
や
支
援
方
法
の
多
様

化
、多
角
化
の
必
要
性
は
以
前
か
ら
の
課

題
で
あ
っ
た
が
、今
回
の
企
画
で
、窓
口
を

担
当
す
る
部
署
だ
け
で
な
く
、あ
ら
ゆ
る

部
署
で
学
生
の
様
子
を
意
識
し
、横
断
的

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
状
況
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
分
かった
。

　
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
難
し
さ
は

学
生
だ
け
で
な
く
、教
職
員
を
含
む
構
成

員
す
べて
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。「
密
」

を
避
け
て
、ひ
と
り
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
と

き
、働
く
こ
と
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
外
だ
け
で
な
く
自
ら
の
内
に
も
求
め
る

こ
と
、そ
し
て
同
僚
に
積
極
的
に
声
を
掛

け
て
い
く
こ
と
、人
へ
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
認
識
す
る
日
々
。い
ず
れ
も
コロ
ナ

禍
以
前
か
ら
課
題
で
あ
り
、大
切
で
あった

こ
と
だ
。引
き
続
き
、意
識
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
い
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会
大

学
時
報
分
科
会
委
員
・
上
智
大
学
総
務
局

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
推
進
室
長 

中
山
映
〉

◆
リ
モ
ー
ト
取
材
と
な
っ
た
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ・イ
ン
タ
ビュ
ー
で
は
、サ
ッ
カ
ー
な
で
し

こ
ジ
ャパン
監
督
で
あ
る
高
倉
麻
子
さ
ん
の

お
話
を
伺
った
。画
面
越
し
に
も
伝
わ
る
太

陽
の
よ
う
な
笑
顔
は
、そ
の
お
人
柄
の
表
れ

か
と
思
う
。日
本
女
子
サッ
カ
ー
の
黎
明
期

と
も
い
う
べ
き
時
代
に
、一
心
に
ボ
ー
ル
を

追
い
続
け
た
思
い
、そ
の
時
々
の
人
と
の
出

会
い・周
囲
の
理
解
と
応
援
への
感
謝
の
気

持
ち
が
、監
督
と
し
て
選
手
た
ち
と
向
き

合
う
思
い
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

　
座
談
会
で
は
、誰
も
が
初
め
て
遭
遇
す

る
状
況
に
お
い
て
、学
生
の
心
に
寄
り
添

い
、ケ
ア
す
る
道
を
模
索
す
る
大
学
の
思

い
と
苦
悩
、挑
戦
と
可
能
性
に
触
れ
る
機

会
と
なっ
た
。

　
高
倉
監
督
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、い
ま

は〝
道
が
見
え
な
い
時
代
〞の
中
に
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。イ
ン
タ
ビュー・座
談
会
を

通
じ
て
感
じ
る
こ
と
は
、人
と
の
出
会
い
と

つ
な
が
り
が
、ど
れ
ほ
ど
人
の
心
と
人
生
を

豊
か
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。大
学

で
は
す
で
に
、対
面
型・ハ
イ
ブ
リッ
ド
型
授

業
な
ど
の
新
た
な
試
み
の
実
施
段
階
に

入
って
い
る
。ま
さ
に
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉

編集後記

※内容は変更になる場合があります。次号予告 2021.1
NO.396

座談会「『教養教育』とは何かを考える」

特　集「大学キャンパスのマネジメント」

小特集「コロナ禍における入試広報」
だいがくのたから

東洋学園大学
大学点描

九州産業大学
クローズアップ・インタビュー

山下利奈さん（株式会社高橋書店編集者）
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一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧
※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 薬 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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